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　　　ミカと魔ま術じゆつの話
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　魔術？

　うーん。いい思い出ないかな。




　小さい頃、わたしが『戦士になりたい』って言ったら、お父さんがいろんな武器の道場に連れてってくれたんだけど、どこもだめでね。

　いや、だめなのは道場じゃなくて、武器がちょっと重くて持てないくらいで、あきらめてたわたしのほうなんだけど。

　じゃあ、武器を持たなくていい武ぶ道どうだ、ってカラテの道場とかも行ったんだけど、あのひとたち、板とか瓦かわらとか割るでしょ？　あれが、痛そうでやめちゃった。

　それで、お父さんが次に連れてってくれたのが、魔術の偉えらい先生のとこで。

　弟子に何人も有名な魔ま道どう士しがいるようなすごいひとで、会う約束を取りつけるだけでも大変だったみたい。

　で、やっと会えることになったんだけど、会う前に待合室みたいなとこで、魔法の潜せん在ざい能のう力りよくを測らされてさ。その結果が、すっごい低かったの。そしたら先生、その結果見ただけで門もん前ぜん払ばらい。

「あなたの娘さんは素質がありません。お引き取りを」

　って、それだけ言われて、帰されちゃった。お父さん、怒ってたな。

　だから、いいイメージないな。

　でも、今となってはさ。おかげで、そのあと弓の道どう場じように通うことになって『百発百中のミカちゃん』なんて呼ばれるようになって、今は、こうしてダミニチュア戦士養成学校の弓きゆう術じゆつ科かに通うようになったんだから、良かったよね。

　もし、あそこで魔術の才能が開花してたりしたら、アトラやみんなには会えなかったんだもん。うん。魔術がだめで良かったよ。

　弓術に出会えて、良かった。




「次は、ミカが射いる番だな」

「はい！」

「おーい。あぶねえから、みんな下がっとけ！」




　まあ、その弓術も結局はだめなんだけど……。







　　　動いてた標的
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　――わたしの矢は当たる。

　ダミニチュア戦士養成学校、弓術科道場。

　将来、弓を扱う戦士になることを目標にする少年少女が、日々、修行に励はげむ場であり、今も授業がおこなわれていた。

　――わたしの矢は当たる。

　髪の短い少女が立つ。東国の弓道着に似た、弓術科の制服を着ており、『和わ弓きゆう』と呼ばれる、上下が非対称の形状をした、身の丈より長い弓を手に持っている。

　少女は、狙うべきマトのほうをキッと見すえた。

　幼げな顔立ちだが、その目には、絶対に当ててやるという、強い意志と気迫が感じられる。

　――わたしの矢は当たる。

　狙うべきマトは、屋根から棒で吊つるされ、振り子のように左右に振れている。

　少女は深く息を吸い、静かに吐き出した。

　マトの振り幅が次第に、狭くなっていく。

　――わたしの矢は当たる。

　後ろで様子を見守る、同じ制服姿のクラスメイトたちにも緊張が走る。

　場の緊張がピークに達したとき、吊るされたマトが、ついに静止した。

　――よし、今だ。

「ミカ、まいります！　……足あし踏ぶみ！」

　少女は高らかに『射法八節』の一の型を宣言した。

「おう、ちょっと待った」

　後ろで見守っていた一団のなかで、一人だけ色の異なる、教師用の制服を着ている男が、少女の宣言に水を差した。

「お前、今、なんの授業かわかってんのか？」

　少女は、ギクリとしながら答えた。

「ど、動どう的てきです」

　動く標的を正確に射抜くための技術、それが『動的』である。そのため、ふだんは壁に留められているマトが、吊るされ動いていた。

　ようするに、

「止まってから矢ァ飛ばしても意味ねえだろ」







　　　本人の意志
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　弓で放った矢が狙った標的に当たらなくなる呪い、不当の呪い。

　ミカは、その呪いにかかっているにもかかわらず、弓使いになる道を選んでしまった不ふ憫びんな少女である。

「で、でも、動いてるマトは、射法八節じゃ狙えませんし……」

　ミカは床に視線を落としてつぶやいた。

　射法八節とは、ミカが生まれた東国に伝わる弓道の所しよ作さである。また『不当の呪い』を一時的に解く効果がある。

　ただし、非常に時間がかかり、決められた詠えい唱しようと型を崩してはいけないため、動いているマトを狙うのには適さない。

「普通に弓を引いたら、どこに飛んでいくかわかりません……」

　不当の呪い保持者の放つ矢の軌き道どうは、まったく予測がつかない。真横に飛んでいくことすらある。

　唯一わかっていることは、射手の背後には飛んで来ないということだった。そのためミカの射る番になると、ほかの生徒たちはみな、争ってミカの後ろに陣取る。

「おう、それもそうだな」

　弓術科教師シャムは、やる気のなさそうな顔で言った。

「じゃあ、ミカはパスでいっか」

　実際、やる気はないようだ。

「シャム先生、それはどうだろう」

　壁の群衆のなかから、サラサラした青い髪の少女がずいと前に出て言った。背が高く端整な顔立ちで、髪の色と同じ青い棒状の弓を杖のように床に突いている。

「みんな平等に授業を受けるべきだ」

「できねえもんを無理にやれってのもな」

「避けていたら上達するものも、上達しません」

「つっても、呪いだしなー。努力でなんとかなるもんじゃねえだろ」

　確かに。

「だが、ミカだって特別扱いはイヤだろう。なあ？」

　青髪の少女はミカに同意を促した。

「え？」

　ミカは三角座りで、早くも見学モードに入っていた。







　　　ミトンさん
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「なに、アトラ？」

　ミカのキョトンとした顔の問いかけに、アトラと呼ばれた青髪の少女は、小さなため息をもらしてから言った。

「ミカ、悔くやしくないのか？　一人だけつまはじきにされて」

「だって、また変なところに矢が飛んでいったら……」

　――みんなに迷惑かけちゃう。

「大丈夫だ」

　アトラは言い切った。

「大丈夫じゃないよ、あぶないよ？」

「飛んで来たらかわせばいい」

　無茶なことを言う。

　――アトラは、かわすだろうけど。

　アトラは、天才的運動センスの持ち主である。

「アトラじゃないひとのところに飛んでくかも」

「問題ない。みんな避けるさ。なあ？」

　誰もなにも言わなかった。

「そういうわけだ。安心しろ」

　アトラは、無言を同意と捉えた。

「でも……」

「昔、ばあちゃんに聞いた、こんな話がある」

　アトラは語りだした。

「ある男が、茶を飲もうとしたがカップが熱くて、思わずカップを手放し、茶をこぼしてヤケドしたことがあった。大したヤケドじゃなかったが、男はヤケドの痕あとを気にして、四六時中、手にミトンを装着するようになった。以来、彼はミトンさんと呼ばれるようになり、そのままミトンを外すことなく一生を終えた」

　アトラは話をやめた。

「……それで？」

　どんなオチが待っているのか。

「そんな話が、ある」

　以上。







　　　ホントに怖いだけです
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　謎なぞの小こ噺ばなしをされたミカの頭には、ハテナマークが大量に浮かんでいた。

「そ、その話と、今のわたしに何の関係が？」

「すまない。する話を間違えた」

　――だろうね。

「あ。こっちの話だったかもしれない。ある男が、歩いていたら鳥のフンが頭についた。それ以来、男は頭に風ふ呂ろ敷しきを巻くようになった」

　――今度は風呂敷さん？

「それ以来、男は鳥フンと呼ばれるようになった」

　――かわいそう！

　――いや、そうじゃなくて。

「……で、わたしと何の関係が？」

「これも違ったな」

　――考えてからしゃべって……。

「おう、ミカ」

　シャムが頭をかきながら、言った。

「これ以上、訳わからん小噺をされても困るから、パスなしな」

「はい……」

「カホン、もう一回マト動かして来い」

　振り子マトの初動は人力だった。

「はい」

　カホンと呼ばれた鹿しかのような顔の人間が、か細い声で返事をした。

　正確には鹿ではなくプロングホーンという動物の獣人で、こう見えても弓術科の生徒であり、こう見えても女子だったりする。

「あの、ミカさん。ボクがこっちに戻ってくる前に射たないでくださいね」

「大丈夫だって。そんなことしないよ」

「絶対ですよ？　絶対ですからね？」

「心配性だなあ。カホちゃんは」

　カホンは、釘くぎをさした。

「絶対に、絶対ですからね！　絶対ですよ！」

　――……射たれたいのかな？







　　　言語中枢ファンタジスタ
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　動き出したマトに対し、弓を構えるミカを見て、シャムが言った。

「後ろにいりゃ安全なはずだがな。お前ら、気ぃ抜くなよ！」

『はい！』

　ミカの矢の飛来に備え、クラスは一つになる。

　――そんなことで一つにならないで……。

「ミカ、まいります！」

　ミカは、背中の矢や筒づつから矢を取り出してつがえ、一息に放った。

　先ほどの『足踏み』のように、いちいち声に出して型を確認しないまでも、やることは射法八節と変わらない。

　ミカの弓射フォームは、お手本のように完璧だ。

「ん？　矢ァ、どこ行った？」

　完璧なのはフォームだけだが。

「上です……」

　ミカが、うつむいて答える。

　ミカの弓から放たれた矢は、わずかに前方へ進んだのち、垂直に上へ飛び、道場の天井に刺さった。

　――まあ、そりゃそうだよね。

「何度見ても、不思議なものだな」

　アトラが感心したように言う。

「イなんとかージョンみたいだねっ！」

　ワサワサした長い髪の背の低い少女が、かん高い声で言った。

「ええっと、イリュージョン？」

　ミカが首をかしげた。

「それっ！」

　――『リュ』だけわからないなんてこと、ある？

　この少女は、名をパラボラといい、人間とは異なるアマゾネスという種族だった。こんな図体でも、身体能力は人間よりはるかに高い。

「なんとかーンみたいだねっ！」

　――正解教えたのに遠ざかった。

　頭の中身は、見た目以上に幼い。







　　　待遇の差
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　ミカの番が終わり、身を寄せあっていた一同は、警戒態勢を解いた。

「助かった！」「ああ、今夜もゴハンが食べれる！」などの声でにぎわう道場。

　――わたしって、そんな危険人物？

「じゃ、次はアトラ行け」




　アトラ愛用の青い弓は『蒼そう弓きゆうアタランテ』という名で、五十年前に魔王を封印した勇者の仲間『封ふう魔まの六ろつ傑けつ』の一人、弓きゆう聖せい女じよアズサが使っていた弓だ。

　なぜ、そんな一品をアトラが持っているかといえば、彼女がアズサの孫だから。

「はああああ！」

　アトラは、振り子マトに向かって走り出した。

　アタランテは、本体も弦つるも特殊な素材でつくられており、どんな衝撃にも壊れたり切れたりすることは決してない。そのため――

「やあっ！」

　バコォォオン！

　弓でマトを直接殴おう打だするという、誤った使い方をされたりもする。

「んじゃ、次。パラボラ」




　パラボラの弓はＢの字形に大きく湾わん曲きよくしている。分類としては短い型の弓だが、パラボラが小さいので長く見える。

　だが、彼女の弓術の特筆すべき点は、弓そのものではない。

　ドゴオオオオオン！

　アトラの攻撃で、すでにほとんど原形を留めていなかったマトが、すさまじい爆発音とともに、完全に砕けてなくなった。

「ごめんっ！　また、榴りゆう弾だん矢やでしたっ！」

　彼女は、矢じりが榴弾になった矢を、うっかり矢筒に紛まぎれ込こませる癖くせがある。

「先生……」

「おう、どした？」

　ミカは、さっきまで自分に怯えていたクラスメイトたちが、立て続けに起きた器き物ぶつ損そん壊かい事件には、さほど動じていない様子を見て言った。

「わたしより、アトラたちのほうが危険なんじゃ……」







　　　気づかいエルフ
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「まぁ、あれだ。あいつらは物は壊しても、人命は危険にはさらさねえし」

「わたしだって、さらす気ないです……」

「本人にその気がなくてもなぁ」

　――うぅ。

「案ずるな。短たん髪ぱつ大だい名みよう」

　無ぶ愛あい想そうな顔の、耳のとがった少年が割り込んできた。彼の名はエルフ族のヌンキ。

「エルフのヌンキ」

　――いや、知ってるよ。

「ヌンキは、乱らん暴ぼう美び人じんもミニボンバーもお前も、平等に危険を感じている」

　彼は、オリジナルのあだ名で他人を呼ぶ。

　――どっちにしろ、危険は感じてるんだね。

「そう……。ありがとう」

　一応、彼なりに気をつかってくれたようなので、ミカは礼を述べた。

「礼に及ぶ」

「おう、ヌンキ。お前、まだだな。次、行け」

「断る」

「断るって、お前な……。ん？　そういや、いつもの音おん速そくどうのこうのはどした？」

　ヌンキ愛用の武器は『音速レゴラス』と名のついたクロスボウ。機械じかけの弓だ。

　それを『弓術』と呼んで良いものか、入学当初、物ぶつ議ぎをかもしたが、弓術らしからぬ連中がほかにもいたため、今や、むしろマシなほうの部類である。

「昨日、整備のために分解していて、部品を一つなくした。欠けつ陥かんのあるものを『音速レゴラス』と認める訳にはいかん」

「要するに持ってきてねえんだな。んじゃ、あれだ。ちょうどいい。たまには普通の弓でやってみろ。ミカ、貸してやれ」

「わかりました。……はい、ヌンキくん」

　――なんか、気ぃつかってもらったしね。

「断る」

　――なぜ！

「狙うべきマトのほうがない」

　――そうでした！







　　　テクニシャン
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　こんにちわ。僕、シゲタカです。

　ダミニチュア戦士養成学校の弓術科、一年Ａ組の生徒です。東国の出身で、ミカさんと同じく和弓使いです。

　常識外れな学校生活にも、だんだん慣れてきてしまいました。

「んじゃあ、動的終わりでいいや。残りの時間は、好き勝手にいつもの壁マトを狙って適当にやってくれ。俺は寝る」

　先生のいい加減な指導にも、いちいち文句を言うつもりはありません。

　ですが、ちょっとがっかりしています。実は、動的には少しだけ、いや、本当に少しだけですけど、自信があったんです。

　せっかく存在感の薄さを覆くつがえすチャンスだったのですが、逃のがしてしまいました。

「短髪大臣、借りるぞ」

「うん。どうぞ」

　ヌンキは男子寮で僕と同室です。

　僕はエルフ族に対して『ちょっと近寄りがたいなあ』というくらいで、とくにこれといってイメージはなかったのですが、彼に出合ってイメージは固まりました。

　近寄りがたいというよりも、近寄らないほうが無ぶ難なんです。相手にするのに、広い心がいります。

　彼が特別なのかもしれませんが。

「レンズ。そこをどくがいい」

　どいてやるから待て。

　ヌンキは、みんなに妙なあだ名をつけるのに、僕はレンズ呼ばわりです。前はメガネ呼ばわりだったのですが、最近、レンズ呼ばわりに変わりました。なんとなくランクダウンした気がしています。レンズには透明な部分しかありません。

「エルフのヌンキが射つ」

　ふっ、ヌンキ。しかし、きみも困っているようだな。

　クロスボウばかり扱ってるきみのことだ。まともに弓なんか使ったことないはずだ。

　さあ、きみにしては珍しく、ごく普通に恥はじをかくがいい。

「ヌンキくん、すごーい！　弓もちゃんと使えるんだね」

「使える」

　……小器用なやつ。







　　　まともちがかり
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　放課後。道場と同じく古い木造の、弓術科棟一年Ａ組の教室では、帰り始めた生徒たちのなかで、ミカが両手を伸ばし大きく伸びをしていた。

「はー、今日も終わったぁ」

「帰りましょう、ミカさん」

　カホンとミカは、学生寮の同じ部屋住まいであり、一緒に下校することが多い。

「待った」

　帰りかけたミカとカホンを、アトラが呼び止めた。

「なあ、ミカ。最近、あまり特訓してないよな？」

「……そうだね」

　アトラの提案で、ミカはたまに放課後も弓術の特訓をしていた。当初は射法八節を使わなくても矢が当たるようになるための特訓だったが、呪いのことがわかって以来、呪いによって外れる矢の軌道を、操れるようになるための特訓に変わっていた。

「ヘビさん大暴れのあと、何回かおこなって、それきりですね」

　数週間前。学校近くの立ち入り禁止の森にミカが侵入し、なんだかんだでアトラたち、さらにはシャムら教師までもが蛇の魔物と戦うことになってしまった事件があった。

　カホン流にいうと、それが『ヘビさん大暴れ』である。

「もとはといえば、私がミカに特訓を無理強いしたせいで、あんなことになったわけだから、言い出しにくいんだが……。このあと、久しぶりに特訓しないか？」

　ミカは、すぐに答えた。

「うん。今日、動的の授業で、わたしもこのままじゃいけないな、って、ちょっと思ったんだ」

「じゃあ、決まりだな。パルも呼んでこよう」

「こようっ！」

　もう来てた。

「それじゃ、いつもの草原に――」

「あの、ちょっと待ってください」

　カホンだけ、あまり乗り気でなかった。

「もしかして、その、今回もマトは……？」

「ああ、カホンが持ってくれ」

　悪しき慣習は、なかなか覆らない。







　　　検証してみようのコーナー





[image: ]









　ミカたち四人は、学校そばの草原に来ていた。

「実はな、ミカ。今日はただの特訓じゃなく、不当の呪いについて、検証をしてみたいと思う」

「検証？」

「ああ。今のところ、不当の呪いについてわかっていることは少ない。『狙ったマトには当たらない』『射法八節で一時的に解ける』『背後には飛ばない』こんなもんだ」

「あと、名前が読みにくいっ！」

　それは気にしてはいけない。

「今後のために、もっとデータを集めておいたほうがいいと思う。いろいろ試してほしいんだが、どうだろう」

「うーん。でも、あんまり変な実験して、誰かケガとかしたら……」

「平気だ。矢が飛んできても、私はかわすし、パルなら素手でキャッチするし、カホンは……、まあ、射たれ慣れている」

　最後のは平気じゃなかった。

　なにか言いかけたカホンに構わず、アトラは続けた。

「実はすでに一つ、今日、新たに判明した事実があるんだ」

「判明した事実？」

「今日の授業のとき、ヌンキに弓を貸しただろう」

「う、うん」

「私はひょっとしたら、弓のほうに問題があるんじゃないかと思っていたんだが、ヌンキの矢は正常に飛んだ。だから、これはやはり、ミカにかけられた呪いなんだ」

「そういえば……」

「敵を倒すには、まず敵を知ることだ。いろいろと検証して、呪いの正体を突き止めてやろうじゃないか。そうすれば、解かい呪じゆの糸口がつかめるかもしれない」

　アトラの真剣な眼まな差ざしにミカは決意を固めた。

「うん、わかった。なんかやる気でてきたよ」

「その意気だ。よし、じゃあ、手始めにまず」

　アトラは自分の矢筒からなにかを取り出した。

「これから始めよう」

　ミカが渡されたのは、タワシだった。







　　　←ミカ様
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　ミカは困惑した。

　――なんで、矢筒にタワシが？

　――いや、それ以前に。

「アトラ。授業のときから気になってたんだけど、矢はどうしたの？　前に買ったやつは？」

「あれは……。部屋にいるとき、はずみでアスケラ先生の矢を折ってしまって、補ほ塡てんのためにすべて譲渡してしまったんだ」

　アトラは、わけあって女子寮の寮長、アスケラの部屋で寝泊りしていた。

　――はずみで折れたりする？

「まあ、その話はいい。それを、カホンの持ってるマトに向かって投げてみてくれ」

「うん」

　――いや、『うん』じゃないや。

　ミカは、指示の不可解さを見過ごすところだった。

「ごめん。タワシ投げるのと不当の呪い、なんの関係あるの？」

「すまない。説明がまだだったな。これは、不当の呪いの作用する『範囲』を知るための実験だ」

「呪いの範囲？」

「ああ。弓を使ったときだけ、この呪いが作用するのか。それとも『狙う』という行為全般に対して、呪いの効果があるのか。それを探る」

　――なるほど。

「でも、なんでタワシなの？」

「ちょうどいい大きさのものが、今それしかない」

「タワシ、持ち歩いてるの？」

「ああ。いつ掃除を命じられても大丈夫なようにな」

　教師との同居生活は厳しい。

「あと、聞いた話だが、ある国ではかつて、回転するマトに向かってダーツを投げると、タワシがもらえる文化があったらしい」

　――それ、どんな文化？

「だから、ちょうどいいんじゃないか？」

　――投げるの、タワシのほうなんですけど……。







　　　比較の対象
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　遠く草原の先には、頭上にマトを掲かかげたカホンが、健けな気げにスタンバイ済みだ。

　――投げるのがタワシなのはともかく……。

　――言われてみれば、ちゃんと確かめてみたことないし、

　――検証する価値はありそう。

「……わかった。やってみる！」

　ミカは、ぎこちない動作で、カホンめがけてタワシを投げた。

　モサッ。

　タワシはミカの前方に、とくに問題なく落ちた。

　――ちゃんとまっすぐ前のほうに飛んでるよね？

「呪いの影響が出ているようだな」

「えっ」

　解釈が分かれる。

「ちゃ、ちゃんと前に飛んだよ？」

「前には飛んだが、しかし……」

　アトラは、どこかから再び取り出したタワシを、大きく振りかぶって投げた。

　キレイな放物線を描き、タワシはカホンの持っていたマトに見事命中した。

「わっ、なんですか、これ！」

　カホンの細い声が、遠くからかすかに聞こえてくる。

　――うそ。

「正しくは、こうなるはずだ。ミカのは手前に落ちすぎだろう」

　ミカはあっけにとられながら言った。

「わたしが力ないってのもあるけど、普通はあんなとこまで届かないと思うよ」

「そうか？　じゃあ、パルも投げてみてくれ」

　アトラは、いつの間に出したのか、三つ目のタワシをパラボラに渡した。

「はいっ！　それっ！」

　パラボラは、タワシを受け取るやいなや、ひょいと放り投げた。

　タワシはカホンの頭上を超えて、はるか遠くへ消えていった。

「正しくは、こーなるっ！」

「だろう？　やはり、これは呪いの影響だな」

　――普通のひと連れてきて！







　　　説明求む
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　ミカは、友人二人の身体能力の異常性について、本人たちに力説した。

「……確かにミカの言うとおり、私やパルと比べても意味がないな。投とう擲てきに関しては、不当の呪いの影響はないと考えるのが妥当なようだ」

　――ふう、わかってもらえた。

「次は、呪いの『強さ』を調べよう。パル、カホンを呼んできてくれ」

「りょーかいっ！」

　パラボラは、駆けていった。

「また、なんか投げるの？」

　ミカが、自分の投げたタワシを拾いながらたずねる。

「いや、今度はミカの弓で検証する」

「呪いの強さなんて、どう調べるの？」

「ミカの放った矢は、マトを必ず避けていくだろう。だが、限度があるはずだ。マトのギリギリで射ったら、さすがに当たるんじゃないか」

「やったことないけど、たぶん」

「その限度を確かめてみよう。至近距離から始めて、だんだん遠ざけていく」

「お待たせっ！」

　パラボラが、鹿少女を連れて帰ってきた。

「あの、どうしてみなさん、タワシを投げていたのですか」

　カホンには説明がなかった。

「その件は、もう片がついた。別の検証を始める。心配するな。やることはいつもと同じだ」

「はあ、わかりました」

「じゃあ、胸の高さくらいでマトを持ってくれ」

「こうですか」

　カホンは、胸のあたりにマトを掲げた。

　その目の前で、ミカが弓を構える。

「じゃあ、ミカ頼む」

「オッケー」

　矢筒に手を伸ばすミカ。

「ちょっと待ってください、ミカさん」







　　　驚異の呪いパワー
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「本当に大丈夫なのですか」

　カホンは可能な限り両腕を伸ばし、マトから離れようと必死だ。

「さすがにこの位置で、マトから逸れはすまい」

　ミカがつがえた矢の先は、マトから目と鼻の先の距離にある。普通なら、なにも考えずに手を放しても、マトを外すことは、まずあり得ない。

「突とつ拍ぴよう子しもない場所に飛んでいったりはしないだろう」

　とは言いつつアトラは、パラボラと一緒にミカの背後にしっかり陣取っていた。

「ミカ。射ってみてくれ」

「うん」

　――いくらなんでも、これは当たるよね。

　ミカはマトの中心をにらみながら、右手を矢から放した。

　ヒュッ――ボスッ！

　矢の刺さる音が、むなしく響く。

「うそでしょ……」

　それは、マトに刺さる音ではなく、地面に刺さる音だった。

「驚いたな」

　アトラが、地面から突き出た矢をしゃがんであらためた。

「ぐにゃっ、てなったね……」

　パラボラの言うとおり、ミカが手を放すと、放たれた矢は反発する磁じ石しやくのようにマトに接触することを拒否し、ゴムのようにしなりながら真下へと落下したのだった。

「こんなにそばでも当たらないなんて」

　落ち込むミカ。

「呪いに、ここまでの力があるとは」

　冷静なアトラ。

「なんとかジョンだねっ！」

　はしゃぐパラボラ。

「……少しも大丈夫ではありませんでしたね」

　ぼやくカホン。

「おう、なんかおもしろそうなことやってんな」

　急にシャム先生。







　　　逃げてきた先生
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「せんせー、どしたのっ？　夜よ逃にげっ」

　パラボラが、独自の思考回路で不思議な発想をする。

「あのな。まだ昼だし、夜逃げすんならもう少し荷物持って出る」

　面倒がりながらも、ちゃんと答えてあげるシャム。

「放課後は会議だったんだがな。眠かったんで早退させてもらった」

　――大丈夫なの、それ？

　夜逃げでないにしても、逃げてきたことには変わりないらしい。

「で、なにやってんだ。お前ら」

「ミカの不当の呪いについて調べていました。……そういえば『不当の呪い』という言葉は、先生の読んでいた古い書物に書いてあったんだな」

「うん？　そうだったか？」

　――そうです！

　ミカの矢が当たらない体質について『不当の呪い』が原因ではないかと最初に言及したのはシャムだった。

　言われた本人は忘れるべくもない。

「その本には、呪いについてほかに詳しいことは書いてありましたか」

「いや、なんもねえな。マトに当たらねえってことと、射法八節で一瞬解けるってことと、あとはよくわからねえが、やたらと謝ってたな」

　――古い書物が？

「ふわぁぁあああ。んじゃ、眠くて死にそうだから俺は帰る。特訓もいいが、ケガ獣人はだすなよ」

　誰がケガをするか決まっていた。

　帰りかけたシャムをミカが呼び止める。

「あの、先生。本当に、ほかになにも書いてなかったんですか？　わたし、もっと知りたいんです。自分の呪いのこと……」

　シャムは背を向けたままで、答えた。

「まぁ、あれだ。あんま気にすんな――」

「先生……」

「――みたいなことが本に書いてあった」

　――古い書物に？







　　　検証中
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　その後、意味があるのかないのかわからない様々な検証がなされた。




「次は弓で、このトマホークを飛ばしてみてくれ」

　トマホークとは、柄の長い小型の斧おのである。

「……どっから持ってきたの？」

　やってみたが、当たらず。




「弓持つ手と、矢持つ手、逆にしてみたらっ？」

「うーん。それだと呪いに関係なく外れるんじゃないかなあ」

「どうしてだ？　手を逆にしたくらいで扱えなくなったりしないだろ？」

　――天才めぇ！

　逆にしてやってみたが、当たらず。




「射法八節についても調べてみようか」

「ポーズを変えてみたら、どうでしょう。それでも効力は同じなんでしょうか」

「なるほど。よし、ミカ。『足踏み』でブリッジ、『胴どう造づくり』で逆立ち、『弓ゆ構がまえ』で宙返り、『打うち起おこし』で――」

「もう少し、できそうなので」

　できそうなポーズでやってみたが、当たらず。




「ミカは自分でなにか気がついたことはないか？」

「思い出したんだけど、前にシゲタカくんのメガネをかけて試したことがあったじゃない。あのとき、当たりはしなかったけど惜しかったよね」

「そうだったか？」

「間違いないです。ボクのツノをかすめたので間違いないです」

　被害者の記憶は消えない。

「あれって、どうしてちゃんと飛んだのかな。ひょっとしたら、シゲタカくんのメガネに秘密が――」

「いや、ないな」「ないのでは？」「ないねっ！」

　メガネ効果、検証されず。







　　　次回予告
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　陽ひも暮れ始めたので特訓はお開きとなり、四人は帰路についていた。

「わかったことは『弓を使うとマトに当たらない』『射法八節はきちんとやらないと効果がない』そのくらいか？」

　――それって、

「ほぼ、最初からわかってたことだよね」

「一ミクロンでも前に進めば、それは前進さ」

　――今日の成果一ミクロンなんだ……。

「進展がなかったのは『背後には飛ばない』に関してだけですね。あんなにデタラメに飛ぶのに、背後にはどうして飛ばないんでしょう」

　――さりげにデタラメって言われた……。

「見えないとこに飛ぶと、捜すの大変だからじゃないっ？」

　――呪いにそんな優しさないよ……。

　パラボラの言葉を聞いて、アトラがひらめいた。

「そうか……。私は謎を解いてしまったかもしれない」

「え……」

「『狙う』という行為において、一番重要なからだの器官はどこだ？」

　――そりゃあ、やっぱり、

「……目？」

「そう、目だ。そこで問題だが、背後とは、どんな場所だと思う？」

「男の子が育つっ！」

　それはお父さんの背後限定。

「あっ、目で見えない場所……？」

「そうなんだ。不当の呪いは、どうやら視覚と関連がある。だから視認できない背後には影響がないし、度の合わないメガネをかけると、効果が薄れる。つまり、この呪いの正体とは――」

「しょ、正体とは？」




「……乞こう、ご期待！」




　――結局、よくわからないんだね。







　　　幕間１　弓術教員室




　授業だけが、教師の仕事ではない。

　教材の作成や答案の採点など、生徒たちの目につかないところでも、教師の仕事は山ほどあるのだ。

　そして、それらの作業は、教員の聖せい域いきたる教員室において、黙もく々もくとおこなわれる。

「――ご存知ありませんか」

　メガネが冷たい印象を与える、髪を後ろできつく結わえた、見るからにマジメで堅かた物ぶつそうな若い女性教師が言った。

　彼女は名をセツカといい、ミカたちのいる一年Ａ組の副担任である。

「ご自分が副担任をされていますし、Ｂ組の生徒では、と私は思うのですが」

　マジメで堅物なセツカでも、仕事中に私語の一つくらいすることはある。それが人間というものであり、なにも恥ずべきことはない。

「アスケラ先生なら、聞いていらっしゃるかと思いまして」

「さあ、知らないわね――」

　はす向かいの席に座っている、見た目は若く見える女性教師が答えた。ショートヘアからのぞく長く尖とがった耳が、彼女が人間でなくエルフ族であることをうかがわせる。

　アスケラは、一年Ｂ組の担任で学年主任である。さらに、弓術科全体の教務主任であり、おまけにダミニチュア女子学生寮の寮長まで務める。

　聡明な彼女は、ほかにも様々な役職を兼務している。なかには引き受けたことを本人が忘れているものもある。見た目に反して、彼女のキャリアは長いようだ。

「あまり真に受けると損するわよ」

　聡そう明めいな大人の女教師といえど、仕事中に私語の一つくらいはする。それが、人間というものであり、なにも恥ずべきことはない。もっとも、人間でなくエルフだが。

「そうでしょうか。私は気になります」

「うーん……。シャムくん、なにか聞いてないかしら。シャムくん？」

「……うん？　授業か？」

　セツカのとなりで机に突つっ伏ぷしていた若い男性教師、一年Ａ組担任のシャムが、両腕に埋まっていた首を持ち上げた。

　教師といえど、仕事中に居眠りの一つくらいはする。それが人間というものであり、恥ずべきことは――

「あなたは教師として恥ずかしくはないのですか！」

　堅物の女教師が吼ほえた。

「おう、悪ぃ……。寝ね覚ざめにわめかねえでくれるか」

「では、一生眠っていればよろしいのです！」

「んじゃ、そうします」

　再び、頭を伏せ夢の世界へと向かおうとしたシャムを、アスケラが引きとめた。

「シャムくん、知らないかしら？」

　知らない、という言葉に反応し、シャムは顔を上げた。

「知らない……？　なにをだ？」

「ハゼくんが今年も弓術科をやめなかった理由」

「……知らねえな」

　シャムは少し悔しそうな顔をした。こう見えて知識欲の強い彼は、自分に知らないことがあるのが嫌いなのだ。ささいなことであっても。

「どうしても、自分の手で教えたくなるような生徒を、面接試験のときに見つけていたらしいのだけれど、それが誰なのか聞いていないかしら？」

「じいさんが、俺にそんな話すると思うか」

「それもそうねえ。となると、本人に聞くしかないわね」

　じいさん、とは、一年Ｂ組副担任の老教師、ハゼのことである、学校全体でも一、二を争う教員歴を誇ほこり、シャムやセツカも学生の頃、彼に教わった。

　新入生の面接官を最後に、教員生活を引退する予定だったが、面接試験ののちに、くだんの理由で辞じ表ひようを取り下げたのである。

「あのハゼ先生が一目置くのです。相当な逸いつ材ざいを見つけたのだと思いませんか」

　マジメなセツカは、恩師を心から尊敬している。

「でも、面接試験で見つけた、ってことは、実技の能力とは無関係よねえ。……ちなみに、セツカちゃんはＢ組の誰だと思うのかしら？」

「そうですね」

　セツカは、メガネをくいっと持ち上げ、Ｂ組の生徒の顔を思い浮かべた。

「申し訳ありません。やはりＢ組ではない気がしてきましたわ」

「Ｂ組の子、パッとしないものね。私もいまだに、顔と名前が一致しないかしら」

　担任であるアスケラも、Ｂ組の華はなのなさに同意する。

「それじゃ、Ａ組ってことになるわねえ。……やっぱりアトラちゃんかしら」

　伝説の弓使いの孫であるアトラは、新入生のなかでも目をひく存在である。

「あいつは面接に遅刻したって聞いたぞ。そんなやつをじいさんが評価するか？」

「じゃあ、パラボラちゃんはどう？」

　アマゾネス族からの入学者は珍しく、やはり目立つ存在である。

「たまにじいさんとパラボラがしゃべってるの見かけっけど、孫でもかわいがってるようにしか見えねえな。……意外と、ヌンキのやつじゃねえか？」

「ヌンキさんの面接は、私も一緒でしたけれど、あの横おう柄へいな態度に、あまり良い印象をお持ちでないように感じましたわ」

　セツカがシャムの意見に異を唱える。

「あとは、カホンくらいだな」

「カホンちゃんの面接は別の日だったのよね。ハゼくん、その日より前に、一度持ち帰った私物をまた学校に持ってきたりして、今後も居座ります、って空気を出していたわね。だから、おそらくカホンちゃんではないのではないかしら」

「んじゃ、誰だ？　まさか、ミカってこともねえだろ」

　不当の呪いのことをのぞけば、ミカはいたって普通である。そして、一番の個性である呪いも、試験の頃は明らかになっていない。

「わかりませんわね。ひょっとしたら長年の勘かんで、ミカさんの呪いについて、お気づきになったのではなくて？」

　恩師の眼力を信じるセツカが、仮説を立てる。

「そうねえ。なにか感じるものがあって、助けになってあげたいと思ったのかもしれないわ。ハゼくんらしいといえば、らしいかしら」

「まぁ、今、挙げた誰かだろ。じいさんが戻ってきたら聞いてみりゃいい」

　ジャストなタイミングで、教員室入り口の引き戸が開いた。

「ただいま、戻りました」

　老教師はアスケラのとなりに腰かけると、柔にゆう和わな顔をややゆがめた。

「どうしたのですかな。みなで、わたくしを見て」

　セツカが代表になり口を開いた。

「ハゼ先生。合格者の選考会議の折、どうしても自分の手で教えを施ほどこしたい者を、面接試験で見つけたとおっしゃいましたわね」

「はい。申しましたな」

「その者とは、誰です？」

　答えを待つ一同に、ハゼは微笑ほほえんで言った。

「申し訳ありませんが、具体的に一人の名を申し上げる、ということは差し控えさせていただきたい。それ以外の生徒を軽んじているというわけでもありませんので」

　ハゼの答えを聞いて、セツカは顔を赤くした。

「そ、そうですわね。このようなことをたずねるなど、間違っておりました」

「いえいえ、お気になさらず」

　ハゼは、恐縮する教え子に、優しい声をかけた。

「じいさん」

「なんですかな。シャム先生」

　じいさん呼ばわりの教え子にも、ハゼは優しく応じた。

「で、誰なんだ？」

　シャムはしれっと言った。

「……聞いておられなかったのですか。具体的に名を挙げることは――」

「そういうのはいい。で、誰だ？」

「……申すわけにはまいりませんな」

　表情こそ変わらないが、老教師の声には、じゃっかんの苛いら立だちが現れている。

「シャム先生！　ハゼ先生のお気持ちがわからないのですか！」

　セツカがシャムに食ってかかった。

「だって気になるだろ」

「ねえ、ハゼくん。しいて、でいいのよ」

　興味のなかったアスケラも、ここまで来ると気になってくる。

「アスケラ先生まで、なにを言うのですか」

「しいて一人あげるなら誰なのかしら。し・い・て」

「……仕方ありませんな。あくまでも『しいて』ですからな」

　一応、上司であるアスケラに問われ、ハゼは不本意ながら口を開いた。

「しいて、一人あげるなら――」




　ミカか、アトラか？

　カホンか、パラボラか、ヌンキか？

　意表をついて、シゲタカか？




「――Ｂ組のヴォツヌスくんですな」




　ハゼは、それだけ言うと引き出しから紙の束を取り出し、採点を始めた。

　Ｂ組のヴォツヌス。

　三人は、その顔を思いだそうとしたが、




　――誰だそいつ？　――誰です？　――そんな子いたかしら？




　ただ時だけが、いたずらに過ぎていった。
































　　　アトラと魔術の話
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　魔術、か。

　あまり関心はないな。




　関心はないが、家の方針で幼少の頃はよく勉強させられた。姉さんは熱心に覚えようと努つとめていたが、私は、ばあちゃんの弓きゆう術じゆつに憧あこがれがあったから、魔術に対しての関心は薄く、上達しなかった。

　魔術から遠ざかったのには、ほかにも理由がある。当時、私はまだ家を飛び出す前で、きらびやかな邸てい宅たくで外のことをなにも知らずに過ごしていた。

　そんなとき、近所に住んでいたあいつが言った。

「やーい、ですわ！　あなた様のおばあ様、おヘソが普通のかたより、お出になっているのですわ！」

　これは違ったな。

　いや、人物は同じだったかもしれないが、これじゃない。確か……。

「アトラ様は、どうして弓などという脆ぜい弱じやくな棒を持ち歩いていらっしゃいますの？　わたくしは魔法のほうが、あらゆる点において、すぐれていると思いますわ」

　そう。こんなことを言われて、私はたいそう頭に来たのだ。無論、さっきの言葉だって、頭には来たが。

　あいつのような存在がいなければ、私ももう少し、魔術に興味を持っていたかもしれないな。

　まあ、今となってはどうでもいいことだ。

　こうして弓術科に入り、弓という武器の無限の可能性を突きつめる人生を選んだからには、あえて魔術とかかわろうなどという気は、私にはない。




「ねえ、アトラちゃん。先生、この書類を魔術科に届けなければならないの」

「そうですか。それはお気をつけて」

「ねえ、アトラちゃん。先生、この書類を魔術科に届けなければならないの」

「……わかりました。私が代わりに参りましょう」

「あら、悪いわね」




　気がなくても、かかわらなければならないようだ。







　　　未知のネクストドア
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　ダミニチュア戦士養成学校は、巨大な尖せん塔とうを中心にして各学科の校舎および敷地が放ほう射しや状じように配置されている。

　尖塔二階には学生食堂があり、昼休みは学生たちでにぎわう。

「校内探険？」

　ミカが焼き魚を箸はしでつつきながら聞き返した。

「うん、それっ！　このあと、みんなで行かないっ？」

　パラボラが、四個目のベーグルをたいらげる。

「まだ、行ったことない場所ばかりですからね」

　カホンが、山盛りのサラダの前でつぶやく。

　普段なら、コーヒーをすすっているアトラは、アスケラ先生の使いとやらで一緒ではなかった。

「用もなく他学科に入るのって、ホントはダメなんじゃなかった？」

「用ならあるよっ！　たんけんっ！」

「ボクはお兄ちゃんに会いに、斧ふ術じゆつ科かさんによくお邪魔しています。以前、みなさんも一緒に行きましたよね」

「でもなぁ。ほかんとこ行くと、目立っちゃうんだよね」

　ダミ校の制服は各学科ごとにまるで違うため、よそ者がいればすぐにわかる。

「斧術科のひとは優しいからいいけど……。他学科のやつが来た、みたいな感じでじろじろ見られるのイヤだな」

「みんな、カホン見るんじゃないっ？」

　鹿しか頭の獣人は服に関係なく目立つ。

「ミカなんか、誰も見ないよっ」

　――それはそれで、なんかちょっと傷つく……。

「では、ボクたちがいてもじろじろ見られない場所を探険しませんか？」

　もしゃもしゃしていた菜っ葉を飲み込んでからカホンが言った。

「弓きゆう術じゆつ科かのなかなら、目立たないです」

「弓術科は毎日飽きるほど見てるじゃない」

「まだ行ったことのない場所があるのでは？」

「例えばどこ……？」

「Ｂ組さん、などです」







　　　Ｂ組っぽいやつ
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　昼休みのためか、弓術科一年Ｂ組の引き戸は開いていた。

「のぞいてみましょうか」

　廊下から室内に顔を出しかけたカホンをミカが止めた。

「あ。カホちゃん、わたしが先に見るよ」

「助かりました。実は、ちょっと緊張していたので」

　――いきなり鹿フェイスが出てきたらびっくりするよね。

　ミカはカホンよりＢ組に気をつかった。

　――となりのクラスって、探険じゃないような……。

　騒がしい教室内を、ミカはそっとのぞいた。

「どうっ？」

「どうって、言われても。……普通だけど」

　パラボラとカホンも、ひょいと顔を出してなかをのぞく。

「普通ですね」「フツーっ」

　弁当や買ってきた昼食を前に、談だん笑しようする女子生徒たち。なにやら、ふざけて笑いあっている男子生徒たち。

　ありがちな昼休みの風景。

　弓を振り回して机や椅子を破壊したり、榴りゆう弾だん矢やじりを床に落として一騒動おこしたりしそうな生徒はいない。

「なにをしている？」

　不意に背後から呼びかけられて、ミカたちは慌あわてて振り返った。

「あ。ヌンキくん」

　たまたま通りかかった、ヌンキとシゲタカだった。

「こーないたんけんっ！」

「良い心がけだ」

　――なんか褒ほめられた。

「ははっ、となりのクラスにかい？　なにか、おもしろいもの見つかった？」

　シゲタカが、からかい気味に聞くと、パラボラがさらりと言った。

「つまんないっ！　メガネくんみたいなひとばっか！」




　シゲタカに痛つう恨こんの一撃。







　　　上級生のイメージ
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　男子二人はＡ組に戻っていった。

「……ついでだから上級生の教室も見にいってみる？」

「だねっ！」

　――たぶん、同じようなもんだけど……。

　一階には二年生、二階には三年生の教室がある。

「じゃあ、とりあえず二年生のほうに――」

「いけません！」

　カホンが珍しく、大きな声を出した。

「上級生さんと関わるのはよしましょう」

　ただごとではない様子。

「ど、どしたの、カホちゃん？　上級生となにかあったの？」

「いいえ。でも、上級生さんの機嫌を損そこなうと、恐ろしい目にあうと聞いています」

「お、恐ろしい目？」

「はい。なんでも、有う無むを言わさず第二ボタンを引きちぎられるとか」

　よくわからない恐ろしさ。

　――あー、ひょっとしてこれは……。

「カホちゃん、誰に聞いたの」

「お兄ちゃんです！」

　――やっぱり。

　カホンの兄、カバサは斧ふ術じゆつ科かの教師である。見た目はいかついプロングホーンの獣人だが、穏おだやかな性格で斧術科生に慕したわれている。

「上級生さんは、目を合わせると突進してくるとも聞いています。だから、やめましょう。お兄ちゃんが、うそをつくはずありません」

　妹にしょうもないデマを吹き込んでいることだけが、カバサ唯一の欠点だ。

「カホちゃん。教室は入ったことないけど、普段から上級生とはすれ違ってると思うよ。同じ校舎で勉強してるんだし。スカーフの色が違うひと、見かけるでしょ？」

「え……」

「だから、今さら――」

「ボクは、なんて場所で生活を！」

　お兄ちゃんの情報は、常に優先される。







　　　当たらーズ誕生
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　カホンが嫌がるので、上級生の教室への探険は打ち切られた。

「ねー、ほかのがっかとー、いこっ！」

　――確かに、弓術科のなか見てまわってもね……。

「でも、やっぱちょっと不安かなあ――」

「案ずるな」

「ヌ、ヌンキくん、いつ戻ってきたの？」

　ヌンキは、なにやら大量の荷物を抱えている。よく見れば、つばの広い三角帽子と、厚あつ手でのローブの山だった。

「魔術科の制服ですね」

「これを着ていれば、魔術科棟に入っても怪しまれん」

「……そこらへんの話って、ヌンキくんにしたっけ？」

　ヌンキたちエルフは、聴覚や視覚など、五感が人間よりも優れている。

　――また、こっそり聴いてたな……。

「他の制服では一から着替えねばならぬが、これなら羽は織おるだけで変装可だ」

　全学科の用意があるらしい。

「なんで、よその制服持ってるの？」

「言ったはずだ。ヌンキは早着替えが得意だ」

　――そんなの覚えてないし……。ていうか、だからって？

「ぶかぶかっ！」「帽子、小さいです」

　パラボラがローブに顔を埋めながら、カホンがツノに帽子をひっかけながら言う。

　――みんな、行く気満々！

「では、行くか」

「ちょっと待って。ヌンキくんも行くの？」

「当然だ」

　――想定外なんですが。

「乱らん暴ぼう美び人じんの代わりと思ってくれていい」

　乱暴美人＝イコールアトラ。

　――種族や性別からして違うんですが。

「お前たち『当たらーズ』は、四人でなければいかん」

　――変なチーム名つけられたんですが！







　　　潜入！　魔術科
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　魔術科の制服に身を包んだ当たらーズ（一人代役）の面々は、尖塔から渡り廊下に出て、魔術科棟入り口の前まで来ていた。

　――弓がないと落ち着かないな。

　弓を持っていては、正体を宣伝するようなものなので、教室に置いてきている。

「魔術科でっかいねっ！」

　パラボラが、廊下の窓から見える魔術科棟の大きさに驚いた。

　魔術科は一学年につき九クラス、全学年で二十七クラス。一クラスの人数は弓術科より少ないとはいえ、全体では三倍近い人数がおり、校舎の規模は比較にならなかった。

「近くで見ると、ホントおっきい……」

　そのうえ魔術科には、独自の魔法研究施設や魔法専門書の図書室も存在する。

「……同じ学校とは思えないね」




　外装はレンガ造りで窓が少ないにもかかわらず、校舎内は火のソサレマを利用した燭しよく台だいのおかげで明るかった。

　そっと教室をのぞいてみると、騒がしい弓術科とは違い、済ました顔で紅茶なんぞ飲んでおり、落ち着いた雰囲気である。

　生徒の一人が、手もつかわずにページをめくり、読書しているのが見える。

　――あ、あれくらいわたしもできるもん。

　ただの息と、風の魔法の違いは大きい。

「さっすが、魔術科だねーっ！」

「しっ、ばれちゃうよ……」

　ミカがパラボラの口をふさぐ。

　しかし、すれ違う生徒たちはみな、他人に興味がないらしく、奇妙な一団を気に留める様子はない。あるいは見て見ぬフリをしているとも考えられる。

　――エリートの余裕って感じ？

「あの、みなさん」

　いつもよりもこもった、カホンの声がした。

「どしたの、カホちゃん？」

「ボク、なにも見えないのですが」

　カホンは、顔まで帽子をかぶらされていた。







　　　びしょびしょ
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「息もちょっと苦しいのですが。脱いではいけませんか」

　カホンが懇こん願がんする。

「耐えるがいい、ツノ小こ町まち。魔術科生に鹿はいない。存在が露ろ見けんする」

　ヌンキが切り捨てた。

「鹿じゃありません。プロングホーンです」

「ならば、なおさらいない」

　――でも、みんな他人なんか気にしないひとたちみたい。

　――こんなことなら、別に変装なんかしなくて良かったんじゃ……。

「おい、アンタたち」

　快活な声が、不意にミカの後ろから聞こえた。

「は、はい！」

　妖よう艶えんな美女、という言葉が似合いそうな女が立っていた。

　ウェーブがかった髪は腰に届くほど長く、前を開けたローブのなかには、前を開けないときついのだろう、と感じさせるボディラインが収まっている。

　三角帽子はかぶっておらず、額ひたいにサークレットをはめていた。

　――ま、魔術科の先生……？　でも、学生の制服だよね、これ……。

「よそのやつがウチらのシマに来やがったって話さね」

　――わーっ！

「アンタたち、見なかったかい？」

　自分たちのことがバレたのではないらしい。

「み、見てません！」

「そうかい、ならいいんだ。もし見たらアタシに教えとくれ」

「み、見つけて、ど、どうなされるおつもりですか……」

「そりゃ、もちろん、ふんづかまえて――」

　女は愉快そうな笑みを浮かべて言った。

「びしょびしょさ」

　女は颯さつ爽そうと歩き出し、すれ違う生徒たちに同じことを聞いてまわった。

「び、びしょびしょ……？」

　どんな刑なのかイメージは湧わかないが、ともかく、

　――変装してて助かった！







　　　魔術用具室
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「苦しいの我慢します」

　身の危険を感じたカホンが、帽子のなかでもごもご言った。

　――そんなことよりも、さっさと……。

「隠れる場所を探す」

　――いや、帰ろうよ。

「隊長、隠し階段を見つけましたっ！」

　一人でうろちょろしていたパラボラが、テケテケ戻ってきて言った。

「行くぞ、短たん髪ぱつ隊長」

「え、隊長わたしなの？　……って、待って。おいてかないで！」




「へえ、地下にも階があるのですね」

　ミカに手をひいてもらいながら石造りの階段を降りていたカホンが言った。

「隠し階段っ！」

　パラボラが三段ずつ飛び降りながら言う。

　――いや、普通の階段だよ……。

　――でも、暗くてちょっと怖い。

　階段室をくだりきると、石廊の先に大きな木製の扉が見えてきた。

「魔術用具室」

　ヌンキが抑よく揚ようのない声で、扉の横に掲げられたプレートを読んだ。

「授業で使う道具が置いてある倉庫だね。……あれ、開いてる？」

　両開きの扉の隙すき間まがわずかに開いており、なかから光が漏れていた。

　――だ、誰かいる……。

　ミカの頰ほおを、一筋の汗が流れ落ちる。

「おじゃましますっ！」

　緊張感を無視してパラボラが突入した。

「パ、パルちゃん！」

「……パル？　それに、ミカか？」

　聞きなれた声が、倉庫のなかから聞こえた。

「あら、アトラ様のご友人ですの？」

　聞きなれない声も続いて聞こえた。







　　　三代目
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　用具室は思いのほか広く、燭台の明かりで薄く照らされていた。

　杖などの装備品、水晶や杯などのほか、ミカにはどう使うのかわからない初めて見る道具がズラリと棚に並んでいる。

「ミカ、どうしたんだ？　その格好は？」

　見慣れた制服姿にアタランテを携えたアトラが、不思議そうにミカを見た。

「ちょ、ちょっとね……。アトラこそ、なんで魔術科に？」

　口を開きかけたアトラをさえぎるように、澄すんだ声が響いた。

「アトラ様。わたくしをご友人の皆様にご紹介していただけませんの？」

　魔術科の制服を着た、見るからに育ちの良さそうな少女がずいと前に出た。

　――人形みたいなひと。

「ただの知り合いだ。私はアスケラ先生の用事で――」

　適当に紹介された魔術科生は、きゃんきゃんわめきだした。

「されば、自分で名乗ってやりますですわ！　お初にお目にかかりまして！　わたくしは、かの封ふう魔まの六ろつ傑けつにおいて一の賢けん人じんと名高い魔ま法ほう仙せんヴィ――」

「まあ、そんな感じだ。私は先生の用事で書類を――」

「そんな感じでは伝わりませんわ！　どんな感じですの！　ええ？」

「あ、あの、アトラ。名乗らせてあげてよ」

　――怒ってるし。

「ミカがそう言うなら、仕方ないな……。名乗ってくれ」

「言われずとも名乗る気満々ですわ！　……コホン。わたくしは、かの魔法仙ヴィヴィアことヴィヴィア・ナヴィア・バスターシュの孫娘が一人、魔術科一年、ヴィヴィア・ナヴィア・バスターシュ三世と申しますわ」

　ヴィヴィアは慣れた動作で帽子を取り、ペコリとお辞じ儀ぎをした。

「そちらは？」

「えっと。……ミカ、です」

　落差が激しい。

「ミカ様」

「は、はい」

「わたくしは、ヴィヴィア・ナヴィア・バスターシュ三世ですわ！」

　――長い名前、自慢してきた……。







　　　孫娘つながり
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「無理して覚えなくていい。ようするに、ヴィヴィアだ」

　アトラが短くまとめた。

「いいえ、ぜひとも覚えていただきますわ！　わたくしは、ヴィヴィア！　ナヴィア！　バスターシュ！　三世！　ですわ！」

　ヴィヴィアは一つ言うたびに、先に琥こ珀はく色いろの石がきらめく、奇妙な装飾の杖で床を強く突いた。

「アトラ様とは幼少の頃より深い親交がございますの」

「家が近所だっただけだ」

　――このひとが、あの魔法仙ヴィヴィアの……。

　――てことは、アトラのアタランテみたいに、あの杖も？

　ヴィヴィアが、まじまじと杖を見ていたミカに気づいた。

「お気づきのようですわね。そう、ご推察の通り。この杖はわたくしが、かの魔法仙ヴィヴィアより譲り受けし、かの霊れい杖じよう。かのクインジューディスですわ」

「す、すごいね……」

　――すみません。それっぽい品だとは思ったけど、具体的には……。

　弓以外は詳しくないミカ。

「クインジューディスの強大なる魔力なしには、魔王クレアの邪じや悪あくなる術を封じることはできなかったと伝承にはありますわ」

「じゃあ、優れていたのは魔法仙じゃなく、杖のほうということか？」

「その優れた杖から強大な魔力を引き出す才を持った賢人がヴィヴィアであると、わたくしは申しあげたのですわ」

　――仲悪いのかな？

　――同じ英雄の孫娘でも、だいぶ雰囲気違う。

「ヴィヴィア。この倉庫はネズミが出るのか」

「ご冗談ですわ」

「だが、きみの後ろに――」

「なんですって！」

　ヴィヴィアは身をひるがえし、由ゆい緒しよある霊杖を床に振り下ろした。




　――やっぱ、似てるかも。







　　　自己紹介タイム
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「すまない、見間違いだ。ただの影だった」

「……よく考えましたら、この魔術科にネズミなど出るわけありませんわ。どこかの朽ち果てそうな木造校舎とは違いましてよ」

　――なんか、ひどい言われよう……。

「かわいそうだな、そんな校舎で学ぶ者は」

　――いや、アトラ。たぶんわたしたちだよ。

「エルフのヌンキ」

　突然、不ぶ躾しつけな自己紹介がなされた。

「な、なんですの？」

「案ずるな、乱らん暴ぼう知ち人じん」

　由緒ある名前が台無しのあだ名。

「アトラ様……。なんですの、この失礼な殿との方がたは？」

「エルフの、ヌンキだ」

　アトラは手短に説明した。

「早着替えが得意だそうだ」

　――よく覚えてたね。

「はいはーいっ！　あたしの名前は、なんとかなんとか・パラボラ・なんとか四十五代目ですっ！」

　パラボラがヴィヴィアに対抗心を燃やす。

　――数が多けりゃ勝ちじゃないよ、パルちゃん……。

「あなた様は存じておりますわ。アマゾネス姉妹の長女様ですわね」

「バレてたですわっ！」

「妹様とは仲良くさせていただいておりますわ」

　――パルちゃんが長女だったんだ。

　パラボラは六つ子姉妹である。今年のダミ校一年生には、各学科すべてにパラボラの姉妹が一人ずつ在籍している。当然、魔術科にも一人いるのだった。

「妹様に一つ言い聞かせていただきたいことがございますわ」

「なーにっ？」

「物ぶつ騒そうな物を持ちこまないでほしい、と」

　――やっぱりね……。







　　　ツノ紹介タイム
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　ヴィヴィアは一同に、一番気になっていたことを聞くことにした。

「弓術科の皆様が、どうして魔術科の制服を着て、魔術科の校舎内をうろついていらっしゃいますの？」

「なんとかに入って従えゴーゴー！」

　パラボラ語をミカが解説する。

「えっと……。たぶん『郷ごうに入っては郷に従え』って言ってる」

　どちらにしろ、理由にはなってなかった。

「まあ、深くは問いませんわ。確かにダミニチュアの花形たる魔術科の制服、お召しになりたいと思いますのも、無理はございませんものね。――それは良いとして」

　ヴィヴィアは二番目に気になっていたことを聞くことにした。

「あのかたは、どういうおつもりですの？」

　ヴィヴィアは霊杖で、ある人物を指した。

　その人物の顔は帽子に埋まっていた。

「え、誰ですか」

　本人からはなにも見えてなかった。

「ひょっとして、ボクですか？」

「お顔をお見せになったらどうですの！」

　ヴィヴィアは帽子人間につかつかと歩み寄った。

「すみません。失礼だと思ったのですが、その、うまく脱げないのです」

「どういうことですの？」

「ツノがひっかかっていて」

　帽子から漏もれ聞きこえる細い声が、ヴィヴィアの耳に理解しがたい言葉を告げた。

「……パードゥン？」

「ですから、ツノがひっかかっていて」

「ツノ……？」

　ヴィヴィアは、アトラに耳打ちする。

「アトラ様。ツノ、とはなんですの？」

　アトラは、丁てい寧ねいに教えた。

「角質や骨でできた、動物の頭部に生えるものだろう」

「……そういうことを聞いているのではありませんわ」







　　　新事実
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「……まあ、良いですわ。そろそろ本題に入らせてもらいますわよ、アトラ様。皆様もいらっしゃるし、丁度良いですわ」

　――そういえば、この二人、地下室でなにを？

「そうだ。書類を届けねばならない。魔術教員室に案内してもらう途中だったな」

「あれはハッタリですわ」

「なんだって？　バカな！」

　――そりゃそうだよ、アトラ。

　地下の倉庫に、教員が詰めているはずもない。

「てっきり、隠し扉が通じていたりするんじゃないかと」

　バカはアトラだった。

「わたくしが、この魔術用具室にアトラ様をお誘いした理由はただ一つ」

「情事か」

「アトラ様！　なんですの、この殿方は！」

「だから、エルフの、ヌンキだ。早着替えが――」

「やかましいわですわ！」

　だが、ヴィヴィアが一番やかましかった。

「コホン……ここへお誘いした理由は、ただ一つ！」

　ヴィヴィアは、意地悪そうな笑みを浮かべて言った。

「アトラ様に弓術科をお辞やめいただき、魔術科に転科していただくためですわ」

　情事より意外な話。

　――アトラが弓術科を辞める……？

　ミカは、突然の展開に戸惑った。

「なんの話だ？」

　アトラ自身も首をかしげている。

「アトラ様。こうして偶然にも久しくお目にかかれましたこと、わたくし光栄に思っておりますわ」

「私はそうでもないが」

　正直者のアトラ。

「……アトラ様は、どうして弓術科などに入学してしまいましたの？　――天性の魔術の才がございますのに」







　　　さらばマソメーター
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　――アトラに、魔法の才能？

「そんなものは私にはない」

「しらばっくれても無駄ですわ！　今から、皆様の前で証明してさしあげますわ！」

　ヴィヴィアは、棚から木箱を下ろそうとしたが、持っていた霊杖が邪魔だった。

「えーい、ですわ！」

　ヴィヴィアは霊杖を床に放り出した。

　――アタランテより雑な扱い……。

「これで証明してみせますわ」

　ヴィヴィアが下ろした木箱には、丸い置き時計にコの字形の取っ手がついたような道具がいくつも入っていた。『Ⅰ』から『Ⅻ』の数字が記された文字盤の中央には、透明色の石がはめ込まれている。石の色はさまざまだった。

　――これって確か……。

「魔法の力を測る道具……」

「あら、ご存知でしたのね。そう。マソメーターですわ」

　魔術素質測定器『マソメーター』。

　魔ま道どう士しを志すものが、自分にどんな魔術の素質があるか見極めるために用いる計測器である。

　ミカは小さい頃、魔道士に弟子入りしかけたことがあり、その際にマソメーターで魔術素質を計測した。

「アトラ様も、当然ご存知ですわね？」

「……まあな」

「使い方は簡単ですわ。この取っ手の内側のレバーを握って念じる。すると中央の魔ま石せきが握った者の体内に眠る魔術素質を検知し、針が動くのですわ」

　読者のためにわかりやすく言うと、アナログの握あく力りよく計けいみたいな感じ。

「ちなみに力を入れても無駄ですの。測るのは魔術の素質ですわ」

　ヴィヴィアは紫の魔石がはめ込まれたマソメーターを取り上げた。

「まずは、普通のかたでは、どのくらい針がふれるかをお見せしますわ。パラボラ様。この取っ手を握ってくださる？」

「りょーかいっ！」

　バキッ！







　　　適任者不在
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「人選を誤りましたわ」

　ヴィヴィアはすぐに、同じ種類の魔石が埋め込まれたマソメーターをごそごそと探し始めた。大切な備品が破壊された一件については、とくに怒る様子はない。

　――さすが、いいとこのお嬢さん。

「ありましたわ」

「エルフのヌンキが測る」

「あなた様は結構ですわ。ミカ様、お願いしますわ」

　早くも嫌われたヌンキ。

「あの、わたしだと普通の結果はでないかも……」

「あら、お見かけしましたところ、ミカ様は、大変に普通なご様子ですわ」

　嬉しくなかった。

「……じゃあ、やります」

　ミカは、目をぎゅっとつぶり、意識を集中してレバーを握った。

　――動け……。

「どうしましたの？　早く、念を込めていただけませんの？」

「もう、やってます……」

　文字盤の針は、わかるかわからないか程度、わずかに右にふれていた。

「本気ですの？」

「ほ、本気……」

「……おいたわしいですわ」

　――うぅ、高たか飛び車しやなひとに同情された……。

「ミカ。魔術もだめだねっ！」

　とどめをさすパラボラ。

　――『も』って。

「驚きよう天てん動どう地ちだ」

　追い討ちをかけるヌンキ。

　――そこまでひどくはないよ……。

「これでは比較する意味がありませんわ。もっとまともな……」

「あの、なにが起きてるかわかりませんが、ボクではいけませんか」

　帽子頭が名乗り出た。







　　　アトラのウイズマ素質
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　ヴィヴィアは恐る恐るカホンに近づいた。

「お顔もお見せにならないかたをまともとは言いがたいですけれど、一応、お願いしますわ。この取っ手を――」

　と、メーターを渡しかけてヴィヴィアは困った。

「……握れませんわね」

　ひづめのカホンハンド。

「もう、いいだろう。早く、教員室に案内してくれ」

　アトラが、しびれを切らして口を開いた。

「お待ちなさい。……これだけは避けたかったのですけれど、仕方ありませんわね」

　そう言うと、ヴィヴィアは自分でレバーを握り、目を閉じ深く念じた。

「ご覧なさい、皆様」

　メーターの針は文字盤の『Ⅱ』の目盛りあたりを指している。

「このマソメーターは魔術の最高峰『ウイズマ』素質を測るもの。普通の人間は、せいぜいこのくらいが関の山ですわ。しかし、アトラ様の場合――」

「ちょっと待って。ヴィヴィアさん、魔術科のひとでしょ？　普通のひとより素質あるんじゃ……？」

　ヴィヴィアはミカに痛いところをつかれた。

「悪かったですわね！　魔法仙の孫のくせに、ウイズマ素質が普通のレベルで！」

　――そ、そうなんだ。

　言わなきゃバレなかった事実。

「とにかく、これで一般人の……、誰が一般人ですの！　平均的なウイズマ素質は、理解いただけたと思いますわ。さあ、アトラ様」

「やらなければだめか？」

「おいやでしたら構いませんわ。ただし、そのかわりアトラ様は、教員室を探して魔術科棟を永久にさまよい続けることになりますわね」

「くっ、仕方ない」

　――ほかのひとに聞けばいいんじゃ……。

　アトラは、マソメーターを受け取ると、軽くレバーを握った。

「これで満足か？」

　針はあっさりと半分を越え、『Ⅶ』を指し示した。







　　　離れられない理由
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　ヴィヴィアはアトラからメーターをひったくって、一同に見せた。

「さあ、とくとご覧あそばせ」

　自分のことのように結果を誇るヴィヴィア。

　――ぶっちゃけ、いまひとつすごさが伝わんないけど……。

　――アトラがヴィヴィアさんの、三倍以上の力を秘めてるってことだよね？

「おわかりいただけましたわね。さあ、アトラ様。ご自分の能力をお認めになり、今すぐにでも転科の手続きを！」

「なぜだ？」

「なぜって……。いい加減、お認めなさい！　アトラ様は、脆弱な棒を振り回すような弓術科よりも――」

　――振り回してるの、アトラだけなんだけど……。

「魔術科のほうが向いていらっしゃいますわ！」

　ヴィヴィアは、アトラの目先に文字盤をつきつけた。

　アトラは、その腕をつかんでゆっくりと下ろさせた。

「な、なんですの」

「私は弓術科に、入りたくて入ったんだ」

　アトラは穏やかに言った。

「魔術素質があろうがなかろうが、知ったことではないさ」

「アトラ様は、もったいないと思いませんの？　ウイズマ素質が、ここまで高いかたは千人に一人、いるかいないかですのよ？」

「たかが針がひとよりちょっと多く動いたくらいで、もてはやされるような環境は性に合わない。それに――私には、弓術科を離れられない理由がある」

　アトラは、ミカたちを振り返って微笑ほほえんだ。

　――ひょっとして、わたしたちのこと？

「理由？　なんですの？」

「……実は弓術科の先生のところに居候しているんだ。もし、転科となると先生は快く思わないと思う。まあ、追い出されても、私としては最悪、森で野宿でいいんだが、それはそれで問題が……」




　――現実的な理由かい！







　　　ふりだしにもどる
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「そろそろ授業のお時間ですから戻りますわ……。ですけれど、わたくし、あきらめませんわ！　アトラ様、覚えていらっしゃい！」

　ヴィヴィアはスタスタと倉庫を出て行った。

「忘れるほうが難しいと思うが……」




　カラァァアン！　カラァァアン！




　ダミ校では、授業や休み時間の開始、および終了時に、尖塔にある巨大な鐘の音が鳴る。午後の授業開始の鐘が鳴る頃、ミカたちは弓術科の教室に戻っていた。

「すまなかったな。成り行きとはいえ、変なことにつきあわせて」

「ううん。アトラって、ホントになんでもできるんだね」

「素質があるってだけだ。修行したわけじゃないから、魔法が使えるわけじゃない」

　――使えるようになったら、すごいことになりそう。

　――ヴィヴィアさんの言うとおり、ちょっともったいないかも……。

「しかし、まさか、学校でヴィヴィアに再会するとはな」

「知ってたわけじゃないの？」

「ああ。私が実家を飛び出す前に、ダミニチュアに邸宅を移していたのは知っていたが、ここに入学しているとは思わなかった」

「なんか、強烈なひとだったね……」

「まあ、魔術科に行くようなことも滅めつ多たにないだろうし、顔を合わす機会も――」

　建てつけの悪い戸がガラガラと開く音がした。

　――弓術科は、やっぱボロいなぁ。

「はい、授業を始めるわよ」

　エルフの女性教師アスケラが室内に入ってきた。

　アスケラは弓術科の教務主任で、となりの一年Ｂ組の担任。さらに女子寮の寮長でもあり、アトラが居候させてもらっている部屋の主でもある。

「アトラちゃん。書類は届けてくれたかしら？」

　また、アトラをよくこき使っている人物でもある。

「……あっ」

　魔術科に行く機会が、早くも再到来。
































　　　ヴィヴィアと魔術の話
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　……。







　　　ヴィヴィア・ナヴィア・バスターシュ三世と魔術の話




　魔術、そうですわね？

　話せば長くなりますわ。




　ご存知でいらっしゃるかもしれませんけれど、魔術素質というものは、潜在的な能力ですから、伸ばすことはできませんわ。

　力の引き出し方や使い方は、修しゆう練れんによって上達しますけれど、素質の低い人間では、すぐに限界が見えてしまいますわ。

　例えば、わたくし程度のウイズマ素質の場合、程度が低くて申し訳ないですわね！　……修行を積んだとしても、せいぜいスプーンを一さじ曲げるくらいが精一杯。悔くやしいですけれど、それが魔術というものですの。

　まあ、構いませんわ。

　わたくし、ヒマニマ素質については、ほかのかたより、ズバッと抜けさせていただいておりますの。ええ、ソサレマやウイズマだけが魔術ではございませんわ。

　というよりも、ウイズマを使いこなせる魔ま道どう士しなんて、本当に一握りしかおりませんの。かの魔王討伐の折にも、勇者様と、おじい様だけが扱えたというお話ですわ。

　選ばれし者のみが備えし力。

　それが、ウイズマなのですわ。

　ああ。だのに、なぜアトラ様は、それをお認めになりませんの？　人生を棒に振っているようで、こちらが歯がゆい思いをいたしますわ。事実、しきりに棒を振り回していらっしゃいますの。




「ヴィヴィアぁ、持久走大会だってぇ。ダルいしぃ」

「まったくですわ。体力など競っても仕方が……」




　……そうですわ、アトラ様。お一つ、勝負を受けていただきますわ。







　　　新入生大集合
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　新入生の恒例行事『ダミっこランラン』開催当日。

　槍術科の南に位置する『三角広場』は、競技の開始を待つ数百人の学生であふれかえっていた。

「ダミ校生ってこんなにたくさん、いたんだ……」

　スタートラインから遠く後ろに追いやられた、弓術科グループのなかにいたミカは、前に広がる群集に圧倒されながらつぶやいた。

「普段から、これだけの人数が同じ学校にいるとは、信じがたいな」

　武器の所持は禁止であるため、参加者はみな、教室に愛用の武器を預けてある。アトラも珍しくアタランテを装備していなかった。

「一年生だけですから、これでも三分の一くらいです……」

　カホンは、あたりをきょろきょろと見回した。

「カホちゃん、どしたの？」

「パラボラさんが見当たらないのです」

　いつも元気な小型アマゾネスの姿がない。

「パルの体格では、どこかに紛まぎれこんでいたら見つからないな」

「そのうち、戻ってくるんじゃないかな」

「かなっ？」

　後ろから声が聞こえた。

「ほらね。どこ行ってたのパルちゃ……」

　ミカたちの後ろから現れたパラボラは――

　剣けん術じゆつ科かの制服である軽装の鎧よろいを着ていた。

　――パルちゃんじゃない！

「ええっと、確か……」

　――プラちゃん？

　アマゾネス六つ子姉妹の三女で剣術科一年、プラボラ。

　彼女はイタズラ好きの性格らしく、ミカは以前、面識のなかったプラボラに『だーれだっ？』をされたことがある。

「プ、プラちゃんだよね？」

「どうかな？」

　――うっ、そう聞かれると自信なくなる……。







　　　パ行じゃない
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「さよならっ？」

　推定プラボラは、正解も告げずに群集のなかに消えていった。

「……なんだったんだろ」

「パラボラさんのご家族は、みなさん変わったかたなんでしょうか」

「みたいだね……」

　――お母さん、大変だろうな。

　パラボラ、プラボラのほかにも、あと四人『変わったかた』がいることになる。

　――みんな、どんなコなのかな？

　――会ってみたいような。みたくないような……。

「弓術科の皆様」

　澄すんでいるが、どこかトゲのある声がミカの思考を止めた。

「あ、ヴィヴィアさん」

「ご機嫌麗うるわしゅうございますわ」

　ヴィヴィアも、今日は自慢の霊れい杖じようを持参していない。

「ヴィヴィアぁ。誰ぇ、このひとたちぃ？」

　ヴィヴィアの後ろから、かったるそうな声がして、小さな人影が現れた。

　――パルちゃ……違う、またか！

　今度のパラボラもどきは魔術科の制服を着ており、本物のような元気がなかった。

　ヴィヴィアはパラボラもどきに、アトラたちを紹介した。

「ご紹介いたしますわ。弓術科のアトラ様と、ミカ様。そちらのかたは、……そちらのかたは？」

　帽子に顔が埋まっていないカホンは初しよ見けんだった。

「ヴィヴィアさんですね。この前はご挨拶もできずにごめんなさい。カホンです」

「そのお声は……、あのとき帽子におめり込みになっていらしたかたですの？　まったく予想外のお顔ですわ」

　予想できていたら驚きだ。

「ヴィヴィアさん。その子はパルちゃんの……？」

　ミカは、さっきからあくびを繰り返しているパラボラもどきのことをたずねた。

「ええ。アマゾネス姉妹の六女――ヨシコ様ですわ」

　――ヨシコ？？？







　　　即ＯＫ
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　ヨシコは、めんどくさそうに頭を下げた。

「どーもぉ、ヨシコだしぃ」

　――だいぶ違うな、パルちゃんと。

「お嬢さまー。こちらにいらしたんですかい」

　魔術科の制服に不釣り合いな、サングラスをかけた少年が、群集をかきわけるようにして出てきた。

「ちっ、ですわ……」

　ヴィヴィアが、丁てい寧ねいな舌打ちをする。

「タロじゃないか、久しぶりだな」

　アトラがサングラスを見て、驚きの声をあげた。

「やあ、お久しぶりです、アトラさま。相変わらず、おキレイですねえ。さすが弓きゆう聖せい女じよアズサさまの孫娘さまだ」

「きみもダミニチュアに入学していたのか」

「そりゃもう。お嬢さまが入学とあらば、おれも入学しないわけにいきません」

　ペラペラ話すサングラスに、ヴィヴィアはいら立った。

「タロ、ちょっとお黙りなさい。わたくしは、アトラ様にお話がありますの」

「いくらでもしなさいな。ただし、おれを置いてくのはいけません。旦だん那なさまより、あなたの護ご衛えいを任されている身ですからねえ」

「ふん、ですわ。しょっちゅう、わたくしにまかれるような身では、護衛の役目など果たせていないのですわ」

「おっと、こりゃ手厳しい。一本取られました。みなさん、このタロ、見事に一本取られましたよ」

　――なんか、弓術科にいないタイプのひと……。

　文化の違いを垣間見るミカ。

「うるさい輩やからは放っておいて……。アトラ様。本日の『ダミっこランラン』にて、わたくしの勝負、受けていただきますわよ？」

「受けよう」

「断っても……。え、受けてくださいますの？」

　すんなり要求が通りすぎて、ヴィヴィアはかえって戸惑った。

「勝負と言われて退ひけるものか」







　　　代理勝負
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「ア、アトラ、もうちょい考えようよ」

　魔術科棟で会ったとき『あきらめませんわ！』と言い残したヴィヴィアのことだ。

　――『わたくしが勝ったら転科いただきますですわ』とか、言いそう……。

　語調をなぞるのがヘタなミカ。

「ただの勝負ではありませんけれど、よろしくて？　わたくしが勝ったら魔術科へ転科していただきますわよ？」

　――やっぱり……。

「ああ、いいだろう。そのかわり、私が勝ったら……、そうだな。サルのモノマネでもしてもらおうか」

　つりあわなかった。

「か、かかかか、構いませんわ！」

　だが、ヴィヴィアは動どう揺ようしている。

「ちょっと、アトラ」

「心配するな、必ず勝つ。運動でヴィヴィアが私にかなうはずがない」

　ヴィヴィアはアトラの言葉を聞いて、小さな笑い声を上げた。

「くすくす、ですわ。なにか勘かん違ちがいをしていらっしゃるようですわね。わたくしがアトラ様と、じかにレースで勝負するなどと申し上げたつもりはありませんわ」

「どういうことだ？」

「わたくしはアトラ様と、賭かけで勝負したいのですわ」

「賭け？」

「賭けの対象は、今日のレースでどちらが高い順位を獲かく得とくしますのか」

「結局、同じことじゃないか」

「いいえ。わたくしとアトラ様ではなく、ミカ様とアトラ様の、どちらが高い順位を獲得するか、ですわ」

　急に名前を挙げられたミカは、耳を疑った。

「わ、わたし？」

　――そんなのアトラが勝つに決まってるじゃない。

「わたくしは、アトラ様が勝つほうに賭けますわ」

　――えっ。それじゃ勝負が成立しない……。

「なるほど、そうか……。なら私は、ミカに賭けよう」







　　　開会のことば
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　みなさん、おはようございます！

　あれ、声が大きすぎますね、魔術科の先生に『ヒマニマ拡かく声せい器き』を貸してもらったんですが、どうにもうまく調整できなくて。すみません、これ、どこをどう……。

　ああ、なるほど。……うん、これくらいですかね。

　そのー、校長です、僕が。

　あ。ちゃんと名乗ったほうがいいんですね。えーっと、ダミン・ジュニアです。勇者ダミン父さんの息子です。入学式に出てないかたは、初めましてになるのかな。なりますね、たぶん。名前だけでも覚えて帰ってください。

　それにしても、すごい人数ですね。今日は、なんでしたっけ。ダミ……。

　そう。『ダミっこランラン』ですね。

　一年生の行事としては、秋の『封ふう魔ま祭さい』や、年度末に開かれる……、なんだっけ、あのパーティ組んで、どっか行くやつ？　……そうそう、それ。

『パーティ・オブ・ザ・イヤーＰＯＹ』に次いで、大切な行事です。

　普段は他学科のお友達と話す機会の少ないひともいるでしょうから、これを機に仲良くなっておくと良いんじゃないですか。

　それこそね。『ＰＯＹ』のときに、パーティを一緒に組んでもらえる仲間を見つけるチャンスでもあるわけですよ。うん。

　あ、でも、走りながらしゃべるっていうのも、なかなか難しいよね。無茶なこと言ったかな、僕も。まあ、うまいこと仲良くなってください。

　それで、そのー、あんまり無理しないで。ゴールまで走りぬくことを目標に。具合が悪くなったりした場合は、すぐに、係りのひとに申し出るようにしましょう。

　ちなみに校長先生は用事があるので、このあとすぐ、帰ります、すみません。僕もいろいろあって。なにせ、校長なもので。




　それでは、レース開始の合図を、えー、僕がします。

　僕がするんで、いいんですよね？　……いいそうです。

　それでは、みなさん。位置についてください。よーい……。

　ドン！　で、いいんですよね？




　いいそうです、よーいドン。







　　　ロケットスタート
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　校長の話なんか聞いちゃいない、最後列の弓術科。

「変なことになってしまいましたね、ミカさん」

「うん、でも……」

　――よく考えたら……。

　――アトラがわざと負ければ、なんの心配もないじゃない。

「ねえ、アトラは弓術科からいなくなったりしないよね？」

「ああ、当然だ」

　――じゃあ、大丈夫だね。

　――はあ、でもどっちにしろ不安だなぁ……。

　西の森の外周一周。口で言うのは簡単だが、ミカやカホンのような運動が苦手な生徒にとっては、拷ごう問もんのような長距離である。

「一等賞はいただきだねっ！」

　体力自慢のパラボラ（本人）は、やる気に満みち溢あふれていた。

「ミカ。私は勝負に手は抜かない」

「え？」

　アトラが、真剣なまなざしをミカに向けた。

「だから、ミカも全力を尽くしてくれ」

　――えっと、それって……。

『――ドン！　でいいんですよね？　いいそうです、よーいドン』

　雑な合図とともに、大群集がいっせいに動きだした。

　――わ、急に始まった。

「んじゃ、行ってきますっ！」

　パラボラは、猛ダッシュで群集につっこんで行った。小柄な体格のおかげで、かろうじて、前の者たちを突き飛ばさずにすんでいる。

「じゃあ、カホちゃん、アトラ。わたしたちはゆっくり行こうか」

「はい」

　だが、アトラの返事はなかった。

「あれ？」

　見ればアトラも、人波をかきわけ、躍おどり出でるように前へと進んでいた。

　――あのー、アトラさん？







　　　アトラ様の性格
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　最前列に陣取っていた魔術科生たちも、合図とともにのろのろと走り始めた。

　というより、次々と追い抜かれ始めた。

「ヴィヴィアぁ。あの賭け、意味なくなぁい？」

　ヨシコが、明らかにやる気のないスピードで走りながら言った。

「アトラってひとがぁ、わざと負ければすむ話じゃあん」

「それがありえねえんです。アトラさまっておかたは、勝負事に負けるのをとにかくお嫌いになる。賭けのためでもわざと競争に負けるなんてことはしねえんです」

　タロが、スラスラと説明した。

「ヴィヴィアぁ。グラサンが言ってんのマジぃ？」

　信用されてないタロ。

「ええ。わたくしの知るアトラ様なら、自分から負けたりしませんわね」

　ヴィヴィアは、そもそも走る気がない。

「ミカとかってひとが、チョーがんばったら、どうすんのぉ？」

「問題ありませんわ。ミカ様はどこからどう拝見しても、完璧な一般人ですもの。どうあがいても、アトラ様にかなうとは思えませんわ」

「ふーん。まー、どうでもいーけどぉ」

「それに念のため、ちょっとした対策もしてありますの。この勝負、間違いなく、このヴィヴィアの勝ちですわ」

　タロが肩をすくめた。

「正々堂々勝負したほうがいいとおれは思いますがねえ。こんな勝負じゃ、勝ってもスカッとしませんや」

「黙りなさい。わたくしは、アトラ様に魔術科に入っていただきたいだけですの」

「まあ、それについちゃ賛成ですがねえ」

「私は賛成できないな」

　話題の当人が、三人の前に現れた。

「ありゃ、アトラさま」

「なあ、ヴィヴィア」

「……な、なんですの？」

「ノロマめ」

　それだけ言うと、アトラはさっさと駆けていった。







　　　路傍の魔術科生
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　三角広場をスタートした学生たちは、竜りゆうの声が漏れ聞こえる槍術科正門前を右手に見ながら過ぎ、続いて弓術科正門前を通過。

　その後は、以前『ヘビさん大暴れ』が起きた、学校と学生寮とを隔へだてている森の外周へ、北側から反時計回りに進入。

　そして学生寮を通り過ぎ、ふだんミカたちが登下校に利用している南の通学路へ。再び三角広場に戻り、ゴールラインを突破すればゴールとなる。




　アマゾネス姉妹を中心とした先頭集団が弓術科前を通過し、裏道と呼ばれる森の北側に早くも差し掛かる頃、ミカとカホンはまだ槍術科前で、もたついていた。

「……アトラ、どういうつもりなんだろ」

「アトラさんのことですから、とりあえず走り出したかったのでは？　きっと、どこかで待ってくれていますよ」

「だと、いいんだけど……」

　――アトラが、先にゴールしちゃったら……。

　賭けはヴィヴィアの勝ちになる。

　――だからって、わたしが急いでも、どうにもならないし。

　ミカたちがいるのは最後尾のグループであった。周りはモノトーンの上下か、三角帽子にローブ姿の学生がほとんど。

　――やっぱり、弓術科と魔術科が多いんだ……。

　実戦能力では圧倒的な強さを誇る魔術科生だが、純粋な運動能力に関しては不得手な者が多い。遠えん隔かく攻撃主体の弓術科も同様で、走るのは苦手だ。

　――だいたい、制服が不利だよねー。走りづらいもん。

　剣術科や槍術科は鎧で、もっと不利なはずだが。

「ヴィヴィアさんたちは――わっ！」

　ミカは、足元のなにかにつまずいて転んだ。

「大丈夫ですか、ミカさん」

　カホンが駆け寄る。

「えへへ、よく転んでるから、だいじょぶ……。でも、なにが……」

　ミカが自分を転ばせた障害物を確認すると、

　三角帽子にローブを羽は織おった少女が倒れていた。







　　　フランクなコミニケ希望
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「わっ、すいません。大丈夫ですか！」

　ミカは、魔術科の制服を着た、髪の長い細身の少女を助け起こした。

「大丈夫、よく倒れてるから……。ごめんなさい。迷惑をかけて……」

　助け起こされた少女は、よろよろと立ち上がった。

「さあ、わたしに構わず、先に……」

　いつまた倒れてもおかしくない危うさを見て取り、カホンが心配げに聞いた。

「救護のかたに申し出たほうが良いのでは？」

「それは、いやなの……。今年こそは、完走したいから……」

「今年こそ？」

　ミカが、思わず聞いた。この『ダミっこランラン』には、一年生しか参加していないはずである。

「ああ、言わなければ良かった……。わたし、留年していて……。だから、このレースも二回目……。みんなより年上……」

　留年少女は悲しそうに、西の森のほうを見た。

「ホントは、ああやって、みんなを見守る立場なのに……」

　コースのところどころには、救護員兼監視員として、上級生が配置されている。

「一年生なのに先輩で……ごめんなさい」

　――べつに謝らなくても。

「去年は完走できなくて……。今年はなんとか、……完走したい」

　留年少女は弱々しく拳こぶしを握った。

「せめて……、弓術科の前くらいまでは、たどり着きたい」

　――ものすごい妥だ協きようした。

「……あの、お名前は？」

「魔術科一年、バサルタ……」

「わたしはミカです。あの、バサルタ先輩。一緒に走りませんか」

　――アトラ、どっかで待ってるって信じてるからね。

　アトラのことも気にはなるが、病人のような少女を放っておくのも気がひける。

「ああ、ミカちゃん……！　ありがとう……。でも……」




「先輩って言うのやめて……先輩だけど……」







　　　勝敗予想
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　ゴール地点である三角広場には、各学科で一年生のクラスを担当する教師たちが、教え子の身を案じながら待っていた。

「体術科の一位は堅かたいんじゃねえか？」

　さほど案じていなかった。

　シャムは、自分の教え子を差し置いて他学科生の優勝を予想。

「なぁ、カバサ先生？」

「今年は、わが斧ふ術じゆつ科かにも元気なのがいますよ」

　ツーサイズほど大きくしたカホンを、腰こし巻まき姿にしたような獣人は穏おだやかに返した。

「おう、でも残念だがな。斧術科は勝たねえ」

「はは、根拠はなんです？」

「なんか、そういう星のもとに生まれてる」

　根拠になってない。

「えー、シャム先輩。それ、ひどくないですか？」

　魔術科教師用の制服に身を包んだ、学生と言っても通じそうな若い女性教師が、緊張感のない声で言った。

「斧術科だって制服軽いし、普段から体力使うし、有利っぽくないですか？」

　斧術科の制服は、皮革レザー製の軽い上下である。体術科と並んで制服のなかでは軽装だ。

　そばにいたアスケラが、若い女性教師に言った。

「フィオレちゃん。でも、斧術科は負けるのよ。そういう立場ですもの」

「はははっ。勝手に決めないでくださいよ」

　カバサが図体に似合わないさわやかな笑い声をあげる。

「優勝はまず、間違いなく体術科。ビリは弓術科か、魔術科ね」

「確かに、うちは、あんまりやる気ないかもですね」

　体力うんぬんの前に、大半の魔術科生は、そもそもこの競技に対する意欲が薄い。ただ汗を流すだけの戦いは、魔道士の美学に合わないのだ。

「おう、でもな。魔術科はなんかやらかすんじゃねえか」

「えー、やらかすって、イメージわるーい」

「なにせ、去年のＰＯＹで優勝チームにいた、悪名高い――」




「ブラックウォーター、――バサルタがいる」







　　　がっかり魔法
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　魔術科生らしからぬ全力疾走のヴィヴィア・ナヴィア・バスターシュ三世は、弓術科前のポイントを通過した。

「許しませんわ、アトラ様！　わたくしのことをノロマ様などと！」

　言われたときより、格がアップした。

「なんですかい。結局、お嬢さまもアトラさまも、負けず嫌いなだけじゃねえですか」

　タロはヴィヴィアのとなりをキープしつつ走っている。

「それにしてもアトラ様、まだ見えてきませんの。お速いですわ」

　ローブに隠れて見えないが、ヴィヴィアの足も相当速く動いていた。

「くっ……」

　ヴィヴィアが急に速度を落とし、ついには立ち止まってしまった。

「ハァ……。また、ヒマニマをかけなくては……」

「どうかと思いますがねえ」

「『魔法を使ってはいけない』という決まりはありませんわ」

「『武器の所持』ってのが、おれらにとっちゃ魔法なんじゃねえですか」

「解釈の問題ですわ。監視の先輩様方もなにもおっしゃいませんし」

　英雄の孫娘をしょっぴくのは気が引けるのだと思われる。

　ヴィヴィアは握った両の拳を、ローブ越しに両太ももに当てた。

「ヒマニマ・俊しゆん足そく……」

　目を閉じ、深く念じるヴィヴィア。

「……さあ、急ぎますわよ」

「お嬢さまの魔法は味あじ気けなくていけねえ。せっかく魔法を使うと思ったら言葉だけってんじゃ、ギャラリーもがっかりです」

　まったくだ。

「やかましいわですわ！　ヒマニマとはそういうものですの」

「しょうがねえですねえ。おれもご協力しましょう――ソサレマ・つむじ風！」

　タロが、ずれたサングラスをかけ直しつつ、右手を高く掲かかげて叫ぶと、指先から、それこそつむじ程度の小さな竜たつ巻まきが現れた。

「これを大きくして追い風を作ってさしあげましょう。少々お待ちを」

　タロはジュースでもまぜるように、指をぐるぐる回しはじめた。

「タロ……。あなたの魔法も、ご立派に味気ないですわ」







　　　インパルス
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　こんにちわ。僕、シゲタカです。

「Ｂ組」

　レンズのほうが、まだマシでした。Ａ組なのにＢ組と呼ばれる屈くつ辱じよくの日々です。

「音おん速そくレゴラスは、進化せねばならん」

　左手に見える森を眺めながら、ヌンキのやつはそんなことをつぶやいてます。

　材料探すなんて言っても、僕はもう付き合わないからな。

　そうだ、そういえば、こいつ――

「なあ、ヌンキ。この前、みんなと一緒に魔術科の校舎に行ったって話は本当かい？　みんなで魔術科生に変装して、潜入したって聞いたけど……」

「案ずるな。事実だ」

　なんだそりゃ、すーげー楽しそうじゃねーか！

「ぼ、僕も誘ってくれれば、良かったのに」

「お前は、教室で机にかじりついていた」

　くそっ、Ｂ組ショックのときか！

「それに、当たらーズは四人でないといかん」

　ちっ、わかんないけど、楽しい感じの言葉！

「そ、それで、魔術科のひとと仲良くなったりしたのかい？」

　なってたら殺します。

「乱らん暴ぼう美び人じんの乱暴知ち人じんが、お前の力を必要としていたな」

　……えっ？

　アトラさんの知り合いが僕のことを？

「普通のやつはいないのか、と」

　おいおい、ちょっと待て。

　そりゃ、僕しかいないじゃないか！

「そ、そのひと。ど、どんなひとだっ――」

「邪魔ですわ一般人！」「すいませんねえ！」

「ぐがっ！」

　誰かがものすごい速さで僕にぶつかって、走り去っていきました。

「今のが乱暴知人だ」

　確かに乱暴だ！







　　　脱落
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　先頭集団が学生寮脇を通り過ぎ、南通学路で最後のデッドヒートを繰り広げる頃。

「もう、限界……ハァ」

　まだ弓術科前のビリ集団の一人には、デッドラインが迫っていた。

「バサルタさん……。へいき？」

「ハァ……。『バサ』って……。『バサ』がいい……」

　朦もう朧ろうとしながらも、要求はしっかりする年上。

「バ、バサ、ちゃん、……さん。へいき？」

　むしろ距離が遠ざかった感もある。

「ハァ、ハァ……。弓術科まで来られた……。ミカちゃんと、シカちゃんが一緒に走ってくれたおかげ……」

「ボクはカホンです」

「ハァ……、ありがとう。わたしはここまでで満足……」

　バサルタは、地面に手をついてへたり込んだ。

「二人は先に行って……」

「救護さんのところまで自分で行ける？」

「大丈夫……。ハァ……。ミカちゃん、シカちゃん。また今度お話ししてね……」

「うん、もちろん！」「またお話ししましょう。カホンです」

　バサルタの視界で、ミカとカホンの背中が、だんだん小さくなっていった。




　これであのコは大幅に時間をロスしたはず……。

　ヴィヴィアちゃんの指示通り……。

　ごめんね、ミカちゃん。シカちゃんも……。

　でも、この前わたしを、だましたものね。おあいこ……。




　あとは、念のため、もう一つの、対策、を……。

　ハァ、ハァ……。

　もう、ホントに走れない……。あれを……。




　バサルタが三角帽子を脱ぎ捨てると、額ひたいのサークレットがあらわになった。

「――ソサレマ・黒水獣ブラツクウオーター……」







　　　トップ５確定
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　そうこうしているうちに、三角広場では先頭集団がゴールしていた。

「一位は、体術科のペラボラちゃん。二位は、斧術科のポラボラちゃん……」

　フィオレが、黒板に上位者の結果を記入しながら読み上げた。

「ほらな、カバサ先生。斧術科負けたろ？」

　シャムが鹿頭教師に言った。

「二位でも大したものですよ。あとで、うんと褒ほめてやります」

「あんた、とことんさわやかだな」

「三位は、うちのパラボラちゃん。大健闘ね。それにしても一位から五位まで全員アマゾネスちゃんよ。さすがねえ。……あら、一人足りないかしら」

　アスケラが、指折り数えながらつぶやく。

「あ、やだ。うちのヨシコちゃん、まだかもです」

　フィオレが、さほど嫌いやでもなさそうに言った。

「ヨシコちゃん？　そのコもパラボラちゃんの妹なの？」

「ヨシコっす」

　現れた本人を一目見て、アスケラは妹以外の何者でもないと判断した。

「えー、ヨシコちゃん、ゴールしてたの？」

「してないしぃ。こんなダルいもん、ギブギブ」

　戻ってきただけだった。

「性格は、ぜんぜんパラボラちゃんと違うわねえ」

「おや、人間のかたは、まだ一人も到着していないですね」

　カバサが、黒板を眺めながら言った。

「おう、んじゃ人間一位は、まだわからねえな」

「あ。誰か来たっぽいです」

　南通学路に人影が見える。

　視覚にも優れるエルフのアスケラがいち早く誰なのか気づいた。

「ちょっと、なになにー？　アトラちゃんじゃなーい！　マジでマジでー？　ねーねー、シャムくん、アトラちゃん！　アトラちゃんが人間一位、みたいなー！　ねー」

　テンションが上がって壊れだす、アスケラ。

「あらあらー？　でも、アトラちゃんの後ろから、なーんか誰か来るしー」

　アスケラの視界に、三角帽子が飛び込んできた。







　　　アトラ　ＶＳ　ヴィヴィア
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　猛スピードで追い上げてきたヴィヴィアが、アトラの横に並ぶ。

「ゼェゼェ、ハァハァ、ですわ。追いつきましたわ」

「ヴィヴィア……」

「ノロマ様などと言われて、黙っていられませんの。お先に失礼！」

　ヴィヴィアは、風で帽子が飛ばないよう押さえている。

「風の魔法……。タロだな」

「文句がおありですの？　魔法は反則ではありませんわ。ゼェ」

「そうだな。なら――」

　アトラは、不意にヴィヴィアとの間合いを詰めた。

「ななな、なんですの？」

　急に顔が近づいてドギマギするヴィヴィア。

「私も利用させてもらおう」

「あっ……」

　風の勢いを借りて、アトラが加速する。

「タロ！　わたくしにだけ、お当てなさい！」

　ヴィヴィアが後ろを振り向きもせずに、わめいた。

「無理言わねえでください！」

　遠くから、かすかに聞こえるタロの叫び声。

「この距離で、微妙な調整は利きくまい」

「ゼェゼェ、では、あとは純然たる体力勝負ですわね」

　魔法で強化した体力を純然とは言わない。

「ゼェ、よろしいんですの。このままゴールすれば、ゼェ、レースではわたくしに勝てても、賭けに関しては、ゼェ、あなた様の負けですわよ？　ミカ様をお待ちになったほうが、よろしいのではなくて？」

　ヴィヴィアは精神的な揺さぶりをかけた。

「なあ、ヴィヴィア。『試合に負けて、勝負に勝つ』という言葉、知っているか」

「あら、どちらか捨てるおつもりですのね。ゼェ、懸命なご判断……、ゼェ」

「私は、試合にも勝負にも――」

　アトラはペースを上げた。

「負ける気はない」







　　　ミカ、ラストスパート
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　ハァ、ハァ……。

　ハァ……。どんだけ広いの、この森……。わかってたけど……。やっぱ……。キツい……。ハァ……。

　でも、あともう少しだもんね。うん、もうひとがんばり。

『ミカも全力を尽くしてくれ』

　アトラ、そう言ってた。

　結局、会わなかったけど、なにか考えあってのことだよね？　わたしが、ゴールしたのを見届けてから、物陰から出てきてゴールするとか……。

　うーん。でも、なんで普通に待っててくれないんだろ？

　ハァ、ハァ……。

　ダメだ。疲れて頭まわんないや。

　アトラのことだから、なにか考えがあるんだよね。アトラ、たまにすごくバカだけど。たまに、すごく頭いいもん。たまに。

　アトラが全力を尽くせって言うなら、わたしは全力を尽くすよ。

　ハァ、ハァ……。

　……わー、もうみんなゴールしてる。

　わたし、相当遅いな。途中で歩いちゃったカホちゃんよりはマシだけど、絶対下から数えたほうが早いよね、これ……。

　ハァ。ハァ……。

　あと、ちょっと……。

　ハァ、ハァ……。

　あと、一歩……。

　……ゴール！

　ハァ、ハァ、ハァ……。

「お疲れ様」

「アトラ……！」

　って、なんでゴールの先にいるの？

　まさか、今日のアトラは……、

「ミカ。私の勝ちだな！」

　バカなほうのアトラ？







　　　勝負の行方





[image: ]









　ゴールラインの先でミカを待っていたのは、汗ひとつかいていないように見える涼しい顔のアトラと、レース前に比べ明らかにゲッソリしたヴィヴィアだった。

「ミカ様……。お疲れ様ですの」

「ヴィヴィアさん……」

　疲れきっていながらも、ヴィヴィアは口元に笑みを浮かべていた。

　――ヴィヴィアさんが笑ってるってことは……。

「……さ、さーて、ですわ。アトラ様」

「どうした、ノロマ？」

「きぃーっ、ですわ！　ゴール直前にヒマニマが切れさえしなければ、わたくしの、勝ちでしたわ！」

「お嬢さま。そりゃ、ヒマニマがなかったら足元にも及ばなかったって宣言です」

　タロが、やれやれといった顔で言った。

「やかましいわですわ！」

　――ヴィヴィアさんとの競争はアトラが勝ったみたい。

　――でも……。

「さて、アトラ様。アトラ様は、総合順位で六位。ミカ様は……、比較するまでもありませんわね。わたくしとの賭け、覚えていらっしゃいますわね」

「当然だ。ミカの順位が私より低かったら、私が弓術科を辞める」

「辞めて魔術科に転科ですわ。さあ、潔いさぎよく――」

「ところで」

　アトラは他ひ人と事ごとのような口ぶりで語りだした。

「私はさっき、私とヴィヴィアが賭と博ばくを行っていたと、アスケラ先生に自首してきた」

「な……、金銭を賭けたわけではありませんわ！」

　濡ぬれ衣ぎぬを着せられた犯人のごとく訴えるヴィヴィア。

「賭けには違いないだろう。賭博行為は厳げん罰ばつに処すとのことだ。場合によっては謹きん慎しん処しよ分ぶんもあり得るらしい」

　ヴィヴィアの顔が蒼そう白はくになる。

「こ、困りますわ！　わたくしの経歴に傷を……」

「そう言うと思って、交渉しておいた。代わりに今日のレースを失格にすることで許してもらえませんか、と――」







　　　爆発ファミリー
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「学校側としても、魔ま法ほう仙せんの孫を処分などしたくないらしい。すんなり受け入れてもらえたよ。良かったな、ヴィヴィア。英雄の孫で」

　――アトラもだけどね……。

「し、失格ですって？」

　ヴィヴィアは、驚きよう愕がくした。

「ああ。だから私もヴィヴィアも順位なし。言うなれば最下位以下」

　――てことは……。

「ミカは何位だろうが、こうしてゴールした以上、私より順位は上だ」

　アトラは、意地悪く笑った。

「悪いが賭けも私の勝ちだな。さぁ、サルのモノマネを見せてくれ」

　乱れていたミカの呼吸に、安あん堵どのため息がまざった。

　――がんばってゴールして良かった……。

　――頭いいほうのアトラだった。

「……ふふふ、ふふふふ。ふふふふふ、ですわ……」

　ヴィヴィアは、不気味に笑い出した。

「アトラ様、おからだばかりでなく、ちゃんと頭のほうも発育しておられましたのね」

　ひどい言いよう。

「ですが、わたくしだって発育していますわ！」

　だが、言うほど発育してない。

「こんなこともあろうかと、最後の切り札をとっておきましたのよ！　さあ、ヨシコ様、合図をお出しなさい！」

「めんどいからパス」

　にべもなかった。

「お出しなさい！」

「しょうがないしぃ」

　ヨシコは、拳くらいの大きさの布袋を取り出し、遙はるか上空に袋を放り投げた。

「ソサレマ・火花ぁ」

　ドゴオオオオオン！

　袋が爆発し、辺りに爆音が響き渡る。

　――こういう家系なんだね……。







　　　バサルタ姐さん
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「なにあれ……？」

　ミカは、必死でチンタラ走ってきたコースを、すさまじいスピードでなにか黒いものが進んでくるのに気づいた。

　ズズズズズ……。

「あれは……服か？」

　魔術科のローブらしきものが黒いしぶきをあげる水流に乗って、流れてくる。

「川が氾はん濫らんでもしたか？」

　――なんかわかんないけど、きっと水の魔法。

「こ、ここにいたら流されちゃうとか」

「心配いりませんわ。バサ様はそんなことはなさいませんわ」

　――え、今なんて……。

　黒い水流はミカたちの前まで来ると、ローブを着た人間の形に変形しはじめた。

　――まさか、これバサちゃんさんなの……？

　実体化し、色がつきはじめた水のかたまりから、快活な声が聴こえた。

「さっきはどうもねえ……。いや、久しぶりと言ったほうがいいかねえ」

　額にサークレットをはめ、ウェーブがかった長い髪が目立つ妖よう艶えんな美女が現れた。脇には、長細い布包みを抱えている。

「魔術科の廊下で会って以来かねえ」

　ミカは数日前の出来事を思い出した。

　――あのときの、びしょびしょ女さん？

「ミカの知り合いか？」

　アトラが首をかしげる。

「バサ様。ご苦労様ですわ」

「ど、どういうこと、あなたがさっきのバサちゃんさん？」

　頭がこんがらがるミカ。

「そうさ。アタシは魔術科一年バサルタ。ただし、今はソサレマ・黒水獣で、水の精霊を召しよう喚かんし、そのからだを借りている姿ってわけさ」

　――召喚ていうか、もう、変身……。

「年上には敬語を使いな！」

　――もう、別人だ！







　　　凡ミス
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　バサルタは射い抜ぬくような視線で、ミカを見つめた。

「この前はよくもだましたね。魔術科の制服着てたもんだから仲間だと思ったよ」

「す、すみません……」

「まあ、これでおあいこさ。次やったら、びしょびしょさね」

　――ど、どうされちゃうんだろ。

　――ああ。あの、はかなげなバサちゃんさんは、どこへ……。

「バサ様。弓術科で『青いの』は手にいれまして？」

「な……」

　アトラの顔がこわばる。

「ばっちりさ。今、見せてやるよ」

　――あれは！

　バサルタが、脇に抱えていた長細い布包みのひもをほどき、中身を取りだすと、それはミカやアトラにとって、よく見慣れた弓だった。

「アトラ様が『青いの』を手放すチャンス、逃のがす手はありませんでしたの。これでもう、わたくしのものですわ……。さあ、返してほしければ、魔術科への転科を約束なさいませ！　あと、サルのモノマネもやらなくていいと約束なさいませ！」

　とことん卑ひ怯きようだった。

「なあ、ヴィヴィア。悪いんだが……。その……」

　アトラが言いにくそうに切り出した。

「なんですの？　往おう生じよう際ぎわが悪いですわ！」

　それは自分だろう。

「あのー、お嬢さま」

「お黙りなさい、タロ！　非道は承知の上ですわ！」

「いえ、そうでなくて、そいつはアトラさまの弓じゃねえです」

「やかまし――えっ？」

　ヴィヴィアは、バサルタが手にしている弓をあらためた。

「バサ様……。『青いの』を取ってくるように申しましたわよね？」

「取ってきたろ？」

「あの、それ、わたしの……」

　ミカは、恐る恐る言った。







　　　マネせざる





[image: ]









　バサルタが弓術科からかすめとってきたのは、ミカ愛用の和わ弓きゆうだった。

　ヴィヴィアが、キョトンとしているバサルタに詰め寄る。

「バサ様！　『青いの』は、青色で棒状の弓と説明しましたわよね！」

「これじゃないのかい？」

　青ですらなかった。

「違いまくりですわ！」

　――ホントだよ……。

「そ、そりゃ、悪かったねえ。弓ってのはどれもこれも、おんなじに見えちまって」

　それにしても、な話だった。

「……きぃーっ、ですわ！」

　ヴィヴィアは、バサルタからミカの弓をひったくった。

「こんなものー、ですわ！」

「ヴィヴィア、なにを！」

　――わぁ、やめて！

「こんなもの、お返ししますわ！」

　――あ、返してくれた。

　ヴィヴィアは、ミカにあっさりと弓を返した。

「ど、どうも」

　ミカがなぜか泥どろ棒ぼうに礼を述べていると、アトラが微笑ほほえんで言った。

「……さ。それじゃ、ヴィヴィア」

「な、なんですの」

「サルのモノマネを」

　ヴィヴィアは歯は嚙がみして言った。

「約束ですから、仕方ありませんわ……。ただ……今日はお見せできませんわ」

「逃げる気か？」

「後日、きちんとした場を設けて披ひ露ろういたしますわ！」

　――サルのマネをするきちんとした場って？

「覚えておきなさい！　本物と見まごうほどの完璧なサルをお見せしますわ！」

「いや、私はそこまでは求めてないんだが」

「やかましいわですわ！　タロ、帰りますわよ！」







　　　うっかり団
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　まったく、バサ様ときたら……。

　あのお姿のときは、普段のバサ様と違って、しっかりしていらっしゃると思いましたのに……。

「ご、ごめんね、ヴィヴィアちゃん」

　今のお姿と、根本的な中身は変わらないのかもしれないのですわ。外見にだまされましたわ。お強いことは否定しませんけれど。

「今度は、ちゃんとやるから、これからも仲良くしてね……」

「……しっかり頼みますわよ」

「うん。しっかりする……。弓の勉強するね……」

「……」

　そういうことを言っているのではありませんわ。

「フツー、間違えないしぃ」

「ご、ごめんね。ヨシコちゃんも仲良くしてね……」

「バサルタせんぱい」

「ああ、先輩はやめて……」

　ああ、イライラしますわ！

「お嬢さま」

「タロ。余計なことをほざきましたら、怒りますわよ」

「なんで、あっさり弓を返しちまったんですかい？」

　なんでって、なんですの。

「ミカ様の弓では交渉の材料になりませんわ」

「思ったんですけどねえ」

　どうせ取るに足らぬことですわ。

「アトラさまは、ご友人を大切にされるかただ」

「なんの話ですの？」

「いや、おれとしちゃあ、オススメしませんがねえ。アトラさまの性格を考えりゃ、交渉できたんじゃねえですか。転科しねえと返さねえって言やぁ、べつに、ミカさんの弓でも……」

　……。

　しまったですわ！







　　　幕間２　マジュツカ！(1)




　春。




「得意な魔法は火のソサレマ。魔術具はロッドです。よろしくお願いします」

「得意な魔法は土のソサレマ。魔術具はワンドです。よろしくお願いします」




　――ソサレマ、ソサレマと……。

　エリート意識が強い魔術科生は、同時に、規範から外れることを嫌うものが多い。

　判で押したように、同じような自己紹介が続き、ヴィヴィアはいら立っていた。

　――ふん、ですわ……。芸のない。

　続いて細身、というより、やつれた印象の少女が黒板の前に立った。

「初めまして、わたしは……。ちょっと、ごめんなさい」

　少女は黒板にもたれかかると、つらそうに息を何度か吐いた。

「バサルタちゃん。だいじょうぶー？」

　脇わきで見ていた若い担任教師のフィオレが、心配して声をかける。

「……大丈夫……」

　バサルタは黒板にすがりつくようにかがみこんだ。

「大丈夫じゃないっぽいから、あたしが紹介したげようか」

「……ああ、先生……。お願い……」

　フィオレは、バサルタを助け起こし、本人に代わって自己紹介を始めた。

「この子はバサルタちゃん。留年してまーす。得意なのは――モガモガ」

　バサルタが、もたれかかるようにフィオレの口を手でふさぐ。

「どうして、言っちゃうの……？　内緒にしたかったのに……」

　フィオレは、バサルタの手を振り払って言った。

「えー、どうせ、すぐバレちゃうよー？　あのね、みんなー。バサルタちゃんは、去年のＰＯＹポイで優勝してるんだよ。すごくなーい？」

　バサルタは口をふさぐのをあきらめ、自分の耳をふさいでかがみこんだ。

「ウソかもしんないしぃ」

　疑惑の声があがった。

　バサルタは、よろよろと立ち上がり、消え入りそうな声で反論した。

「ＰＯＹで優勝したのは本当……、わたしの、数少ない自慢できること……」

　そこまで言うと、バサルタは頭を抱えた。

「ああ、でも、それを認めてしまっては……。ああ……。留年を認めることに……」

　床に沈んでいくバサルタの姿に、ヴィヴィアは興味を覚えた。

　――ＰＯＹ優勝者、お近づきになっておきたいですわ。




　ヴィヴィアの番が回ってきた。

　――わたくしが特別だということを、知らしめてやりますわ。

「お初にお目にかかりまして。わたくしは魔法仙ヴィヴィア・ナヴィア・バスターシュの孫娘が一人、ヴィヴィア・ナヴィア・バスターシュ三世ですわ」

　魔術を学ぶ者なら、否いな、魔術に興味のない者でも誰もが知っている名前が飛び出し、生なま半はん可かなことでは動じないエリート集団も、さすがにざわめいた。

「ウソかもしんないしぃ」

　やる気のない声が、ざわめきを止める。

「誰か、なにか言いまして？」

　ヴィヴィアは、声のしたほうをにらんだが、それらしき人物は見当たらなかった。

　――先ほどと同じ声ですわ。

「まぁ、疑うのもご無理ありませんわね。確かに、わたくしの名をかたる不届きなやからもいると聞きますわ。……タロ」

「へい」

　サングラスをかけた見るからに怪しい少年が、ヴィヴィアの横に並んで言った。

「みなさん、このおかたは、本当にあの魔法仙ヴィヴィアのお孫さんです」

　タロは、一人でうんうんとうなずいた。

「タロ。あなたがどこの誰か、皆様が存じませんの。そんな者に、お墨すみ付つきをいただいても、ご覧の通り、ポカーンですわ」

　なんなら、より疑わしくなった。

「お嬢さまのおっしゃる通りで。みなさま、おれはタロです。得意なのは風のソサレマ、魔術具はステッキ。よろしくどうぞ」

　タロはうやうやしく頭を下げたが、状況は進展しなかった。

「そうではなくて、クインジューディスを持ってきなさいと言っているのですわ！」

「なんだ、なら、そう言ってくださいよ」

「自分で、お気づきなさい！」

　タロはひょいひょいと教室の後ろまで行き、派手な装飾の杖を担かついで戻ってきた。

　ヴィヴィアは受け取った杖で、床をトンと鳴らした。

「これがわたくしの魔術具。霊杖クインジューディスですわ」

　霊杖クインジューディス。魔法仙ヴィヴィアが携えていた、伝説の杖である。

「ニセモンかもしんないしぃ」

　ヴィヴィアは、またも犯人を見逃した。




　室内の平均身長を確実に下回る背丈の少女が、黒板の前に立った。

「ヨシコだしぃ。アマゾネスで、ソサレマやってまぁす。めんどいんで終わるしぃ」

　ヴィヴィアはその声が、自分をさんざんニセモノ呼ばわりした声であることに気づき、立ち上がった。

「お待ちなさい！　魔法が不得手と聞くアマゾネス様に、ソサレマが使えますの？　怪しいものですわ！」

　仕返しとばかりにヴィヴィアは、まくしたてた。

「お嬢さま。やめましょう」

　たしなめるタロに構わず、ヴィヴィアは続けた。

「証拠があるのなら、お見せなさい！　できなければニセモノですわ！」

　アマゾネスの少女は、ニッコリと微笑んだ。

「よくぞ見破ったなっ？」

　別人のように張りのある声で言うと、少女は帽子とローブをパッと脱いだ。

「……え？」

　ヴィヴィアは、目を白黒させた。

　少女はローブの下に、剣術科の制服である軽装の鎧を着込んでいた。

「剣術科のプラボラでした？　ヨシコが学校めんどいって言うから替え玉してました？　ちゃんとヨシコのマネしてたのに、よく気がついたな？」

　面識のないひとのマネをされてもわからない。

「そんじゃ、さよならっ？」

　プラボラは、制服の残ざん骸がいを残し、ガシャガシャと鎧の音を立て教室を出て行った。

「すごーい、ヴィヴィアちゃん。先生も気づかなかったよー。みんな、拍手だね」

　だが、拍手したのはフィオレだけで、エリートたちは、ただ呆ぼう然ぜんとしていた。

「と、当然ですわ！　このくらい、朝メシ前ですわ！」

　――ほ、本当にニセモノとは思いませんでしたわ……。




　この瞬間、バサルタ、ヴィヴィア、タロ、ヨシコの名前は、全クラスメイトの記憶に確実に刻きざまれた。

　だが同時に、この瞬間、

　彼女たちは、クラスから完全に浮いた。
































　　　タロと魔ま術じゆつの話
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　へ、魔術の話？

　おれでいいんですかい？




　実は魔術科生のほとんどは、四元素の魔術『ソサレマ』使いです。

　炎を操ったり、風を巻き起こしたり、冷気で凍りつかせたり……。いかにも魔法って感じがして、かっこいいですからねえ。

　ソサレマってのは土・水・火・風で、また向き不向きがありまして、誰でも一つくらいは秀ひいでたのがあるもんです。

　ヨシコ嬢は、火。バサのねえさんは、水ってな具合です。

　おれの場合は、ほかも多少できますが、一番は風ですね。つっても、そんなに人並み外れてるわけじゃねえです。中の上ってとこですね。ええ。

　そいでお嬢さまは、どのソサレマも、下の上ってとこで。

　そのせいか、お嬢さまはソサレマを使いたがらねえ。ヒマニマばっかり上達しちまって……。ヒマニマ素質はズバ抜けてますから、しょうがねえですが。

　つっても、ヒマニマの主流は本来、回復魔法なんですねえ。お嬢さまみたいに、補助系の魔法ばっかり専門で使うなんてなぁ、珍しい。

　しかし、あれじゃあ、魔ま道どう士しっていうよりも、なんつうか、アスリートでさぁ。

　お嬢さまは、あれでいいんですかねえ。ホントは内心、派手な魔法を使いたいと思ってるんじゃねえかとおれは思います。

　まあ、おれみたいに器き用よう貧びん乏ぼうってのもしょうがねえですがねえ。ウイズマはもちろん人並みですし……。

　おかげで、いろんな雑用をやらされるのには向いてますがねえ。生まれつき、そういう役目なんでしょう。

　目立たず、日陰に、お嬢さまをお守りして生きていきます。




「タロくん、すごいね……」

「ああ、誰も敵かなわないな」




　こんな日が来るとは思ってなかったですねえ。

　ええ。







　　　いつもの授業風景？
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　弓きゆう術じゆつ科か道場では、アスケラ先生による速そく射しや術じゆつの授業が行われていた。一人の射手が同じ位置から、六つのマトを素早く射い抜ぬく。

「シゲタカくんは、最初からテキパキ動かないと。当てることを意識しすぎて、行動が遅れがちよ。遅れを取り返そうとして、後半はかえって精度が下がっているし」

「気をつけます」




　ひづめの手を器用に動かし、見事な速射を披ひ露ろうする生徒。

「カホンちゃんは相変わらずほれぼれしちゃうわね。ただ、道場では問題ないけれど、ターゲットまでの距離がもっと遠くなったときに、命中精度が少し不安かしら」

「ご指南ありがとうございます」




　クロスボウから次々と矢を発射する生徒。

「ヌンキくん。レゴラスを改良して連射を可能にしたのね。やるじゃない」

「やる」

「でも、０点。弓を使いなさい」




　マトを弓で殴りつける生徒。

「アトラちゃんは、いい加減、新しい矢を買いなさい」

「はっ！」




　六つのうち、二つのマトを爆破する生徒。

「パラボラちゃん。榴りゆう弾だんまぜちゃう病、どうにかならないかしら？」

「けんとーしますっ！」




　授業そっちのけで、腹ふつ筋きんをする生徒。

「……ミカちゃん、どうしたの？」

「はい。からだを鍛えようと思いまして」

「今しなくてもいいのじゃないかしら。それに――」




「あなたまでボケだすと、収拾つかないわ」







　　　ミカの二つの決意





[image: ]









　ミカは腹筋を中断して（というかほぼできていなかった）立ち上がった。

「わたし、この前のダミっこランランで二つほど、思ったことがあるんです」

「ぜひ、聞きたいわ」

　素直な普通の子が奇行に走った理由とは。

「一つは、もっとからだを鍛えなきゃってこと。呪いのほうはともかく、体力ないのはわたしのせいだし……」

「良い心がけだとは思うけど、授業中は授業に集中なさい」

「……ごめんなさい」

「で、もう一つも、ついでに聞かせてちょうだい」

「はい……。弓のストックがもう一本、欲しいなって。盗まれたり、壊されたりしたら、わたしはただの役立たずになっちゃうなって、気づいたんです」

　弓があってもそれなりに役立たずだが。

「えらいわ。……Ａ組にも、そんなまともなこと言う子がいたのねえ」

　――喜んでいいのかな？

「まあ、私のＢ組は、逆にまともな子ばっかりでつまらないのだけれど」

　どっちなんだ。

「……アトラちゃん。先生の部屋に使ってない弓があったわよね」

　アトラが居い候そうろうしているのは、アスケラ先生の部屋の物置である。

「はい。何本か、素晴らしいコレクションが」

　家主のヨイショを忘れないアトラ。

「ミカちゃんに、一つ貸しましょうか？」

「い、いえ！　とんでもないです！」

　――アトラの様子を見る限り……。

　――この先生には借りを作んないほうが良さそう。

「しかし、先生の弓は、すべて西弓ウエストボウです。ミカは、和わ弓きゆうじゃないと」

「そうね……。どうせ当たらないんだからどっちでもいい、ってことはないわよね」

　――先生、傷つきます……。

「そうだ。セツカちゃんに聞いてみたらどうかしら？」

「セツカ先生、ですか？」

「弓きゆう具ぐ屋やさんの娘だし、力になってくれるんじゃないかしら？」







　　　ノン融通
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　昼休み。ミカは弓術教員室を一人で訪ねた。

　セツカは、長い黒髪を後ろできつく束ね、メガネをかけた、見るからに堅かた物ぶつといった感じの女性教師である。

「あら、ミカさん。なにかご用？」

　――セツカ先生、ちょっと苦手……。

　年は若いが、そのたたずまいから、恐れている生徒は多い。

　また、ミカは以前、セツカが斧ふ術じゆつ科かの校舎で、頰ほおにこすりつけていたトマホークを、急に投げて窓ガラスを割るという、理解に苦しむ光景を目撃してもいる。

　――あれは、なんだったんだろ……。

「ミカさん、ご用がないならお帰りなさい」

「あ、あります！」

　ミカは、事情をセツカに説明した。

「なんですって？　自分の弓をもう一つ持ちたい？」

「は、はい」

「素晴らしいわ。その通りよ。弓は何本あっても良いものよ」

　――怒られるのかと思った……。

「先生はちなみに何本くらいお持ちなんですか」

「二百八十二本」

　即答。

　――そ、そんなに！

　――そんなに持ってるなら、一本くらいくれても……。

「貸たい与よはともかく、譲じよう渡とはできないわ」

　――そんなこと言ってません！

　思ってはいた。

「ただし、そうね。知人の弓具店で、購入時に割引が利きくようにはからうことくらいはできるわ」

「ホ、ホントですか？」

「噓うそをついてどうするの？」

「……そ、そうですよね」

　――やっぱ苦手……。







　　　父の名誉のために
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　教室に戻ったミカは、セツカに借りてきた弓のカタログをアトラたちに見せた。さまざまな色や形、大きさの弓の絵図が、価格とともに掲載されている。

「へえ、こんなにたくさんの種類があるものなのですね」

「みどりよりなんとかっ」

　――よりどりみどり、かな……？

「アトラも、アタランテを使い始める前は、ほかの弓を使ってたんだよね」

「ああ。だが、アタランテを手にしてからは、ほかの弓で戦うことは、もう考えられなくなってしまったな」

「ボクもそうですね。お母さんの作ってくれた、この弓でないと」

　――みんな一本しか持ってないんだ……。

　常にギリギリで挑む戦士たち。

「あたし、同じカタチだけど毎日違うやつだよっ」

　衝撃の事実がポロッと明らかになった。

「パ、パルちゃん？　それホント？」

「うんっ、なんかすぐ壊れちゃってねー」

　壊しちゃう、の間違いでは。

「あっ、これは、ミカさんの弓ではないですか」

　カホンが、和わ弓きゆうばかり掲載されているページを見ながら言った。ミカが使っているのと同型の弓が掲載されている。

「うん。そうだよ」

「ハンガク……？　半額なのっ？」

「違う違う。『ハンガク』っていう名前なの。『東とう弓きゆうハンガク』っていう、六ろつ傑けつよりもずっと昔の弓使いが使ってたって言われてる弓の、レプリカだけどね」

　レプリカにはランクがあり、カタログには、同じ『東弓ハンガク』のレプリカでも、価格の異なる型が複数紹介されていた。

「ミカさんは一番安い型のレプリカですね。本物とあまり似ていません」

「……そ、そーなんだよね。あんまり高いの使っても、ねえ？」

　――い、言えない。十二歳の誕生日に……。




　――お父さんが奮ふん発ぱつして買ってくれたなんて。







　　　フロムＡアトラ
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　放課後。

　当たらーズ正式メンバーは帰路についていた。

「やっぱ良い弓は高くて手が出ないなぁ」

　カタログを眺めながら歩くミカ。

「そういえばアトラさん。前にアルバイトをしていませんでしたか」

「ああ。入学前はずっと、なにか仕事を見つけては旅費や宿代に充あてていたし、入学してからも、たまに魔物退治のアルバイトをしてるよ」

　たくましいアトラ。

「ミカさん。どうせ新しく買うなら少しでも良いものが欲しいでしょう。なにかアトラさんにお仕事を紹介してもらったらどうですか」

　友達思いのカホン。

「……そうだね。やったことないから、ちょっと不安だけど……。なにかわたしにできそうな仕事ってあるかな？」

「みずしょーばいとかっ？」

　知っている言葉をとりあえず言うパラボラ。

　――さすがのアトラも、そこまでは……。

「まあ、近いものなら……」

　――知ってるの！

「そ、それは、ちょっと困るかな」

「なら、魔物退治のほうを紹介しよう」

「魔物退治って、どんなことすんの？」

「そうだな。この前、私が請うけ負おったのは……、山の作物を荒らすピットラットの群れを退治する仕事だ」

　――ネズミ退治か。それくらいなら……。

　――ついでに、からだも鍛えられるし。

「山中で一晩寝ずの仕事だったな。やつらは暗い場所でないと動かない。トラップを仕掛けて待つんだが、少しでも危険を感じると逃げてしまうんだ。そのくせ、こちらがスキを見せれば容よう赦しやなく急所を狙って嚙かみ付ついてくる。辺りにやつらの犠牲者のむくろが転がるなか、数十匹の群れを相手に――」

「水商売のほうで！」







　　　思い切ったサバ
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　ダミニチュア戦養校から、西の森を南に迂回し、川を一つ越えた先にエルシュラという街がある。

　魔王の封印後、勇者ダミンにゆかりのある土地として発展を遂とげ、現在では、古くからこの地方の政治を管轄していたコヴナゴ城下よりも、隆りゆう盛せいを誇ほこっている。

　元々は丘のふもとに広がる街だったが、近年では丘の上に新興住宅地が建設され、パラボラやヴィヴィアの家をはじめ、世界中から富豪が移り住んでいる。

　ダミニチュアで『街』といえば、エルシュラ。とくに、丘の下の市街を指すのが普通であった。ちなみに、丘の上は『ヒルズ』などと呼ばれている。

　まだ陽ひが暮れ始める前、街の一角にある酒場『バカスカ』のカウンターでは今宵の開店のため、準備が行われていた。

「アトラくんだったね」

「覚えていてくださいましたか」

　突然の珍客によって準備は滞っているようだ。

「忘れるわけないよね」

「それなら、話が早い。私の友人をここで雇やとって欲しいのですが」

「だめだね」

　口元にヒゲをたくわえた白髪のマスターは、アトラの申し出を即却下した。

「なぜです？」

「なぜって……。きみ、自分がなんでクビになったか覚えてる？」

「確か。武器を持って店内をうろちょろしていたからと、十八歳未満で学生だからということだったはず」

「見間違いじゃなければ、私には、武器を持ったダミ校の学生が、きみも入れて四人も見えているんだけどね」

　マスターの前には弓術科の制服を着た少女が二人。一人は、どう見ても子どもで、もう一人も大差ない。そしてローブ姿にステッキを下げた、サングラスの少年が一人。

「安心してください。就業時には、携けい帯たいしません」

「でも、学生だよね」

　マスターは一同をじろじろと見た。

「いえ、みんな、こう見えて実は二十代……、いや三十代と言っても過言ではない」

　誰が見ても過言だ。







　　　豹変マスター
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「じゃあ、なんでダミ校の制服を着てるのかな？」

　――うん、せめて着替えてくるべきだったね。

「それは……、趣味です」

　――あー、変なプロフィールにされてる。

「もしくは、すっごいりゅーねんっ！」

　――それもいやだな……。

「経歴に『もしくは』はないんだよ、お嬢ちゃん。噓はいけないな」

「さすがだ、マスター。よくぞ見破った」

「だまされるひと見てみたいね」

「察しの通り、彼女らはみな、私の同級生です」

「まだ、噓をつく気かい。このちっこい子は、どう見ても妹かなにかだよね」

「長女ですっ！」

　関係なかった。

　ミカは、ペコリと頭を下げて言った。

「ア、アルバイトさせてくれませんか？　わたし、その、……お金ほしいんです！」

　ストレートすぎた。

「だめだね。うちはアットホームな店を目指しているとはいえ、酒場は酒場だ。年とし端はもいかない学生がうろつく場所じゃないよ」

　マスターは厳しい口調で宣告した。

　――そりゃ、そうか。

　――おもての貼り紙にもバッチリ書いてあったもんね……。

「べつにいいんじゃない？」

　カウンターの奥の部屋から、エプロン姿の年端もいかない娘が出てきた。

「スージィ。お前は黙って料理の仕込みをしていなさい」

「だからさ。スーだって料理の仕込みしてるんだよ？　このお姉さんたちがお店手伝っちゃいけないなんて、おかしいんじゃない？」

「それとこれとは、話が別だ」

「ねぇ、パパぁ、おねがーい」

「ＯＫ。許可しよう」

　――はいっ？







　　　一人歩き
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　出し抜けなＯＫに、ミカは思わず聞き返した。

「えっと、働いてもいいんですか？」

「ああ、いいとも。奥で着替えてきなさい」

　――な、なにが起きたの？

「娘にあんなふうに頼まれたら断れないよね」

　意外とダメなおじさんだった。

「じゃあ、私も」

「なにを言ってるんだ、アトラくん。きみは許可してないよ」

「いいじゃない、パパ。にぎやかなほうが楽しいよ？」

「スーだってわかっているだろう。このアトラくんは、仕事の途中で急にいなくなったり、店の皿を弓で……」

「ねぇ、パパぁ、おねがーい」

「早く身み支じ度たくを」

　――簡単だ、このひと！




「みんなで、わたしに付き合わなくてもいいのに……」

　通された奥の部屋で、制服のベストを脱ぎながらミカが言った。

「いいじゃないか。私も、志こころざし半ばで放棄した職に、もう一度挑戦したい」

　だが、言うほど志していなかったアトラ。

「おもしろそーっ！」

　興味本位なパラボラは、危険物の詰まった矢や筒づつを備え付けのロッカーにしまった。

「カホンも、人見知りじゃなければな」

「カホちゃんがいたら、お客さんびっくりだろうけどね……。ところで――」

　ミカは、部屋の入り口でかしこまっているサングラスに尋たずねた。

「タロくんは、なんでいるの？」

「さすが、常識人のミカさん。このままずっと、誰もふれてくれねえんじゃねえかと、内心ヒヤヒヤもんでした」

　――いや、ふれずにはいられないよ。

「『当たらーズ』は四人でないといけねえと、風のウワサで聞きましてねえ」

　――他学科に浸しん透とうしてる！







　　　ダメ出し
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　マスターは、カウンターの前に集結した新規スタッフを眺めた。

「みんな、着替えたね。さて、どこから指摘していこうか。まず、ミカくんだったね。きみは問題ないね」

　着慣れないウェイトレスの服装に身を包んだミカが、もじもじと返事をした。

「は、はい」

「で、タロくん。よく似合ってるね」

　白シャツに蝶ネクタイ、黒いベストに、黒いサングラスのタロが小さく頭を下げた。

「そいつぁ、どうも」

「ただし、できればサングラスは取りたまえ。そして、アトラくん」

　白シャツに蝶ネクタイ、黒いベストに、青いアタランテのアトラ。

「まず、わかるよね。それはロッカーにしまってきなさい」

「気づかれたか。さすがだ、マスター」

　当たり前。

「で、なんで男物を着てるのかな」

「あ、これ、スーがお願いしたの」

　エプロン娘のスージィが、アトラの後ろ髪を束ねながら言った。

「バーテンさん。ね、かっこいいでしょ」

「まあ、お客さんの前をうろちょろして、なにかトラブルを起こすよりはいいかもしれないね。わかった。きみはそれで良し。……で、最後にきみ」

　パラボラは、襟えりに埋まっていた顔を出した。

「はいっ！」

「きみは問題だね」

「スーの服でも、余っちゃうね……」

　床に垂れたスカートのすそを、少しめくりながらスージィがつぶやく。

「そもそも私は、きみみたいな幼い子を酒場で働かせることには、ちょっとまだ抵抗あるよ」

「きょーしゅくですっ！」

「ただし――」

　マスターは顔色一つ変えずに言った。

「かわいいから許す」







　　　不人気の現実
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　調理場に、ゴリゴリという低い音が鳴り響く。

「スーちゃん、代わろうか？」

　ミカの声に、スージィはすりこぎを回す手を止めて微笑ほほえんだ。

「わーい。じゃあ、ミカさんにお願いしちゃおうかな」

「まかせなさい。……わあ、とろろだ」

　ミカは、すり鉢ばちの中身を見て言った。

「ミカさん、とろろ平気？」

「うん。わたし東国出身だから、地元じゃよく食べるよ」

「スーのママも東国の生まれでね。好物だったんだ」

「へー、そういえば、お母さんってなにしてるの？」

　――あ。今、スーちゃん『だった』って言ったよね？

　――ひょっとして、このパターンは……。

　スージィは、視線を床に落とした。

「二年くらい前に……、出ていっちゃった」

　――聞かなきゃ良かった！

「パパはね。もともとお城の調理場で働いてたんだ。でも、自分のお店が持ちたいって、こっちに越してきたんだけど、ママはパパについていけないって、それで……」

「じゃ、じゃあ、男おとこ手で一つだね！　あー、うちのお父さんも、元気かなあ！」

　ミカは、強引に話題を変えた。

「ミカさんちは、どんなパパ？」

「ちょっと頼りないけど優しいよ。誕生日に弓をプレゼントしてくれたりとか」

　――安物だけど。

「そっか。ミカさん、弓術科なんだね。ダミ校って楽しい？」

「うん、楽しいよ」

「スーね。来年受験しようかと思ってるんだ」

「ホントに？　じゃあ今度、学校に見学においでよ！　道場案内してあげる！」

　ミカは、すりこぎを持つ手を止めて、目を輝かせた。

「ごめん、ミカさん。スー、魔道士になりたいんだ」

「……そ、そう」

　ゴリゴリ……。







　　　できる男
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　夕暮れの街角に、かん高い声がこだました。

「バー『なんとか』ですっ！　一杯どうですかっ！　飲みやすい『なんとか』と『なんとかりょーり』もウマイ！　『なんとか』ですっ！」

　寂れた通りに似つかわしくない愛らしい少女の声に、思わず足を止める人々。

　店の名前こそ伝わらなかったが『バカスカ』の店内には、かつてないほど客が押し寄せていた。




「お酒追加ぁー！」

「かしこまりました」

「さっき頼んだパイ、まだ来てないんだけど？」

「へい、ただいま持っていきます」

「ウェイターさん。これって、どんな料理なんですか」

「これはですねえ。カボチャの中身をくり抜いて……」

「すみません。グラス倒しちゃって」

「すぐお取り替えしましょう」

「なあ、きみ。彼女に似合う酒はなんだろう」

「それでしたら、こちらの――」




　テキパキと仕事をこなすサングラス少年に引きかえ、ミカはトレイを抱えて、カウンターの隅すみでおろおろしていた。

　――わ、わたし役に立ってない……。

　ミカは、一いつ心しん不ふ乱らんにシェイカーを振っているアトラに声をかけた。

「タロくん、すごいね……」

「ああ、誰も敵かなわないな。……あの適応力には」

　シャカシャカシャカ……。

「それ、ずっと振ってるけど、いつお客さんに出すの？」

「これはただの水だ」

「え……」

「絵になるから、とりあえず振っていろと言われた」

　――わたしとどっこいどっこいだね。







　　　ガラの悪い客
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「ミカさん。そっちのテーブル、片付けお願いできますかい？」

「は、はい！」

　タロの的確な指示によって、ミカもそれなりに活躍しつつ、夜は更ふけていった。




　パラボラの客寄せに誘われて押し寄せたファミリー層も今は姿を消し、店内にはまばらな客だけがいた。

「パラボラさん、お疲れさま。もう休んでね」

「ふわぁ……。『なんとか』ですぅ……」

　スージィが、しきりに目をこすっているパラボラの手を引いて奥の部屋に向かう。

「だいぶ客足も落ち着きましたねえ」

　タロが、カラになった食器を片付けながらつぶやいた。

「タロさん。大活躍だったね」

「魔法使いのようだったな」

「いや、実際そうなんですが。……おっと、二名さまご来店と」

　タロは、そそくさと接客に向かった。




　奥の部屋の椅子で、パラボラは小さな寝息を立てて眠ってしまった。

「ふふっ、かわいい」

「スー」

「パパ。パラボラさん、寝ちゃった」

「もう夜も遅い。お前もいつもどおり、上に戻って寝なさい」

　父親の言葉に、スージィは不満げな表情を浮かべた。

「みんなはー？」

「そろそろガラの悪い客も来る時間だ。もちろん、あの子たちも帰す」




　女性客は、メガネのフレームを持ち上げながら注文した。

「クレアカオスを、一杯いただくわ」

「ホントですかい？　一番強い酒ですが、大丈夫ですかい」

「噓をついてどうするの？」

　入り口に背を向けていたミカは、女性客の声に硬こう直ちよくした。







　　　自省の鬼





[image: ]









　アトラは、シャカシャカとシェイカーを振りながらチラリと女性客を見て言った。

「なんだ。セツカ先生じゃないか」

　飛び上がってカウンターを乗り越えたミカは、アトラごとからだを伏せた。

「ど、どうした、ミカ？」

　ミカは人差し指を唇に当て、ひそひそとアトラに言った。

「こんな時間に酒場にいるとこなんか見つかったらまずいってば！」

「だが、遊んでいたわけではないし」

　シャカシャカやってただけだが。

「アルバイトしてるのがまずいんだって！」

「アスケラ先生なら許可してくれるが？」

「セツカ先生だもん！」

「あ。見たことあるっぽいと思ったらタロくんだ」

　もう一つ、聴いたことのある声がして、ミカはカウンターから恐る恐る顔を出した。

　セツカの向かいに、見覚えのある魔術科教師の姿がある。

　――あのひとは確か、ダミっこランランのときにいた……。

「ありゃ、フィオレ先生。こりゃ、まずいところを見られちまいましたね」

「えー、べつにだいじょぶだよ」

　アトラもカウンターから目を出した。

「魔術科の先生だって、あれくらいの反応だろ？」

「そ、そうだね……」

　突如、テーブルを強く叩く音が店内に響いた。

「フィオレ先生！　もう少し教師としての自覚をお持ちなさい！」

「セツカ先輩こわーい」

「これだから魔術科は生ぬるいのよ。もし私が、学校に無断でこのような場所に出入りしている教え子を見つけたら――」

　――み、見つけたら……？

「少なくとも、二時間は説教をするわ」

「えー、かわいそー」

「そのあと四時間は、生徒の指導を誤った、自分を省かえりみるわ」

　――マ、マジメ……。







　　　先輩の相談
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　まったく、腹立たしいわ。

「それにしてもセツカ先輩が、あたしを誘うなんて珍しいですね。弓術科のひととだって滅めつ多たにお食事とかいかないっぽいイメージでしたけど。相談ってなんですか」

　あなたのような未熟者に教えを請わなければならない自分が、腹立たしいわ。

「斧術科のカ、……カバサ先生のことなのだけれど」

　ああ。名前を出すだけで、なぜ少し緊張してしまうの、私。

「あ。斧おのんとこのカバさん先生ですね」

　変な風に呼ぶな、小娘。

「……カバではなくプロングホーンだそうよ」

「プロングホーンって、なんですか？」

「鹿しかと牛の中間みたいな生き物だそうよ。その獣人だそうよ」

「詳しいんですね」

「……ともに生活指導の担当だから接する機会が多いのよ。それだけよ」

　あぶない。勘かん繰ぐられるわけにはいかないわ。

「へー。で、カバさんがどうしたんですか」

「その呼び方は失礼ではなくて」

「でも、斧術科のコがフツーにそう呼んでたっぽいですよ」

　なんてこと。知らなかったわ。私より、この小娘のほうがあのひとについて知っていることがあるなんて。はっ、まさか。この子も、あのひとのことを……？

「あなた、実はあのひとと親しいの？」

「ぜんぜんですけど？　プロなんちゃらってことも知らないし」

　ふっ、それもそうね。

「だいたい、カバさんこわくないですか。声だけ聴いてたら、おだやかーな感じですけど、顔見ちゃうと、わぁー、って感じで。ツノとかあるし」

「なにを言ってるの。ツノがいいんじゃない」

「えー、いいんですか」

　はっ、しまったわ。

「ツ、ツノだけよ……。弓に似ていますもの。そうよ。私はおかしなことは言っていないわ。言っていないわよね。言っていないでしょう。言っていないとおっしゃい！」

「……セツカ先輩こわーい」







　　　最終目標
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　――なんの話してるんだろ？

「なにしてるんですかい、アトラさまにミカさんも？　注文を――」

「しーっ。タロくん、しーっ！」

「あー、メガネの先生にバレたらまずいんですねえ。わかりました。おれが持っていきます。隠れててください」

「へ、邪魔するぜえ！」

　乱暴にドアを開ける音がして、男たちが数人、ずかずかと店内に入ってきた。

「ありゃ、またお客さん来ちまいましたね」

「スーが出るよ」

　スージィが、エプロンを締め直しながらバタバタと対応に向かった。




　取り乱してはだめよ。あのひとへの気持ちを気づかせずに……、気づかせずに相談をするのよ。恋愛の経験が豊富そうなフィオレ先生に相談を……。

　はっ、恋愛だなんて。これは決してそんなものじゃ……。

「お待たせしました。クレアカオスにダミニチューハイです」

　決して、そんなものじゃ……。

「あれ？　先輩。なんか、顔赤くないですか」

「……アルコールのせいね」

「えー、まだ飲んでないですけど」

　私はただ、私はあのひとと、あのひとと……。




「ア、アトラ。あのおじさんたちって……」

「前にどっかで見たな」




　スージィは男につかまれた腕を振りほどこうとした。

「……や、やめてください！」

「へへへ、おじさんと一緒に、いいことしようぜえ」




　そう、あのひとと、いいことがしたいだけ……。

　はっ、なに考えているの、私！







　　　弓なしアトラ
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　汚い身なりの三人の男たちは、ニタニタ笑っていた。

「げへー、ガキには興味なかったんじゃねえすか」

「へっ、いいじゃねえか、たまにゃあ」

「あいつら……」

　カウンターから身を乗り出そうとするアトラを、ミカがつかんで止める。

「待って、アトラ、今出て行ったらセツカ先生に……」

「だが、スーちゃんが」

「タ、タロくんがなんとかしてくれるよ」

　タロはすでに、男たちに駆け寄っていた。

「おっと、お客さま。ここはそういう店じゃねえですよ」

「なんだてめえ」

「ただのウェイターですがねえ。……ソサレマ・つむじ風！」

　タロは右手を掲げてつぶやいた。

「ぐへっ、お前、魔法使い」

　タロは小さな竜たつ巻まきを作り出すと、指でぐるぐるとかき回し始めた。

「この竜巻があなたがたを襲いだす前に、手を放したほうが身のためですねえ」

　――じ、時間かかりそう……。

「さあ、さっさと――ブッ！」

『ぐへっ』と言った男にぶっ飛ばされたタロの顔から、サングラスが外れた。

　――タロくん、実はイケメン！

　――いや、じゃなくて。

「どうしよう、アト――」

　ミカの横に、もうアトラはいなかった。

　いつの間に移動したのか。男たちが囲むテーブルの前に立っていたアトラ。

「ぐへ、お前、森で会った」

「げへー、弓で殴る女っすねー」

「そうだ。私は矢がなくても弓で戦える。わかっているなら、その子を放せ」

「へ、そうかい、ねーちゃん。だけどおじさんの見たところ、今日は弓すら持ってねえようだがなあ」

　痛いところをつかれた。







　　　棒探しミカ
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　ミカはアトラの顔に、一瞬『しまった』という表情が浮かんだのを見逃さなかった。

　しかし、アトラは、堂々とした態度を崩さない。

「……弓がないからなんだ。私は弓がなくても、弓で戦える」

　さすがに無理がある。

「へへへ、そいつぁ、ちょいと見てみたいねえ」

「げへへ」「ぐへへ」

　――アタランテとってこなきゃ！

　ミカが奥の部屋に飛び込むと、パラボラの寝顔の前に無言でたたずむ、マスターの姿があった。

「マスターさん、大変です！」

「私は寝顔を見てただけだよ。本当だ。スーに誓ちかって、なにもしていないね」

　なんの言い訳だ。

「マスターさん、そんなことより、スーちゃんとアトラが大変です！　ガラの悪いひとたちに絡からまれてます！」

「スーが？」

　マスターは、言うが早いか飛び出していった。

「わたしはアタランテを……。確か、このロッカーに」

　ミカはロッカーの取っ手に手をかけたが、開かなかった。

　――そうだ。鍵はマスターさんが……。

　マスターはもう、行ってしまった。

「……アタランテじゃなくてもいいや。とにかく長くて丈夫な棒！」

　――棒さえあれば、アトラは無敵！

　地味すぎる無敵アイテム。

　ミカは、ざっと部屋を見渡したが、しっくりくる長細い棒は見つからず、続いて調理場を探した。

　――すりこぎじゃ短いし……。

　――えーい、もう、これでいいや！

「ひ、ひええええ！」

　情けない男の悲鳴が、店内から聞こえてくる。

　――まさか、マスターさんっ！







　　　ジネジョンテ
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　ミカが、アトラのためにと、とりあえず一番アタランテに近いものを持って店内に戻ると、意外な光景があった。

　――あれ？

　三人の男は汚い服を無数の矢で射い抜ぬかれ、壁に貼り付けられている。

「こ、こりゃあ……逃げるしかねえぜ！」

「ぐへー！」「げへー！」

　服がちぎれるのも構わず、男たちは身をよじって壁から脱出すると、店の外へ逃げていった。

「口ほどにもない連中ね」

　セツカが、矢を壁から引き抜きながらつぶやく。

「先輩つよーい」

「つよーい、などと言っている場合？　あなたも戦士学校の教師でしょう」

「えー、だってあたし直接戦う魔法使えないかもですし……。あ、タロくん、大丈夫？　痛いの痛いの飛んでいくかもー、のヒマニマー」

　フィオレが場違いにのんきな声でタロの頰ほおに手をかざすと、殴られた痕あとはきれいに消え去った。

「すんません、面めん目ぼくねえです」

「パパぁ……」

　スージィは泣きながら、マスターにすがりついていた。

「だから、上に戻っていなさいと言っただろう」

「ごめんなさい……」

　――なんか……。

　――もう、ぜんぶ終わってるんですけど。

　出る幕がなかった。

　ミカは、やはり出る幕がなかったらしく、ただ腕を組んで立っていたアトラに話しかけた。

「アトラ、あれって全部セツカ先生が？」

「ああ。さすがセツカせ――ミカ、なんだそれは」

「え、えっと。アトラの……武器？」

　ミカは身の丈より長いヤマイモを抱えていた。







　　　おとがめなし
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　店のなかが滅め茶ちや苦く茶ちやになってしまったため『バカスカ』はいつもよりも早く店じまいとなった。

「さて、みなさん。どうして、こんな場所に出入りしていたのか説明しなさい」

　――うぅ、うやむやになるかと思ったのに……。

　そんなに都合良くない。

　ミカ、アトラ、パラボラの三人は、セツカの前に立たされていた。

「え、えっと……」「……」

「ふわぁ……。せんせーも、バイトぉ？」

　――パルちゃん、バイトって言っちゃだめ！

「私がお話ししましょう」

　スージィを連れて二階に上がっていたマスターが戻ってきた。

「ダミ校の先生ですよね。娘を助けていただき、ありがとうございました」

「あの醜みにくい者たちが、うるさかっただけです。こちらこそ、店の壁を穴だらけにしてしまったこと、深く反省しています」

「いえ。娘が無事でなによりです。ところで、アトラくんたちのことですが――」

　マスターは、さらりと言ってのけた。

「私が無理を言って、手伝いに来てもらっていただけです。学校に無断で、アルバイトなどしていたわけではありませんよ」

　――マスターさん……。

「そう……」

　セツカはメガネを光らせながら、三人の顔を一いち瞥べつした。

　――う、疑ってる？

「……店主さん。今後、そのようなことは、なさらないでいただけます？」

「ええ、もちろんです」

「あなたたち、早く着替えてらっしゃい」

　――良かった。バレてないみたい。

「ミカさん」

　ホッとして奥の部屋に向かいかけたミカを、セツカが呼び止めた。

「は、はい！」

「良い弓が、買えるといいわね」







　　　遊びにおいで
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　ミカたちが奥の部屋に戻ると、店長がついてきてドアを閉めた。

「みんな、ありがとう。正直、あんなにお客さんが入ったのは初めてなんだ。きみたちのおかげだよね」

「そんなこと……」

「ふわぁ」

「礼には及びません」

　シャカシャカやってただけだから確かに及ばない。

「ただ、先生にも見つかってしまったし、今日の分はもちろん払うけど、アルバイトはおしまいだ」

　――今日の分だけじゃ、あんまり足しにならないな……。

　――ていうか、それより……。

　――結構、楽しかったんだけどなぁ。

「だけど――」

　マスターは、笑みを浮かべて言った。

「いつでも店に遊びに来なさい。スーが喜ぶ」

「いいんですか」

「エルシュラに越してきて……、母親が出て行ってから、あの子は一人ぼっちでね。きみたちのような同世代の友達がいてくれると、私としても安心だ」

「……わかりました」

「それにきみたちが来るのは、私も嬉しい」

　マスターは、とくにパラボラに向けて言った。

「ふわぁーい」

　――なんか、ちょっと不安。

　パラボラを一人で行かせてはいけないと、ミカは心に誓った。

「私も、バーテンダーをもっと極きわめにこよう」

　シャカシャカやってただけだが。

「アトラくん。聞いてたかい。働くのはだめだよ」

「極めたいだけです。……それより、マスターは、いつまでここにいるんです？　私たちは着替えたいんですが」

「気づかれたか。さすが、アトラくん」







　　　やっぱ苦手
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　店の外は、すっかり暗くなり、月も雲に隠れていた。

「フィオレ先生は、パラボラさんとタロさんをお願い」

「結局、相談ってなんだったんですかー」

　セツカは眉まゆ根ねを寄せた。

「……それはまたの機会にするわ。今日は、二人を無事に帰して」

「はーい。じゃ帰ろっか、タロくんに、ヨシコちゃんのお姉ちゃん」

「すいませんねえ」「ふわぁい、みんな、じゃあにゅあああ……」

　フィオレはタロと、タロの背中でそのまま眠ってしまったパラボラを連れて、ゆるやかな坂道を登っていった。

「ミカさんとアトラさんは、私が寮まで送りましょう」

「あ、ありがとうございます」




「――アトラさん。『ダミっこランラン』では、お見事でしたわね。私は救護者の担当で、勇姿が見られず残念だったわ。しかし、なぜ失格に……」

「くくっ」

「なにがおかしくて？」

「すみません。セツカ先生の口から『ダミっこランラン』と言う言葉が出るのが」

　――そ、そんなこと言っちゃ怒るよ……。

「ふふ、確かにそうね。大会名を改めるべきよね、滑こつ稽けいだわ」

　セツカは、わずかに口元を緩めた。

　――助けてくれたし、面倒見もいいし……。

　――思ってるより優しい先生なのかな？

「あの、先生」

「なんです、ミカさん？」

「フィオレ先生とは、なんの話をしてたんですか？」

「ミ、ミカさん、あなた――」

　セツカの顔が色を失った。

「なにか聞いていたのじゃないでしょうね？　どうなの？　ねえ！　なにを聞いたのかおっしゃい！　私のなにを――」

「き、聞いてませんです！」







　　　待ち伏せ
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　バスターシュ家の前までたどり着くと、タロはパラボラを背中から下ろした。

「じゃあ、すいませんがパラボラ嬢は頼みます」

「はーい。タロくんは、ヴィヴィアちゃんちでいいの？」

「家族ともども、一緒に住んでますんで」

「えー、じゃー、お風呂をばったりあけちゃうハプニングとかあったり？」

「なんですかい、そりゃ。ありませんよ。同じ家っても――広いですからねえ」

　フィオレの前には、端から端までダッシュするだけで、息切れを起こしそうな門が構えていた。




　タロが門を抜けると、夜の静けさをぶちこわす声に呼び止められた。

「こんな時間まで、なにをしておりましたの？」

「ありゃ、お嬢さま」

「護ご衛えいのくせに、何時間もわたくしを放っておくなんて、どういうつもり？」

「お屋敷にいらっしゃると思いましたんで、安全かと。第一、アトラさまやアトラさまのご友人の様子を探ってくるように言ったのは、お嬢さまでしょう」

「こんなに遅くなるとは思いませんの。……それでどうでしたの？」

　ヴィヴィアは偉えらそうに聞いた。

「いやぁ、楽しかったですねえ」

「あなたの感想など聞いておりませんわ！」

「ミカさんはなにやら、やっかいな呪いにかかってらっしゃるらしいんで」

　タロは入手した情報を伝えた。

「――不当あたらずの呪い、気になりますわね」

「ところで、お嬢さまこそ、なんで、こんな時間までお屋敷の外に？」

「星を見ていただけですわ」

　タロは、サングラスをずらして夜空を見上げた。

「？　曇りですが」

「心の目があれば、雲などかき消せますわ」

　そんな魔法は使えないヴィヴィア。

「……星なんか眺めるご趣味でしたっけ？」

「やかましいわですわ！」







　　　幕間３　カホンの冒険




「知らない人間さんの多いところは、遠慮します」

「そっか……。じゃ、お留守番よろしくね」




　ダミニチュア女子学生寮。

　夕食の時間になり、ミカやカホンの暮らす南棟の廊下は、食堂のある中央棟へ向かう生徒たちでにぎわっていた。

　そのにぎわいを避けるように、廊下の隅っこを歩く、鹿のような顔の少女が一人。

　――知らない人間さんは、こちらにもたくさんでした。

　いつもならば、ルームメイトであるミカとともに、談だん笑しようしながら歩く廊下。

　ところが今日は、ミカはアルバイトに出かけてしまい、寮にいないのだった。

　――ミカさんがいないだけで、こんなに心細いなんて。

　いつもはなんてことのない廊下が、知らない街の初めて通る道のように思える。

　――でも、こんなことで怖気づいていてはいけません。

　――ボクだって、戦士の卵……。

　カホンは、ひづめのついた拳こぶしを小さく握り、決意した。

　――この試練、乗り越えてみせます。

　戦士になるために必要な試練かどうかは、謎なぞだが。

　――こんなときは、お兄ちゃんのことを考えて元気を出します。

　――お兄ちゃんの手……。お兄ちゃんのツノ……。お兄ちゃんの斧……。

　カホンは、いつもより長く感じる廊下を、大好きなお兄ちゃんのことを考えながら、ゆっくりと進んだ。

　ただひたすら、下を向きながら。

　――上級生さんと、目を合わせてはいけないのです……。

　一番カホンを不安にさせていたのも、誰あろう、お兄ちゃんであった。




　もたもた進んでいたため、いつもより遅い時間になってしまい、着く頃には食堂の人数も減っていた。

　――でも、知らないひと、たくさんです。

　顔見知りの弓術科生がいればと見渡したが、他学科生ばかりが目に入る。

　カホンは、山盛りのサラダを皿に盛り付けると、白いクロスの敷かれた長いテーブルの隅っこに腰かけた。近くには誰もいない。

　――すぐに食べて帰りましょう。

　カホンはちまちまとサラダを頰張りながら、今頃ミカたちはどうしているだろうと考えた。

　――みなさん、楽しくお話をされたりしているのでしょうか。

　不意に淋さびしくなる。

　――おや？

　カホンの広い視界に、見覚えのある人物がフレームインしてきた。

　魔術科の制服を着たその人物は、きゃしゃな腕でスープ皿を乗せたトレイを持って、のろのろと進んでいる。

　――あれは、ダミっこランランでご一緒したバサルタさん……。

　カホンは声をかけようかと思ったが、躊ちゆう躇ちよした。

　――きっと、魔術科のお友達さんと一緒です。

　だが、バサルタはのろのろと、カホンから少し離れた席に一人で腰かけた。

『ミカちゃん、シカちゃん。また今度お話ししてね……』

　――ミカさんはいませんし、ボクはシカちゃんではありませんが。

　約束はした。

　――お話をしても大丈夫、なはずです。

　カホンは、サラダボウルを持ってバサルタのとなりに移動した。

「……となりに座ってもいいですか」

「シカちゃん……」

　バサルタは、カホンの顔を覚えていた。忘れるような顔でもないが。

「カホンです」

「ああ、ごめんなさい……。どうぞ」

　――良かったです。

　カホンがとなりに座ると、バサルタはサラダの山を見て言った。

「お野菜ばっかりね……」

　バサルタは、スプーンでスープをすくい、とても大事なもののようにそっと口に運び、ゆっくりと飲み干した。

　――こんなに美お味いしそうにスープを飲むひと、初めて見ました。

「ミカちゃんは、寮の子じゃないの……？」

「今日は、ちょっとおでかけです」

「そう……。ダミっこランランでは、ごめんなさい……」

　バサルタが、ミカを故こ意いに遅くなるよう仕向けたこと、弓術科の教室に忍び込んで弓を盗み出したことは、カホンも聞いていた。

「シカちゃんにも悪いことを……」

　バサルタは本当にすまなそうに言った。

「いいえ。ボクはどっちみち、足は遅いですから。ちなみに、カホンです」

　ちなみに完走者のなかでビリだったカホンです。

「ミカちゃんにも、きちんと謝りたい……」

　カホンには、バサルタが他人のものを盗んだりする人間にはとても思えなかった。

　――でも、去年のＰＯＹポイで優勝したつわものさんです……。

　そこまで考えたとき、カホンは大変なことに気づいた。

「あ、あの、バサルタさんは、留年、なさってるんですよね」

　バサルタのスプーンを持つ手が止まる。

「ああ……。言わないで……」

　バサルタは、ひどく落ち込んだ。

　だが、カホンの動どう揺ようはそれどころではない。

　――ど、どうしましょう。留年されてるということは……。

　――ある意味、上級生さんなのでは？

　カホンは不意にバサルタが恐ろしく思えてきて、がむしゃらにサラダをかきこんだ。

　――早く食べてしまって、ここを離れたほうが安全です。

　足は遅いが、速そく射しやで鍛えた腕の動きは素早い。

　バサルタが、不思議そうな顔でカホンの様子をうかがっている。

　――目を合わせてはいけません。

　バサルタの手がカホンの胸元に伸びた。

　――第二ボタンを引きちぎられます！

　カホンは怯おびえて動けなくなり、目をつぶった。

「ゆっくり食べなきゃ……。こぼすと、みっともない……」

「……え？」

　カホンが目を開けると、バサルタが手に持っていたのは、第二ボタンではなく、千せん切ぎりになったキャベツの一切れだった。

　――こぼしたのを取ってくれたんですか……。

「はい……。あーんして……」

　バサルタは、カホンの鼻先に、拾ったキャベツを差し出した。

　――怖がっていた自分が、恥はずかしいです……。

　だが、カホンが口を開きかけると、バサルタは自分で食べてしまった。

「あっ」

「ふふ……。落とした罰ばつ……」

　バサルタは、微笑んだ。

　――だまされてしまいました。

「バサルタさん」

「うん……？」

　また、のろのろとスープを飲みだしたバサルタは、再び手を止めた。

「バサルタさんは、ちょっとだけ――」

　お兄ちゃんみたいですね、と言いかけて、お兄ちゃんはお兄ちゃんしかいないと思い直した。

「お姉ちゃんみたいですね」

　それを聞いたバサルタは、また落ち込んだ。

「……。同級生なのに……」

「あ、いえ、そういう意味では――」

　――言葉って難しいです。

「でも、シカちゃん……。今日は、声をかけてくれて、ありがとう……」

　――カホンです。

　いちいち指摘するのが面倒になってきたカホン。

「ヴィヴィアちゃんもヨシコちゃんも、ヒルズに住んでて……。ほかに、仲のいい魔術科の子、いないし……。同室の子には、いつも置いてかれちゃうから……。わたし、寮ではいつも、一人なの……」

　カホンは、口を挟むことなく、バサルタの話を聞いていた。

「また、ミカちゃんが、いないときに、一緒に、ゴハン、食べてくれる……？」

　バサルタが、もじもじ言うと、カホンは少し考えてから、きっぱりと断った。

「それは、できません」

　バサルタは、これまでで一番落ち込んだ。

「そう……。わたしなんか……。そうよね……」

「あ、いえ、そういう意味ではなくて。今度は、みなさんで食べましょう。ミカさんも、アトラさんも一緒に」

　カホンの申し出に、バサルタはとても嬉しそうに、小さくうなずいた。

　――ふぅ、ちゃんと伝わりました。




　カホンは一つ、試練を乗り越えた。

　戦士になるために必要な試練なのかは、謎だが。
































　　　バサルタ先輩と魔ま術じゆつの話
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　ああ、先輩だなんて……。

　先輩だなんて……。




　わたしの魔術は、ソサレマの一分野、召しよう喚かん魔法……。

　召喚といっても、精せい霊れいを呼ぶのではなくて、精霊を自分のからだに取り込んで、姿を変へん容ようして力を使うの……。

　わたしの場合は水の精霊獣……。黒水獣ブラツクウオーター……。

　ああ、ごめんなさい……。

　実は、わたし、ほとんど、それしかできないの……。

　だから、普通の魔法のことはあまり……。回復術とかあるんでしょうけど。ああ、そんなものが使えたら、自分にかけ続ける……。

　ああ、それはそれで疲れそう……。

　昔から、からだが弱くて……。留年したのは、出席日数が足りなかったせい……。

　弓きゆう術じゆつ科かのミカちゃん……。

　どことなく、わたしに通じるものがあると思ったら、呪われてたのね……。ヴィヴィアちゃんが話してた……。かわいそう……。

　ああ、ヴィヴィアちゃんに頼まれたからって、弓を盗んじゃったりして。ごめんなさい、ミカちゃん……。

　ああ、でも、ヴィヴィアちゃんも大切な友達……。あの子は、誰にでも敬語を使うから……。わたしが年上とか、関係なしに……。だから……。




「バサ様」

「なあに、ヴィヴィアちゃん……」

「明日の校外学習。わたくしと同じ班になっていただきますわ」

「校外学習……。もう、そんな時期……」




　北山林での校外学習、一年ぶりね……。

　あ……。




　一年ぶりなの、わたしだけで、ごめんなさい……。







　　　バシャ遠足
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　ダミニチュア戦士養成学校、北側馬車停留所。

　ダミ校には北と南の二ヶ所、通学馬車の停車場がある。

　いつもは、決まった時刻に一台ずつ馬車が来る停車場に、数台の大型馬車がズラリと並び、弓術科と魔術科の一年生が集まっていた。

「馬車乗るの、楽しみだねっ！」

　パラボラが、元気に言った。

「パルちゃん、乗ったことないの？」

　エルシュラ市街やヒルズから登校する学生の大半は、通学馬車を利用しているが、体力のあり余っているパラボラは徒歩で往復している。

　――それにしたって、一回くらい乗ったことありそうだけど……。

「どこ行くのも、走ったことしかないっ！」

　――ダミっこランランで強いわけだ……。

「今日は魔術科さんと、ボクたちだけなのですね」

　カホンが悲しそうに言った。

「魔術科、苦手？」

「いいえ。斧ふ術じゆつ科かも合同なら、お兄ちゃんとも一緒だったのにと」

　――あー、なるほど。

「斧術科は、剣けん術じゆつ科かとコヴナゴ城見学らしいよ」

「ボクもそっちが良かったです」

「そう？　お城見るより、わたしはこっちのほうがいいなぁ」

「今日って、どこ行くのっ！」

　はしゃいでるくせに、パラボラは目的地を把握していなかった。

「北の山林で、ベリーハンティングだよ」

「気が進まないです」

「カホちゃん、くだものとか好きじゃなかった？」

　――あと、葉っぱとか、草とか。

「ボクは北ほつ方ぽうの生まれなので、あの辺りは何度か訪れたことありますし……」

「あ、そうなんだ」

「それに何度か、……動物と間違われて射うたれた思い出も」

「……そりゃ、気ぃ進まないね」







　　　手に入れば良し
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「おはよう」

　大きな風ふ呂ろ敷しき包みをアタランテにぶら下げたアトラが、よく通る声で言った。

「アトラ、遅かったね」

「アスケラ先生の荷物を持たされ……、持たせてもらっていた」

　本人の気配を感じたらしい。

「今、Ｂ組の馬車に積んできたところだ」

「積んできた、って……。じゃあ、その重そうなのは？」

「これは、私の荷物だ。そうだな。先にみんなにも渡しておこう」

　アトラは、風呂敷をほどくと、鉄製の胸当てをなかから取り出した。

「ミカの分だ」

　ごく自然に、それを手渡すアトラ。

「あ、ありがと」

　――いや、待った待った。

「……これ、どしたの？」

　見れば、アトラはすでに装備していた。同じ班のカホンとパラボラ、ヌンキとシゲタカにも胸当てを配りながら、アトラが答えた。

「北の山林でアルバイトをした際に使用したものだ」

「あー、ネズミ退治だっけ？」

「そうだ。やつらはスキをついて、心臓に飛びかかって来る」

　――酒場のバイトにしといて良かった……。

「これを装備していれば、とりあえずは安全だ」

「暗い場所でしか活動しないんでしょ」

「やつらの巣穴は暗い」

「……授業の一環で行くんだし、そんなあぶないネズミが出るところには、行かないんじゃないかなぁ？　今日の目的は、ベリーハンティングだよ」

「だが、ピットラットは盗んだ作物を洞穴に隠し、溜めこんでいる。もし、ベリーを採集するなら、そこを見つけて盗み出すのが一番手っ取り早い」

　――それって、もう……。




　――趣しゆ旨し、ちがくない？







　　　酔い止めの薬
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　弓術科一年Ａ組の生徒を乗せた馬車は、目的地である北の山林へ向けて出発した。

「カホちゃん、大丈夫？」

　具合の悪そうなカホンに、となりに座っていたミカが心配して話しかけた。

「……お薬を飲んできたので、大丈夫です」

　プロングホーンなフェイスなので表情はよくわからないが、声からすると大丈夫じゃなさそうだ。

「席、代わろうか。外眺めてたほうがラクじゃない？」

「すみません、お願いします」

　ミカは窓側の席をカホンに譲った。

「ミカは平気なのか？」

　前の席にいたアトラが、振り返って聞いた。

「うん、乗り物は平気。地元からこっち来るのだって船だしね。……パルちゃん、あぶないよ」

　パラボラはアトラのとなりで、ズリ落ちそうなほど窓から身を乗り出している。

「アトラは？」

「なんともない。一度、馬車に酔よう人間の気持ちが知りたいくらいだ」

「知らないほうが、いいです……。うっ……」

　カホンが、うめいた。

　――や、やばっ。

　――なにか気のまぎれる話を……。

「そうだ、カホちゃん。カバサ先生を思い出して」

「お兄ちゃん……？」

　――大好きなお兄ちゃんで、元気だして。

「そういえば、お兄ちゃんが言っていました。遠足の馬車では、トランプをしないと、いつまで経っても目的地にたどり着けないと……」

　――しまった、お兄ちゃんうそつきだった！

「ボクはこのまま、いつまでも、いつまでも馬車に乗り続けることになるのでしょうか……。うっ……」

　カホンが限界だ。

「だ、誰か、Ａ組のなかに、トランプを持っているひとはいませんかっ！」







　　　ダウト
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　こんにちシゲ。僕、シゲタカでシゲ。

　すみません。もう、やめます。語尾に特徴をつけたら、個性が出るかと思ったんですが、すごく無理してる感じがするので、脳内でとどめておきます。

「シゲタカさん」

　となりの席のセツカ先生が、僕の名を呼びました。

「現地に着いたら、みなさんの誘導など頼みます。シャム先生はあてになりません」

「はい……」

　シャム先生は、重たそうな本を顔に乗せて、寝ています。

　担任と副担任のあいだの席という、もっとも楽しくない席になってしまったのは、僕にくじ運がなかったからではありません。そもそも、僕はくじを引いていません。代表委員だから先生のとなり、ということに気づけばなっていました。

「ダ、ダウト！」

「残念だったな、ミカ」

　ああ、後ろから楽しそうな声。

「ダウトっ！」

「パルちゃん。毎回ダウトって言ってたら、終わらないよ」

　……楽しそうだな……。

「４だ。見るがいい」

「ヌンキさん……。表を向けて出しては意味が……。うっ……」

　なんであいつは、しれっと溶け込んでるんだ！

　こうなったら、あまりいい役回りじゃないが、静かにしなさいと注意してこようか。代表委員らしく……。いや、決して悔くやしいからじゃなく。決して。

「ふわぁあああ、うるせえなあ」

　シャム先生が起きました。

「僕が注意してきましょうか」

「ん？　いや、いい。べつに」

　いいのか！

「つーか、あれ？　俺、Ｂ組の馬車に乗っちまったか？」

　僕がいるからですか……。

　……僕がいるからでシゲ！







　　　魔法の馬車
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　弓術科と違い、エリート集団な魔術科の馬車内は、落ち着いたものだった。

「ずいぶん揺れるのですわ」

　落ち着かない一角。

「そりゃ、自家用の馬車みたいに快適とはいかねえです」

「ヴィヴィアちゃんは、おうちの馬車で登校しているの……？」

　普段以上に顔色の悪いバサルタが、窓の外を眺めながら聞いた。

「いえ、それが、つい最近まではそうだったんですが、この前アトラさまに負けて以来、からだを鍛えるとか言って、毎日歩いてらっしゃいますねえ」

「アトラ様は関係ありませんわ」

「わたしなんて、寮から学校まで歩くだけで精一杯……。うっ……」

　どの馬車にも一人くらいは、こんなやつがいる。

「乗り物も弱いとか、終わってるしぃ」

　ヨシコが、悪あく態たいをつく。

「ブラックウオっちまえばいいんじゃねえですか」

　タロは、妙な動詞を口走った。

「馬車酔いのために、魔法を使うなんて……。なんだか、情けない……」

　もう、じゅうぶん情けない。

「前の席のほうが揺れませんわ。タロ、連れて行ってさしあげて」

「わかりました。さ、立てますか、バサのねえさん」

「ありがとう……。ねえさんって、やめて……」

　バサルタはタロに引きずられるように、前のほうの席に移動した。

　ヴィヴィアは窓越しに、弓術科を乗せた馬車を見つめる。

「アトラ様――今日こそは負けませんわ」

「ヴィヴィアちゃん、ケンカはよくないっぽいよ」

　生徒のなかにまざっていたフィオレ先生が、ヴィヴィアに話しかけた。

「ケンカではありませんわ。正々堂々とした戦いですわ」

　怪しいものだ。

「だったら、いいんだけどー。あれってＢ組の馬車だから、アトラちゃん、乗ってないっぽいよ？」

「……ご忠告、感謝しますわ」







　　　現地到着
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　ダミニチュア北の山林。

　北方とダミニチュア地方を分かつ山脈の、裾野に広がる林は、アウトドア志向の観光客には有名な散策スポットである。

　ただし、一般向けに開放されているのはごく一部であり、大部分はひとの手が入っていない自然林である。

　現地近くの山村に到着した弓術科・魔術科生は整列していた。

「はーい。天気もいい感じで良かったねー。みんな」

　拡かく声せい器きを通しても、フィオレの声は緊張感がなかった。

「それでは、弓術科のアスケラ先生から説明があります。お願いしまーす」

　フィオレはアスケラに、ヒマニマを利用した拡声器を手渡した。

「はい。このあとは、すぐお昼ごはんです。で、そのあとはベリーハンティングをしてもらいます。指定されたエリア内をまわり、自由に木の実を収穫してちょうだい。手段は問わないので、魔法なり弓なり、得意な方法で構わないわ」

　弓でどう収穫する。

「ただし、必ず班で一緒に行動をすること。一人だと迷いやすいわ。指定の収穫エリアをはみ出たり、洞穴にうっかり入ったりすると、命の保障はできないから、ちょっとだけ注意したほうがいいわね」

　うんと注意したほうが良さそうだ。

「収穫したベリーは、持ち帰って構わないわ。先生にくれてもいいわよ。もう一度、言うわね。先生にくれてもいいわよ」

　あげたほうが良さそうだ。

「成績とは関係ないけれど、くれてもいいわ」

　関係ありそうだ。

「集合時間には、必ず戻ってくるように。戻ってこなかった子は置いていって、次の日からは他人のフリをしようかしら」

　置いていくだけで勘弁してほしい。

「ああ、それと、これは競争じゃないから、あまり無理をしないこと。具合の悪くなったひとは、向こうに見える、鹿しかみたいな顔の子がいる休憩所で休んでちょうだい」

　生徒たちが、いっせいに休憩所を見ると――

　早くも一名、脱落していた。







　　　再戦の申し込み
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　昼食後、ミカたちは馬車のトランクから弓と荷物を下ろし、ベリーハンティングに出かける準備に取りかかった。

　――お、重い。

　アスケラの話を聞いて不安になってきたミカは、鉄の胸当てを装備してみた。

「ああ。それ、少しきついんだ」

　苦しそうにしているミカを見て、アトラが言った。

　――ごめん、きつくは、ないや……。

　プロポーションの差。

「あとは、カゴと、枝を切るハサミを村で借りて……」

「ロープも必要だな」

「ロープ？」

　――なんに使うの？

「ご機嫌うるわしゅうございますわ」

　霊れい杖じようクインジューディスを携えた、面倒臭いやつが現れた。

「ヴィヴィアさん、タロくん」

　ヴィヴィアの後ろに、ヴィヴィアの荷物を担かつがされているサングラスがいた。

「アトラ様。本日のベリーハンティング、……おわかりですわね？」

「勝負は受けない」

「そう、勝負は断れないはずで――ええ、断りますの？」

　ダミっこランランのときと真ま逆ぎやくの反応に、ヴィヴィアは混乱した。

「モノマネはどうしたんだ。あれがスッキリしないうちは断る」

　――あー、あれうやむやだったね……。

「あ、あれは後日場を設けてあらためて、ですわ！」

「そうやって毎回かわされては、勝負受け損だ」

「……今回の勝負は、モノマネの件を忘れても、受けずにはいられませんわ。むしろ、モノマネの件は忘れたほうがいいですわ」

　――よっぽどいやなんだね……。

「なぜなら、わたくしに勝ちましたら、大変なメリットがございますの」

　ヴィヴィアは不敵に笑った。

「不当あたらずの呪いの秘密、知りたくありませんこと？」







　　　ヴィヴィアショッピング





[image: ]









　ミカにもアトラにも、思いがけない提案がなされた。

「ミカ様。タロに聞きましたわ。なんでも、弓で一京けい本矢を放っても、マトに当てることができないそうですわね」

「い、一京本は、試したことないけど……」

　大きすぎてイメージしにくい数。

「おいたわしいですわ……、そのような苦悩、拭ぬぐい去さりたいとは思いませんこと？」

　ヴィヴィアの言動は、いつも以上に芝居じみていた。

「それは、もちろん……」

「そんなお嘆なげきのミカ様に、とっておきの朗ろう報ほうですわ！」

　――なんか、うさんくさい。

「魔術科の魔術図書館は、尖塔にある共用の図書館よりも魔術に特化した、専門的な資料が所蔵されておりますの」

「それがどうしたんだ？」

「『呪い』の研究も、魔術の領域。『不当の呪い』に関する資料も、おそらくはございますわ。あら、ひょっとしたらひょっとして、解かい呪じゆの方法も？」

　――呪いを解く手がかりが魔術科に？

「ただし、ああ、なんということ！　利用できるのは魔術科生のみという、厳しい現実が、ミカ様の前に立ちはだかりまくりですわ！」

　芝居もクライマックスを迎えた。

「で・す・が、ですわ。なんと今、勝負をお受けいただいて、アトラ様のチームがお勝ちになりましたら、図書館に入れるよう、特別に取り計らって差し上げますわ！」

「……そっちが勝った場合は？」

「もちろん、アトラ様の魔術科転科ですわ」

　懲こりない。

「アトラ、わたしのために勝負なんか受けなくていいよ……」

「だが、呪いを解くチャンスかもしれない」

「図書館に入れてくれるってだけでしょ？　ホントに解呪の方法があるかなんて……。負けたらアトラ、魔術科のひとになっちゃうんだよ？」

「そうなったら堂々と図書館に入れるわけだ。どっちに転んでもミカに損はない」

　――なるほど、そりゃお得！







　　　バトル開始
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　ミカは納得しかけたが、冷静になった。

「ま、待って。アトラは、それでいいの？　弓の可能性を追究するんじゃ……」

「弓術科だろうが魔術科だろうが、私は弓術から離れたりしないよ。そんなのは単に、三年間の肩書きの問題だ。……だが、ミカの呪いは一生に関わることだ」

　――そうかもしれないけど……。

「それに――負けないさ」

　アトラは、胸を張って言った。

　――確かに負けなさそうな顔……。

「決まりですわね」

　――もう！

　ミカは抵抗をあきらめた。

「ルールはどうするんだ？」

「集合時間までに、多くのミルクベリーを手に入れたほうの勝ちですわ」

　北の山林の名産品。ミルクベリー。

　高こう木ぼくになる、雪のように白い色をした丸い木の実で、かじると砂糖を溶かしたミルクのような甘い味がする女子に人気の果実である。

「いいだろう。前回のような姑こ息そくな手段はないだろうな」

　ヴィヴィアは、霊杖をピシッとアトラに向けた。

「当たり前ですわ！　今回は、小細工ナッシングですわ！」

　――ホントかなぁ。

「ミルクベリーを多く手に入れたほうの勝ちですわよ？　おわかり？　ミルクベリーをより多く、手に入れたチームの勝ちですわよ？」

　しつこいヴィヴィア。

「ああ。高木になる、雪のように白い色をした丸い木の実で、かじると砂糖を溶かしたミルクのような甘い味がする女子に人気のミルクベリーを、より多く手に入れたチームの勝ちなんだな？」

　――よくスラスラ言えたね……。

「そのとおりですわ。それでは、集合時間にまたお会いしましょう」

「……すいません。それじゃ、お願いしますねえ」

　こうして、ベリーハンティング勝負は幕を開けた。







　　　アトラ班スタンバイ
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　アトラとミカは、班員を休憩所に集めた。

「そういうわけで、ミカの不当の呪いを解くためだ。協力してくれ」

　――どっちかというと、アトラを転科させないためだけどね……。

「なんとかベリーを集めるんだねっ！」

「パルちゃん。ミルクベリーじゃないとノーカウントだからね……」

　不安が募つのる。

「まかせるがいい。音おん速そくレゴラスに不可能はない」

　クロスボウを愛めでつつ、ヌンキが言った。

「いや、普通に枝切り使ったほうが早いだろ」

　シゲタカが山村で貸し出していた枝切りハサミを見せる。

「案ずるな。当たらーズ・プラスワン」

「待て。なんで、僕がプラスワンなんだ。おい」

「すみません……」

　ベンチでタオルケットにくるまり、顔だけ出していたカホンがつぶやいた。

　――この状態だと、ホントに鹿みたいだね……。

「ボク、お役に立てなくて……」

「具合悪いならしょうがないよ」

「アトラさんが魔術科に行ってしまうのは嫌いやです。必ず勝ってくださいね」

「うん」

　――負けるわけにいかないもんね……。

　ミカは、アタランテで素振りを始めたアトラの姿を見た。

「やあ！」

　――魔術科のアトラなんて……。

　三角帽子にローブ姿のアトラを想像するミカ。

　――あ、そんなに違和感ないかも。

「やあ！」

　小気味良い音を出しながら、アタランテが空を切る。

　――ていうか……。

　――アタランテで、どうやって枝を？

　前ぜん途と多た難なん。







　　　班行動
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　山林に入ったミカたちは、ベリーハンティングを開始した。

　バシュッ！

『音速レゴラス』から細い鎖くさりにつながれた刃が発射され、ミカは仰ぎよう天てんした。

　――もう、クロスボウですらない……。

　発射された刃が、なにも実なっていない枝を切断。

「枝だけだ」

　――いや、射つ前からわかってたよ。

「だが、見事な切れ味」

　――性能テストかい！

　続いて、すさまじい爆音が立て続けにした。

「わっ、今度はなに？」

　無数の木の枝がミカの頭上に降り注ぐ。

「たいりょーっ！」

　パラボラは、自分の身長の倍以上の高さの枝から飛び降り、何事もなかったように着地し、落とした木の実を回収してまわった。

「シ、シゲタカくん。あれって、いいの？」

　木の枝がぶつかり、ずれてしまったメガネをかけ直しているシゲタカが答えた。

「ま、まあ、先生も自由に収穫していいって、言ってたからね……」

　代表委員は自由の拡大解釈で黙認した。

「やぁ！」

　アトラが、アタランテの弦つるで枝を切断する声が聞こえる。

　――そんなこともできたんだ……。

「ねえ、アトラ。それ、効率悪いんじゃない？」

「そうか？　結構集めたが」

　アトラのカゴには、ミルクベリーが大量に集まっていた。

　――いつの間に？

「さ、さすがだね……」

「私には、みんなで固まって移動していることのほうが、効率が悪い気がするが」

「で、でも、先生も班で行動しなさいって……」

　――一人だと心細いんだもん……。







　　　ヴィヴィア班ミーティング
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　ヴィヴィア班の四人は、山林内の切きり株かぶに腰かけていた。

「あちらのメンバーはアトラ様、ミカ様、パラボラ様、失礼な殿との方がた、カホン様の五人」

　シゲタカの名前は出ない。

「カホン様はダウンされていましたから実質、四人。こちらと同じですわ。向こうで戦力になりそうなのは、アトラ様。パラボラ様くらい」

　ヴィヴィアは仲間たちを眺めた。

「アトラ様に敵いそうなのは、バサルタ様だけですわね」

　バサルタは結局、馬車に乗っている途中で車酔いに耐えられなくなり、ソサレマを使い、姿を変えていた。

「びしょびしょにしちまえばいいんだろ？」

「……バサ様。なんのための争いか、おわかりですの？　足止めですわ」

「冗談さね。まかしときな。この前みたいなヘマはしないよ」

「パラボラ様の足止めは、ヨシコ様」

　ヨシコは、火薬の入った袋をプラプラさせている。

「ご姉妹ですから、なにかご存知の弱点をついて差し上げて」

「めんどいしぃ」

「タロ。あなたは、あの失礼な殿方を足止めなさい」

　タロがステッキをくるくるさせながら聞き返した。

「エルフのダンナですかい。戦力外じゃねえんですか」

「ただ単に足止めしたいのですわ」

　あまり好きじゃないらしい。

「ミカ様は、放っておいても問題ないでしょうけれど、わたくしが一応マークしておきますわ」

　ヴィヴィアは立ち上がり、霊杖クインジューディスで地面をトンと突いた。

「それでは、皆様。足止めをよろしくお願いしますわ」

　ヨシコが火薬袋のプラプラを止める。

「つーか、チョー疑問。足止め、足止めってさぁ。ベリー集めなくていいわけぇ？」

「……ふふ、ですわ。それは――」




「すでに集まっているものを、いただいてしまえばいいのですわ」







　　　ミカフラッシュ
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　効率を重視し、アトラ班はそれぞれべつの場所で採集する作戦に出た。

　アトラ班副班長、ミカ。

「えいっ！　えいっ！」

　スカッ。スカッ。

　高枝切りの先が安定せず、ハサミが枝にかすりもしない。

「……わっ！」

　上ばかり見ていたため、木の根っこにつまずいたミカは、せっかく集めたカゴの中身を地面にぶちまけてしまった。

　――良かった。あんまり集まってなくて、拾うのラクだ。

　良くない。

　――それにしても『不当の呪い』め。まさかハサミにも影響するなんて……。

　単に力がなくて不器用なだけだ。

　――負けるもんか……。

　――絶対、アトラを転科なんてさせない！

「えいっ！」

　スカッ。

　意気込みは立派だが、実力はない。

　――落ち着きなさい、ミカ。こういうとき、アトラならどうする？

　アタランテの弦で、枝を切断。

　――それはムリ！

　――そうだ……。わたしにしかできないことをしよう。

　ミカは弓を構え、一本の木に狙いをつけ、矢や筒づつに手を伸ばした。

「必殺！　ミカフラーッシュ！」

　緊急解説！

　ミカフラッシュとは、不当の呪いの特性を生かし、軌き道どうの読めない矢を連続で放ち、相手の目をくらまし動きを止めるという、ヘビ退治の際に生まれた技なのだ！

　ちなみに名前は今、つけたのだ！

　――パルちゃんだって、榴りゆう弾だんを乱射してただけ……。

　――なら、原理は同じ！　さあ、ベリー落ちてこい！

　しーん。







　　　パラボラ　ＶＳ　ヨシコ
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　ドゴォオン！　ドゴォオン！　ドゴォオオン！

　パラパラパラ……。




　散り散りになっても、パラボラがどこにいるのかは、誰にでも見当がついた。

「たいりょーっ！」

　木の上で、榴りゆう弾だん矢やをひとしきり乱射し終えたパラボラは、地面に降り立ち、回収作業に入った。

「ありっ？」

　ところが、今、射落とした、というか、壊し落としたはずの枝が、見当たらない。

「あっ、ヨシコ！」

「パル姉の、もらうしぃ」

　パラボラから快活さを奪ったような少女が、だるそうな顔に似合わず、落ちた木の実をあっという間に拾い集めていた。

「ヨシコ！　ズルは良くないっ！」

　自然破壊も良くない。

「知らないしぃ」

「ダメだよっ！　ヨシコも、ちゃんとドゴォオオンしてから取らなきゃダメっ！」

　だから、それもダメだ。

「ねぇ、パル姉。ハラ減ってなぁい？」

「減ってるっ！」

　山村食堂自慢のヘルシーな昼食では、物足りなかったらしい。

「なんか食べたほうがよくなぁい？」

「よいねっ！」

「その集めたやつ、食べちゃえばよくなぁい？」

　悪魔の提案。

「だねっ。いただきますっ！」

　アトラ班、最強戦力は、獲得数を自分でガンガン減らした。

「ウマイッ！　ほら、ヨシコもそれ食べてみなっ！」

「え、マジぃ？　……わ、チョー甘いしぃ」

　血は争えなかった。







　　　穴というだけあって
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　――そりゃ、普通の矢を乱射したってなにも起きないよねー。

　ミカは、あちこちに飛んでいった矢を回収してまわった。

　――何本か、見つかんないや……。

　――よし、必殺！　ミカレーダー！

　ミカは道の真ん中に立ち、愛用の和わ弓きゆうを地面に突き立てて、そっと手を放した。支えを失った弓が土の上にむなしく倒れ、斜め前方を指し示す。

　――こっちか。

　ただの運任せだった。

　――ん？　なんだろ、これ？

　矢が飛んでいったほう（ミカレーダー調べ）へ続く、木々のあいだの細い道の入り口に『ハイ』とだけ書かれた謎なぞの立て札が立っていた。

「……ハイ？」

　ミカは『イイエ』の札が近くにないかと、ちょっと期待して探してみたが、見あたらなかった。

　この先に進みますか。

　――ハイ。

　奥に進み木々のあいだを抜けると、小高く横に長い岩山が待ち受けていた。

　岩山の壁には、少しかがめば入れそうな大きさの穴が、点線のように横並びにズラリと口を開けている。

　――ひょっとして、これがアトラの言ってた、

　――ピットラットの巣穴？

　どうやら先ほどの看板は、危険を促す『ハイルナ』の文字の『ルナ』が、消えてしまっていたようである。

　――てことは、穴のなかはベリーがどっさり？

『やつらはスキをついて、心臓に飛びかかって来る』

　――ちょっとのぞくだけにしとこ……。

　ミカは、背を少し丸めつつ、暗い洞穴に足を踏み入れた。

　スカッ。

「わっ！」

　ミカの踏み入れた足は、空を切った。







　　　ヌンキ　ＶＳ　タロ
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　トリガーを引くと、チェーンにつながれた刃が勢いよく発射される。ハンドルを回すと、チェーンがクロスボウにずるずると巻き戻っていく。

「これで我が『音速レゴラス』は、弓術の新しい扉を開いた」

　もう、弓とかクロスボウとかいうよりも、どこぞの緑の服を着た戦士が、物語の中盤あたりで手に入れる、移動手段としても便利な道具のほうに近い。

「エッジショットと名づけよう」

　名前も近い。

「おっと、エルフのダンナだ」

　サングラス少年が、先が湾わん曲きよくしたステッキをくるくる回しながら現れた。

「エルフのヌンキ。お前は、乱らん暴ぼう知ち人じんの知人か？」

「乱暴だなんて言われちゃ、お嬢さまも怒るわけだ。お嬢さまの名誉のためにも、おれはダンナには負けたくないですねえ」

「知らん。採集の邪魔だ。どくがいい」

　だが、レゴラスの性能に感嘆するばかりで、実はあまり採集していない。

「へえ、クロスボウですかい」

「音速レゴラス・エッジショットモードだ。見るがいい」

　刃が発射され、ミルクベリーのなった枝が、一つ切断された。

「この切れ味」

　グルグルグル……。

「切れ味はともかく、いちいち巻き戻すんじゃ時間がかかりそうですねえ」

　グルグルグル……。

「エルフも舌を巻く観察眼だ。褒ほめてやる」

　誰でも抱く感想だ。

「それなら、おれのほうが有利ですねえ。ソサレマ・つむじ風！」

　ぐるぐるぐる……。

「風の刃で、一気に刈り取っちまいまさぁ」

　ぐるぐるぐる……。

　こちらは発動するまでに時間がかかる。

　ぐるグルぐるグルぐるグル……。

　勝負は平行線をたどる。







　　　穴のぬし
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「いてて……」

　ミカは穴のなかを転げ落ち、からだをあちこちぶつけた。

　――下に続いてたのかぁ。

　入り口を見上げるミカ。

　――あー、絶対戻れないね……。

　急な勾こう配ばいのため、ミカの腕力では登れそうにない。

　――巣穴、奥に続いてる……。結構、広そうだな。

　――しょうがない、行ってみよう。

　洞穴の奥に進むと、明かりが見えてきた。

「あれ、明るい……？」

「誰ですの！」

　小部屋のような場所で松明トーチを手に待っていたのは、意外な人物だった。

「ヴィヴィアさん？」

「ミカ様？」

　ヴィヴィアのカゴは、大量のミルクベリーであふれていた。

「それって、ピットラットの？」

「巣穴に目をつけるとは、ミカ様も意外と大胆ですわね」

　――いや、偶然見つけただけです。

「ですが、これはわたくしが先に見つけたのですわ！　渡しませんわよ」

「そ、そうだよね。わたしは、べつのところを探すよ」

　ミカは来た道を戻ろうとした。

　――あ、出られないんだった。

「ヴィヴィアさん……。出口ってどこ？」

「……入ってきた場所にしか出口はありませんわ」

「この奥は？」

　ベリー部屋の奥は、また狭くなっており通路のように続いていた。

「奥には、わたくしが先ほど追いやった……」

『チュー』『チュ』『チュー』『チュ』『チュ』『チュー』『チュー』『チュー』




「ピットラットの皆様が待ち構えていますわ」







　　　シゲタカ　ＶＳ　ブラックウォーター
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　またまた、シゲタカです。

「誰だい、アンタ」

　ローブの前を開けたお姉さんに会いました。魔術科の一年生に、こんなひといたんでしょうか。魔法使いというより、雰囲気的には女盗賊です。

「まぁ、ついでさね。びしょびしょにされたくなかったら、集めたもん置いてきな」

　本当に盗賊でした。言うこと聞いたほうが良さそうです。

「なんだい、どうしたい？　早くよこしな！」

　いや、だめだ。せっかく当たらーズ・プラスワンになったんだ。みんなに一目置かれるためにも、ここで放り出すわけにはいかない。

「……これは僕のだ。きみに渡すわけにはいかない」

「へえ、案外骨があるじゃないか、だけど、そんなこと言うと――」

　バシュッ！

　お姉さんの指先から出た細い黒い線が、転がっていた石を真っ二つに裂さきました。

「びしょびしょどころか。ばらばらにしちまうよ？」

「渡します」

　ごめん、ミカさん、アトラさん。僕はばらばらになりたくありません。

　水柱のカッター……。聞いたことがあるぞ。去年のＰＯＹポイ優勝パーティに参加していたのに今年留年した、魔術科の黒水獣ブラツクウオーターの技だ。

　水の精霊でこの容姿ってことは、マーメイドとかオンディーヌか……。

「きゃっ！　なんだい！」

　急に強風が吹いて、後ろを向いたお姉さんのローブをまくりあげました。ラッキー。

　いや、待て。今、なんか、背中に……。甲こう羅らみたいのが、ちらっと……。

「タロのやつだねえ。こっちまで巻き込むんじゃないよ！」

「カ、カメ？」

　つっこまざるを得ませんでした。

「な、アンタ！　まさか、見たのかい？」

「い、いえ。その、見えてしまったというか」

「ア、アタシはカメじゃないよ！　玄げん武ぶさね！　そこ間違えんじゃないよ！」

　げ、玄武ってことは――

　いや、やっぱカメじゃん。それ。







　　　消灯
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　姿は見えないが、奥からネズミの声がいくつも聞こえてくる。

「こ、この声が、そうなの？」

「明かりがあれば近寄っては来ませんわ」

　松明には赤々と炎が燃えている。

　――これ、よく見たらクインなんちゃらだ。

　伝説の武器が松明代わりに。

「……ど、どうやって上に戻るつもりなの？」

「ヒマニマで腕力・脚力を強化すれば、あれくらいの勾配、なんのそのですわ」

「やっぱズルい。魔法……」

「ズルい？」

　――あ、つい本ほん音ねが。

「あ、いや、ごめん。便利だね……」

「お困りなら、一緒に外へ連れ出して差し上げますわ」

「ホント？」

「ただし、ミルクベリーは渡しませんわ！」

　――取らないってば……。

「ねえ、ヴィヴィアさん。……ヴィヴィアさんは、どうして、そんなにアトラを魔術科に転科させたいの」

「アトラ様のウイズマ素質、ご覧になったでしょう。アトラ様は、魔ま道どう士しとして生きるべきですわ」

「本人は弓術がやりたくても？」

「世界がアトラ様の魔術を必要としているのですわ」

「必要とされたら、……しなくちゃいけないの？　本人の意志に関係なく？」

「やかましいわですわ！」

　ヴィヴィアは霊杖をミカに勢いよく向けた。

　――わっ、あぶな……。

　ヒュッ。

「あ」「あ、ですわ」

　生じた風で、火が消えた。

『チュ』『チュー』『チュー』『チュ』『チュー』『チュー』『チュー』『チュー』







　　　カホン　ＶＳ　？
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　タオルケットにくるまり、ベンチで休むカホンのもとに、山盛りのミルクベリーをカゴに積んだアトラが現れた。

「カホン、体調はどうだ」

「ええ。だいぶ良くなりました。今からでも――」

「いや、休んでいろ。それより、これを守っていてくれ」

　アトラは、ベンチ横のテーブル上に収穫したカゴの中身をあけた。

「これだけあればもう、じゅうぶんなのではないですか」

「いや、ヴィヴィアをあなどってはダメだ。私は、奥の洞穴に――」

「あら、洞穴はだめよ」

　アスケラが、山村の売店で買ったジュースを飲みながら、ベンチに座った。

「アルバイトでネズミ退治をしていても、今は学校行事の一環よ。危険な場所への立ち入りは許可できないわね。この前は見逃して怒られたのよね、シャムくんに」

「……わかりました」

「約束してね。もし破ったら――」

「誓って洞穴には入りません！　失礼します！」

　アトラは、逃げるように山林へ戻っていた。

「アトラさん、アスケラ先生と一緒のときは少し雰囲気が違います」

　カホンは、ちょっと嬉しそうな声で言った。

「あら、そうかしら。ところで、カホンちゃん」

「なんでしょう」

「このミルクベリー、少し食べてもいい？」

　カホンは『守っていてくれ』とのアトラの言葉を思い出した。

「だめです」

「そう」

　カホンは、宝を守った。

「ねえ、カホンちゃん」

「なんでしょう」

「このミルクベリー、少し食べてもいい？」




　戦いはまだ、始まったばかりだった。







　　　穴クイズ
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　洞穴内は暗闇に包まれた。

「ヴィヴィアさん、火！　早く！」

「大変ですわ！　マッチを失くしましたわ！」

「えっ？　魔法の力で燃えてたんじゃないの？」

「油布を巻いて、火をつけただけですわ！」

　――ホントにただの松明！

「それでも焦こげあと一つ残らないあたりが、さすが霊杖ですわ！」

『チュー！』『チュー！』『チュー！』

「ヴィヴィアさん、そんなことよりどうしよう！」

「はっ、そうですの。非常事態宣言ですわ！　――ソサレマ・火花！」

　小さな閃せん光こうがきらめいたかと思うと松明に灯がともり、洞穴のなかは明るさを取り戻した。

『チュー』『チュ』『チュー』

　ミカの顔の倍くらいの大きさのネズミたちが、奥へと避難していく。

「……って、ネズミおっきすぎ！」




　アトラは、入らないと誓っておきながら、ロープ持参で洞穴のそばまで来ていた。

『約束してね。もし破ったら――』

「……よし、あきらめよう」

　エルフ教師の脅きよう迫はくめいた発言を思い出したアトラは、探索を勢いよく断念した。

「ん？」

　足になにかがひっかかる。

　見れば、地面に一本の矢が落ちている。

　アトラが拾い上げてみると、それはいつも道場で、マト以外の場所にしょっちゅう刺さっている見慣れた矢だった。

　本人は気づかなかったが、ミカレーダーは奇跡的に当たっていたらしい。

「まさか……」

　ミカが洞穴に落ちたのでは、という不安がアトラの頭をよぎる。

「しかし、……どれだ？」

　洞穴は、無数にボコボコと並んでいる。







　　　ＭＰが足りない
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　ネズミたちが遠ざかったことで、ミカはひとまず安堵した。

「ヴィヴィアさん、ヒマニマ以外も使えたんだね」

「あれが……限界ですわ」

　――え、さっきのちっちゃい火花みたいのが？

「魔ま法ほう仙せんの孫が、火の粉しか出せなくて悪かったですわね」

　――いや、そこまで思ってないけど……。

「わたくしだって、おじい様と同じように、念じるだけで相手をひねりつぶしたり、湖を一瞬で干ひ上あがらせたりしてみたいですわ」

「おじいさんのエピソード、悪者みたいだね……」

　ヴィヴィアは、炎から目を逸らすように、顔を伏せた。

「現実にわたくしが使えるのは、足を速くしたり力を強くしたりするだけのヒマニマ……。ソサレマにいたっては、さっきのような火の粉を生じさせる程度……。華麗な魔法に比べれば、なんの価値もありませんわ」

　ミカはヴィヴィアの声が、心なしか震えているように感じた。

「アトラ様は、わたくしなどよりも、ずっと優れた魔法を扱うことができる……。なのに、その権利を放棄なさる。もったいないと思いませんこと？」

　顔を上げて同意を促すヴィヴィアに、ミカは素直な気持ちを話した。

「……わたしは、ヴィヴィアさんの魔法が、なんの価値もないなんて思わないよ」

「気休めは嫌いですわ」

「でも、今、わたしたちがとりあえず無事なのは、ヴィヴィアさんのソサレマのおかげだよ？」

　ミカが小さく微笑ほほえむと、ヴィヴィアはまた顔を伏せた。

「……やかましいわですわ」

　そのヴィヴィアの声は、とても小さかった。

「じゃあ得意のヒマニマで、そろそろ外に出ようか。ヴィヴィアさん」

　無む邪じや気きに笑うミカに、ヴィヴィアは言いにくそうに切り出した。

「……ミカ様。実は一つ残念なお知らせですわ。素質のない魔法を使うのには大変に魔力を消費しますの。わたくし、もう――カラッカラですわ」

「え……」

「回復するまで……。もう、どんな魔法も使えませんの」







　　　見られてた
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『チュー……』

「この炎が尽きたら、わたくしとミカ様は、ピットラット様の餌え食じきですわね。ふふ、ふふふ、ふふふふ、ですわ」

「お、おおお、落ち着いて、ヴィ、ヴィ、ヴィヴィヴィヴィヴィアさん」

　自分が落ち着け。

　――なんとかしないと……。

　――こういうとき、アトラなら？

　一、アタランテをバネのように使い、地上へ脱出。

　二、アタランテで、ネズミを一いち網もう打だ尽じん。

　三、アタランテで、洞穴そのものを破壊。

　――どれもムリだ！

　三は、アトラにもムリだろう。

「ふふ、ですわ。わたくしのほうが、ミカ様よりおいしく食べられてみせますわ」

　勝っても嬉しくない。

　――早くしないとヴィヴィアさんが大変だ！

　――アトラがいれば……。

　――ああ、アトラがいないとなんにも……。

　――あ、そうか……。

「ヴィヴィアさん、外に助けを呼ぼう」

　――どうせ、なにもできないんだ。誰かに来てもらおう。

「どのように呼びますの？」

「松明の火をわたしの矢に少し分けて、入り口に飛ばすの。山林で火事でも起きたら、さすがに誰か来るでしょう？」

「いい考えですわ、と言いたいところですけれど、ミカ様の矢は正しく飛ばなかったはずですわ」

「あ」

　自分の一番の特徴をド忘れしていたミカ。

「ミカフラーッシュ、を拝見する限り、外まで矢を飛ばすのは無理ですわ」

　――わぁ！

　ミカは、顔を真っ赤にした。







　　　飛んだ失敗
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　わたくしとミカ様は、入り口の下まで移動しましたの。

　ミカ様は、運命に翻ほん弄ろうされるだけの力無き一般人では……、その他大勢様ではありませんでしたのね……。

　わたくしはミカ様のこと、認めますわ。

　だってミカ様は、わたくしを――

「じゃあ、ちょっと離れて見ててね」

　ミカ様のお話では『射しや法ほう八はつ節せつ』とやらを使うと、呪いの効果が一時的に解とけるらしいのですわ。

「足あし踏ぶみ！」

　先ほどまでとは別人のよう。立ち姿に威い厳げんがございますわ。

「胴どう造づくり！」

　わたくしが先日、盗んで差し上げた弓をお構えになりましたわ。

「弓ゆ構がまえ！」

　すごい集中力ですの。

「打うち起おこし！」

　火をつけた矢をつがえているのに、表情一つ変わりませんの。

「ひ、きわけ！」

　我慢していただけのようですわ。熱そうですわ。

　それにしても、所しよ作さと詠えい唱しようによって効果が得られるなんて……。

　それは、まるで――

「会かい！」

　魔法ではありませんの？

「離はなれ！」

　ミカ様の放たれた矢は、洞穴の入り口に吸い上げられるように見事な軌道で飛んでいきますわ。先ほどのミカフラッシュが噓うそのよう……。

「残ざん心しん……。あちち。ねえ、ヴィヴィアさん。ちゃんと飛んだでしょ？」

「お見事ですわ。ただ――」

　ただ、一つどうしても言わせていただきますわ。

「風圧で、途中で火が消えてしまいましたわ」

「うん、失敗だね……」







　　　心眼
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「ミカ！　どこだ！　いるなら返事してくれ！」




　アトラの声だ。

「アトラ！」

　お願い、気づいて……。

「こちらの声は聞こえませんわ！　再び矢を放ち、詳しい場所を教えて差し上げて！」

　ってタイミングで、ちょうど火が消えちゃうんだな。

「あ……」

『チュー！』『チュ！』『チュー！』

「つ、続けざまに矢が飛んでくれば、きっとわかりますわ！　ピットラットの皆様は、わたくしにまかせて！　ミカ様、急いで！」

「え、ええ？」

　急いだら、ちゃんと飛ばないんだってば……。

『チュ！』『チュー！』『チュー！』

「ちっ、ですわ！　もう、来たのですわ！　しっし、ですわ！」

　ネズミはヴィヴィアさんが、クインなんちゃらで追い払ってくれてる。

　わたしも役に立たなきゃ。

　この前の特訓で、なにかわかったことがあったはず……。

　特訓を思い出せ、ミカ……。

『そっちのテーブル、片付けお願いできますかい？』

　この特訓じゃない。

『情事か』

　これ全然関係ない。

『不当の呪いは、どうやら視覚と関連がある』

　そうだ！　確か、一番まともに矢が飛んだのは、シゲタカくんのメガネをかけたとき。視界がぼやけたとき、悪くなったときにきちんと飛んだ……。てことは……。

　いちかばちか……。

　矢を射る瞬間、目を――




　つぶる。







　　　アトラ師匠
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　ミカは矢筒の矢を射ち尽くして、目を開けた。

　いつものように、めちゃくちゃに飛んでいれば、あたりに流れ矢が転がっているはずである。

　――ない……。

　矢はすべて、斜め上方に見える穴の外へと飛んでいったのだ。

　――目を閉じればまっすぐ飛ぶんだ！

　――アトラ、気づいて！

「ミカ様、約一名様がそちらに！　お気をつけて！」

「えっ」

　油断していたミカはネズミの突進を、もろに胸に食らった。

「わっ！」

　衝撃で後ろに倒されるミカ。

　――胸当てしてて良かった。

『チュー！』

　金属の板に、したたかに前歯をぶつけたネズミは、反省を生かし、もう一人の獲物のほうにターゲットを変更した。

「しっしっし、ですわ！」

　ほかのネズミをなぎはらうことに気をとられているヴィヴィアはスキだらけだ。

　――ヴィヴィアさん、胸当てしてない！

『チュー！』

　ネズミは後ろに体重をかけ、反動をつけた。

　――お父さん、ごめん！

　ミカは、アタランテよろしく自分の和わ弓きゆうを振り上げた。

　と、突然、入り口からなにかが落下してきた。

『ギャッ！』

　ヴィヴィアの胸元を狙っていたネズミが、洞穴の奥に吹っ飛ぶ。

「ミカ、無事か？　……ヴィヴィア？」

「アトラ！」「アトラ様！」

　アトラは、ミカが和弓を剣のように構えているのを見て、笑って言った。

「ミカに私の弓術は、百年早いな」







　　　甘いものと一緒
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　ロープを伝い、ミカ、ヴィヴィア、アトラの順に洞穴の外へ出た。

「しかし、よくあれだけ続けざまに、まっすぐに矢が放てたものだな」

　アトラは矢を拾いながら、それが穴からピュンピュン飛んできた光景を思い出す。

「えへへ、実はね……」

「ひょっとして、あれはヴィヴィアが？」

　アトラは、ミカだとは信じられなかった。

「わたくしは弓など扱いませんわ！」

　ヴィヴィアはミルクベリーのカゴを地面に下ろすと、ミカに詰め寄った。

「ミカ様」

「な、なに？」

「ベリーハントの勝敗にかかわらず、不当の呪いの情報は提供して差し上げますわ」

「は、はい。……はい？」

　唐突な申し出に、ミカは目をパチクリした。

「……どうして急に？」

「鎖に縛しばられし者の苦悩は、縛られし者にしか、到底知り得ない……」

　ヴィヴィアは、まだ油布が巻かれたままの霊杖を見つめながら続けた。

「ですが、知り得ないからといって、鎖の錠じようを外す鍵を、その者の鼻先にちらつかせてもてあそぶなどと、魔法仙ヴィヴィアの孫として恥はずべき行為でしたわ。愚おろかな行為でしたわ。死んじまえばいいですわ！」

「そ、そこまで言わなくても……」

「少なくとも――良き友のすることではありませんわ」

　ヴィヴィアは、ミカに手を差し出した。

「ヴィヴィアさん……」

　ミカは、ヴィヴィアの差し出した手を強く握った。

「なんだかわからないが……。良かったな、ミカ」

　アトラは、不思議がりつつもうなずいた。

　――なんかもう、対決とかじゃない空気……。

「そ、それじゃ、ヴィヴィアさん。アトラの転科のことも――」

「それは話が別バラですわ！」

　――別バラですか……。







　　　本日一番の卑ひ怯きよう
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　ハンティングタイム終了。

　休憩所に、アトラ班、ヴィヴィア班、全員が集結していた。

「アトラさん。ボク、守りきりました……」

「……誰からだ？」

「お嬢さま。なにかあったんですかい？　ずいぶん疲れてるご様子ですが」

「なにもありませんわ」

「シゲタカくん……。みんなには、黙っていて……。わたしの……。その……」

「……ギャップがすごいね」

　和なごやかなムード。

「で、どっちが多いのだ」

　ヌンキがムードを無視して結論を急せいた。

　テーブルの上にはミルクベリーの山が二つ、こんもりとできている。

　――見た感じ、おんなじくらい……。

「あたし、もう食べられないよっ」

　アトラ班は、実際には、もっと多かったらしい。

「あたしもだしぃ」

　ヴィヴィア班もらしい。

「どうする？　一つずつ数えるか？」

　――どうか、このまま、勝敗うやむやに……。

　ミカが祈るような思いでいると、ヴィヴィアが穏やかに言った。

「争うことなど無意味ですわ」

　――ヴィヴィアさん。やっぱり……。

「わたくしの圧倒的勝利ですわ！」

　やっぱり、ヴィヴィアだった。

「この手は使いたくなかったのですけれど、勝敗がはっきりしない以上、仕方ありませんわね。黙っておりましたけれど、実は、この山林――」

　ヴィヴィアは山林を霊杖で指した。

「バスターシュ家の土地なのですわ！　よって、まだ収穫していないベリーの所有権もバスターシュ家のもの！　おわかりですわね？」

　ミカは、ポカンという音が山にこだました気がした。







　　　転科決定？
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　ヴィヴィアはふんぞりかえった。

「山林の規模は、わたくしたちが回ったエリアの何十倍もありますの。そこにまだ実っているすべてのミルクベリーが、わたくしのもの……。そう『手に入れて』いるも同然ですわ！　圧倒的大差の勝利ですわね！」

「なんだそりゃ……。じゃあ、最初からこんな対決、する意味ないじゃないか」

　シゲタカが思わず、漏らす。

「お黙りなさい。一般人！」

　代表委員は、石になった。

「意味のないことはありませんわ。もし、わたくしの班のほうが明らかに収穫した量が多かった場合、それはその結果を採用するつもりでしたわ」

「あ、あの、わたしたちが明らかに多かった場合は？」

「その場合は、土地の所有権を主張しましたわ！」

　ここまで卑怯だと、かえって潔いさぎよい。

「お嬢さま。そりゃあ、あんまりじゃねえですか？」

「やかましいわですわ！　勝負の世界は非情ですわ！　ねえ、アトラ様？」

　――いや、こんなのアトラは認めないってば。

　アトラは、嚙かみしめるように言った。

「……私の負けだ」

　認めた。

　――うそ！

「ボクは、ヴィヴィアさんの言っていること、納得いかないです……」

　カホンが、泣きそうな声で言う。

「ツノ小こ町まちの言う通りだ。屁へ理り屈くつだろう」

　ヌンキは、相変わらず無表情で言った。

「そうだよ。屁理屈だよアトラ！」

　――ヌンキくんが言えたことじゃないけど。

「ダミっこランランのときの私の勝ちかただって、似たようなものだ。ルールの穴に気づかなかった、私の負けだよ」

　アトラの意志は固まってしまったようだ。

　――なんとかしなきゃ。







　　　ちょっと待ったコール
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　――よし、こうなったら必殺！

　目をつぶる。

　――ああ。今やっても、ただの現げん実じつ逃とう避ひ……。

「明日にも転科の手続きをしよう」

　アトラは、もう覚悟を決めている。

　――は、早いよ！

「いいえ。今すぐオッケーですわ。あら、不思議ですわ。こんなところに転科の申請用紙がありますわ」

　ヴィヴィアは、どこからか転科届を取り出した。

「あら、必要事項が記入済みですわ」

　――用意良すぎ！

「さあ、あとはアトラ様のボインを押すだけですわ」

　誰がだ。

「失礼。アトラ様の母ぼ印いんを押すだけですわ」

　イントネーションミス。

　――ど、どうしよう。

　――ていうか、転科って、そんな簡単にできるの？

　――転科試験とかいらないの？

　天才アトラの実力。

　そして、富ふ豪ごうヴィヴィアの権力。

　――ああ、あったとしても、ないのと変わんない！

　――ほとんど、ただの手続きだよ……。

　――うん？　……手続き？

　そうこう考えているうちに、アトラはヴィヴィアが、やはりどこからか用意した朱しゆ肉にくに親指を押し付けていた。

「では、アトラ様……」

「ああ」

　アトラの親指が、用紙に近づき――

「ちょ、ちょっと待ったぁ！」

　ミカの声がそれを止めた。







　　　結論
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　ミカは、最後の賭かけに出た。

「て、転科の前に、やらなきゃいけない手続きが、あるんじゃない？」

　ヴィヴィアは首をかしげた。

「手続き、ですの？　さて、わかりませんわ。……タロ？」

「ええっと、制服の新調じゃねえすか」

　ハズレ。

「断だん髪ぱつ式しきじゃねぇ？」

　なぜだ。

「ああ、わたしと……。仲良くしてね……」

　なれるといいね。

「アトラじゃなくて、ヴィヴィアさんがしなきゃいけないこと……」

「……ああ。そうか」

　アトラも気がついた。

「な、なんですの？」

「ヴィヴィアさん。……サルのモノマネは？」

　ヴィヴィアは、凍りついた。

「アトラは、モノマネの件がスッキリするまで勝負は受けないって言ったのに、それを押して受けたんだから、ヴィヴィアさんが先に約束を果たすべきじゃないかなぁ」

「ミカの言う通りだ。私の転科は、きみのモノマネを見てからだ」

　形勢逆転。

「わたくしが、サ、サルのマネをしさえすれば、アトラ様は魔術科に……」

　――迷ってる迷ってる。でも、

　――アトラを転科させたい執念すごいし……。

　――ひょっとしたら。

「きぃーっ！」

　――わ！　やる気？

「この勝負、ナッシングですわ！」




　もはや、ベリーなど関係なくなっていたベリーハント勝負は、二転三転の末に、ノーコンテストで幕を閉じた。
































　　　憧れの弓使い
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　アトラは準備中の札が下がっているのにも構わず、『バカスカ』の扉を勢いよく開けてなかに入った。

「あ。アトラさん」

　スージィの嬉しそうな声を聞きつけ、マスターが奥からバタバタ飛び出してきた。

「やあ、アトラくん。ほかのみんなは？」

「パルならいない」

　マスターの顔が、一瞬曇くもった。

「そうかい。まあ、ゆっくりしていきたまえ」

「ゆっくりするしぃ」

　アトラの後ろから、小さな人影が現れ、ずかずかと店内に入った。

「アトラくん。きみは私をからかっているのかね。いるじゃないか。がっかりさせて喜ばせる作戦なのか。それなら許す」

　マスターは勝手にまくしたてた。

「彼女はパルの妹だ」

「妹？　そっくりだね」

「ああ、六つ子だ」

「それは、ぜひコンプリートしたいね」

「なに言ってるの、パパ？」

　カウンターによじのぼって座るヨシコを、眺めるのに夢中のマスター。

「マスターのために連れてきたわけじゃない。スーちゃんのためだ」

「スーに？」

　スージィはキョトンとした。

「ミカから、スーちゃんが魔ま術じゆつ科かを受験しようとしているという話を聞いてね。パルに頼んで魔術科のヨシコを借りてきた。聞きたいことがあったら聞いてみたらいい」

「めんどいしぃ」

　あまり適任とは言えない先輩。

「アトラさん。実はスー、この前のことがあってから、弓が、かっこいいかなって、ちょっと思ってて。弓術科もいいかな、って」

「なんだ、じゃあ私になんでも――」

「スーを助けてくれた先生、もう来ないのかな？」







　　　お嬢さまの本音
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　床、天井、壁……。すべてが本で埋め尽くされた異様な空間で、タロは本を大量に積み込んだカートをひいていた。そのカートも本でできている。

「……集まりましたの？」

　本でできた個室で、本でできた椅子に座り、本でできた机に突っ伏していたヴィヴィアは、カートの音にからだを起こして伸びをしながら聞いた。

「呪じゆ詛そに関する本は、だいたい、こんなとこですねえ。読める本だけですが」

　タロがいくつかの本を手にとって、机に置いた。

　ヴィヴィアは、パラパラとめくってから納得した様子で言った。

「タロ。では今度はべつの本を、お集めなさい」

「なんですかい？」

「ＰＯＹポイでアトラ様に勝つ方法」

　ずいぶんピンポイントなジャンルの本。

「……また、アトラさま、ですかい？」

「またですわ」

「ＰＯＹは学科の枠わくに関係なくパーティを組めるんでしょう。アトラさまと仲良くしたいんなら、一緒のパーティになりゃいいじゃねえんですか」

「仲良くしたいなどと一度でも申しまして？　わたくしはただ、アトラ様に転科していただきたいだけですわ」

「もう、諦あきらめちゃどうですかい」

「お断りですわ！」

　図書館では、静かに。

「おれは、アトラさまみたいな古くからのご友人が近くにいたら、ヴィヴィアさまも楽しかろうと思いましたんで、転科に賛成してたんですがねえ」

「それなら、協力なさい。必ず勝って、転科させてみせますわ」

「なんでそんなに勝負にこだわるんですかい？」

　ヴィヴィアは、なにをわかりきったことをという顔をした。

「アトラ様は、交渉では首を縦に振りませんの」

「お嬢さま。実は単に、アトラさまに負けたくないだけなんじゃねえですか」

　ヴィヴィアは言葉に詰まった。

「……いいから、早くお探しなさい！」







　　　勇者珍道中
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　ふわぁああああ。だめだ、授業中なのに寝そう。

　まぁ、先生も寝てるからいっか。

　おととい、寮に帰ったら、呪詛に関する本が、わんさか置いてあったんだよね。呪いの本を部屋の前に置いとくなんて、事情知らないひとが見たらイヤガラセだよ……。

　結局、ヴィヴィアさんは、いいひとなのかなぁ？

「それで全部読んだのか？」

「うん。昨日、休みだったから、丸一日、カホちゃんと全部の本に目を通したよ」

　おかげで寝不足……。

「どうだったんだ。なにかわかったのか？」

　…………。

「不当あたらずの呪いなどという言葉は、どこにも載っていませんでした」

　カホちゃん、かわりに言ってくれてありがとう。

「そんなバカな。専門書だろう」

「はい。見ていてつらくなるくらい、さまざまな呪いに関する記述が詳細に書かれていたのですが、不当の呪いに関することは、なにも」

「どういうことだ？」

「実はわたし、呪われてないんじゃないかなぁ」

　えへへ、なーんて。

「ミカ……」

　あ。そんな悲しい反応されちゃうと、困るんだけど……。

「ただ、ボクは一つ気になる記述を見つけました。ある本に、勇者一行の珍場面集のようなコラムがあったのですが」

　呪いの本に、そんな楽しげなページが？

「それによれば、魔王さん退治の途中に立ち寄った宿で、勇者さんがアズサさんの弓を借りて、遊んでいたことがあるらしいんです」

　伝説の英雄が、ぐっと庶しよ民みん的てきになったね。

「そのとき、勇者さんの放った矢は――」




「――真横に飛んでいった、と」























　あとがーき




　どうも、人生も文章も、日々勉強中の関せき根ねパンと申しまーす。

　勉強していて気がついたのは『語尾を音引き（長音符）で間延びさせると真剣さが薄れる』という現象でーす。ちょっと例を挙げてみまーす。

　というか、実はすでに、こっそり実践していました。どうでしょう。見事なまでに真剣さが薄れていたのではないでしょうか。

　ほかに例を挙げると、挨拶では『ご愁しゆう傷しようさまでーす』と書くと、ご愁傷感が足りなくなるし、キャッチコピーでは『ファミ通文庫は本気でーす』と書くと、本気を疑いたくなるので、音引きを使うときには注意したほうが良いです。

　本作のなかでも、この現象は目撃できます。そのあたりも、ぜひ読んで確かめてみてください。ただし、あんまり確かめられるのも、ちょっと恥ずかしいでーす。




　さて、ありがたいことに『キュージュツカ！(2)』が、こうして発表できました。




　二ページで一エピソードなので、二巻にして早くも一〇〇エピソード突破！

　と、思って数えてみたのですが、章扉もカウントすれば一巻の時点ですでに一〇〇は到達していました。二巻では、知らぬ間に二〇〇を突破しています。

　内容的には、今回も、ロールプレイング風の世界にある学校で、弓使いたちが小暴れします。あくまでも、小暴れです。

　さらに、魔ま道どう士しの卵である魔ま術じゆつ科かの生徒たちも、続々登場しています。

　ただでさえ多めだったキャラクター数が、さらに増えてしまい、名前を覚えるのが大変かもしれませんが、大丈夫です。筆者も、しょっちゅう間違えています。

　そんなうかつな筆者ですが、本書を手に取っていただいた皆様の、暇ひまつぶしのお手伝いが、少しでもできていれば光栄に思いまーす。いや、真剣にそう思います。

　では、このあたりで。また、お会いしましょう。




　さあ、このあとは、キュートかつ大胆なパラボラ姉妹を描いていただき、筆者が感謝テレパシーを絵文字つきで送り続けている、小しよう路じあゆむさんのあとがき、

　そして、この本の最重要ページ。筆者が感謝ポエムを脳内で吟ぎんじ続けている、担当編集様のお名前もバッチリわかる、奥付です。
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横浜在住の漫画家にしてイラストレーター。暴力的なほど愛らしくふんわりぷにっとした女子を描くことで、同業者にもファンが多い。本作では、これまであまり手掛けてこなかったファンタジーに挑戦。特にパラボラ姉妹がお気に入りのご様子。

http://kuma-puro.sakura.ne.jp/
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